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地理巡換記も迎えて第8位となった｡この地理巡検記シリーズをはじめられた石田策先生には
今年お元気でめでたく滋暦を迎えられた｡生みの親であり,育ての親でもある先生に心からお手
びを申し上げる次第である｡当時のくみ川の水も放牧の牛のあり方も岡山県下とこれに収録され
た県外のそれとではかなり連っているが,足でたしかめ,足で甘く地理である点では変りがないo
その意味で初志はrIかれているわけである.
本栂は昭和48年度の日振島,昭和49年度の能登 ･加倉島,昭和50年度の姫島,昭和51年度の沖
永良部島の4ケ年間の報告雷を収録することとなった｡沖永良部島はアイルランドに出張中の こ
ととて高橋達郎先生に全面的にお世話になった｡記して軒恵を表したい｡これら4ヶ年の巡検は
ともに船のデッキに寄りまだ見ぬ島の見聞にひそかに心をおどらせ,島の浜辺で潮騒にひたりな
がら梅に生きる人々の生活に耳を傾ける,そんな巡検であった｡そこには赤銅色の力強い生活が
あったし,それだけに受止め方はいろいろと違っていたにしても,これまでに学ぶことができな
かった多くのものを学んだに遵いない0第 8特はこのような瀬も典型的なわが国の離島の生活が
戦いを知らない若人のフレッシュな感覚でとらえられ,語られているといっても過言ではなかろ
う｡未熟さは将来の限りlj:い成長のために許されてよいであろう｡発刊が財政上の理由から延引
し,参加した学生はすでにそれぞれの職場で,或いは家庭でそれぞれの声が道をみつけ歩を早め
つつあるであろうが,若き日の思出としてだけでなく.Field SclenCe-の第一歩の記軽と
し,大切に育てる努力をお願いしたい｡
いつものことながら原櫛金型やゲラの校正の時点で恩出すことは,はじめてたづねていった時
の島の印象と教育萎月食,市町村役場,出張所,各村某所,そして聴取りでおたずねした家々の
の方々のことである｡一々のお名前は略させていただくが感謝の心で一杯である｡恐らく参加の
学生も同じ気持であろう｡一同に代って改めてお礼を申しのペたい｡
最後にこの巡検記にもまた山川婿仁氏をはじめ幾人かの卒糞生の御協力をいただいた.民らの
御協力がなくては日の目をみなかったであろう.感曲の恵を表したい｡
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岡山大学教育学部地理学研究室
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1. 日振島の自然の概要
=)位置 :四国との関係
r二順 J;iは,愛煙凧の南予1uJ'.北宇和叩宇和神村に揃するJ.'占で,Eiq,後水皿を隔てて,西には
人分肘がある.'r/i_後水道に浮ぶrf相山T7]-から山も追い払で,芋･M.I:.1港から毎Hl回定軌俊があ
るが.海上 3時間を要するところにある｡
(2)外 形
ihlfli5kdで,付踊場 に lhnT南に卸fL抑Jl(おいつかみじま)がある｡地形区分すると山地に
分類され.やせた骸竹のようなJ;-3で,耕作放東されて荒廃された段々畑が山腹まで見られるO
災削 ま.北から縫登 (のと),明和 (あこ),寸,.掛 (きろ)の3つで.それぞれ4fm離れて,
島の如側の杓u別こ発達しているo明海娼薪のヲ引受の山の成さ紘.158.67m,宮路某蕗の北西の
山の砧さは.194.7mである｡山のDA=仙 ま.ほとんど急崖で,砂浜は見られず,荒波が打ち耕
せる1l･石海岸である.束伽にも抄涙は見られないが.政の帝やかなポケット状の入り江が見ら
れ.i'J.'珠腰椎なとに利用されている｡
3災落を結ぶ交通(LEは,tl.j間的にも短い0)で,伽かよく利用されているが,lLJの中をぬって
幅 1m足らずの,のぽったり,おりたりの細inがある｡明海から能登に向けて,梅岸沿いに,
広いiEf路が途中まで辿設されている｡明布から宙掛 こ向かう途中,堺というところは.砂州に
よりつながっている.全l?Uで戸数218戸である｡ひっそりとした執村といえる｡瀬戸内海と輿
なり.このあたりの軸はまだまだRしい.
(3)地 質
中生rFlの白雅紀層で,断掛 ⊂支配されていて,あちこちに斬JF7線が見られる｡砂岩と頁岩の
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写 1-2 日振島明海～能登裏の断崖
明海から宮路に向かう途中の堺で,北をrnJいて1-[.ち.鳥の西側をilると断桝に支配された傾
斜500-550 の切り立った塊がある.LnJ馴ま砂岩で,凹部は貰端であるO-椛のケスタ地形を
なしているが,海岸線と斜めになっているので,Wjl者とは言えない.その付近cJ追桝沿いの地
JRは,走向N60oE.傾斜75oNで.砂岩,更岩oJ互屑である｡
能登の灯台の下の防波擬のあたりには,よく削解された円康が多い｡越路CL)Jil(-t,の北側のは
ずれの海岸には.蜂の娼構造が見られる｡全休として,観光地としてもてはやされる杓の侮岸
(4)気 候
四国は,四国山脈により,北半部と由学部とlこ分けられており,かなり臭った気供が見られ
る｡北凹国は小雨地域で.年雨足 1.000mm以下のところもある.繭四国は,日本の中でも非常
に雨の多い地域で年雨王止3,000打爪を越えるところもある｡
日最良の年間月別降雨班 (宇和島則候所.Wベ)はJ,次のようであるD
式1.
1 月 17.9 5 月 180.5 9 月 576.0
2 月 45,4 6 月 230.4 to 月 75.8
3 月 31.3 7 月 256.8 l上 月 118.g
(単位 7Tm)
宇和以Fh水jE局では,年降水13を1.600-1.昆00mとみているo飲料水は曹ながらの井戸/.k
を使用しているが,塩分が多いようである｡
人中洋側の気温特性をもち,砥HL唖なziqTt快である｡台風の進路に位思し,台瓜時には虚根がと
ぶほどの強い風が吹くが,波はこないのでそれによる家屋の損失はないとのことである｡が,
前柏の東棟,早鐘の品では,30mもの高波が帯せることもあるそうだo
ふたんでも風は強いところのようにみられる｡防風のための石垣はなかったが,屋根を鵜で
おおって石をのせ.瓦がとはないようにしているところもあった.
★衷 lの グラフ化
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(5) 植 物
p_q掛 ま,日本の植物区系では,境地柑地物,掛こ舶するOこの日渡島にも親指性地物が見られ
る｡確登の北西のiFIリ 鳥の- マユウの群落は,天然記念物に指定されている｡
強風と塩害のために柑橘実削ま,ほとんど止られないo段々畑のあとに群生しているのは,ダ
ンテク (噴竹)であるDウバメガシは沿岸の特徴ある植物である｡ トキワススキ (常械)は,
FLl国の楯徴ある植物の一つである｡
急崖の樹柏は強い海風のために,幹が斜めに傾き.岩肌をはうように櫨に広がっている｡
以下,浜や山lLjIを少いて見られた臓物のいくつかをあげよう｡アシタバ,ヤブツバキ,- マヒ
サカキ, トベラ,クチナシ,二 ツケ,タブ,ヒルカ､ォ,ネムノう㍉ クズ,セキテク,ツバブキ
イヌビワ,タイミンタチバナ.クサギ,センダン,エノキ,ムラサキシキ7,ヤツデ,カクレ
ミ/,定家カズラ.ウバユリ,リュウノウギク,メダケ,二レ,ヤ?ブ ドウ,アプラススキ.
アキグミ,イタドリ,チョマ,イヌタデ,ヤノカンゾウ,コウモリカズラ.カワラマツバ,ヤ
ブマオウ,オ二ユリ,ヤブソテツ.ヤブラン,1-.1･コソニャ/),-チク,小シダ,シャクナケ
アケビ,サネカズラ,′こう々 ｡
松や‡3,(′)瓶は,iJとんとなかったが杉の植林i-したところがあ ,た｡それも,塩害でうまく
いかないようであるC
能登にイヌビワの大木があったoこの実は小さいが,イチジクと同じように企べられる｡
(日名 和+)
2. 人 口
日坂出の総人口は昭和48年 4月 1日現在,住民登録人口より708人であり,うち男358人,女
350人,総出席数218である｡ (去 1参順)しかし.総人口,総ill:ir.1数とも陰JA,Bからもわか
るように.年伝に減少をしめしているO
次に総人口,絶世招致の動きを,役以ff料の1比登録人口 (配給人Lコ)をもとにみていこうo
(l) 総人口,総世帯数の推移
E川三晶の総人口,総世席数とも昭和28年以降-fIして減少を示し,その激しさは昭和48年の
総人口708人は,柵 3岬 の総人口2.181人の約 ‡ 以下であり,総此指数も的 ‡ 近くであ
る｡昭和 28-30年は.凶A.Bからもわかるように.人口.世帯数とも伸輔を示している｡
しかし,全鯛的にいっても高圧縫済蚊技の如肋ともなる雌和 30年代に入ると,昭和33年に人
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口減少率 10.1%.世指数減少率 10.5%と,急激には少しているO
袈1 住民登録人口 (配給人口)
世 帯 数 人 口 fJj 女 世 描 数増 減 率 人 口増 減 率
S28 3月末 430 2.178
29 〝 429 乙190 ∠ゝ0.1 0.5
30 430 2.181 0.1 0.4
33 385 1.960 ∠ゝ10.5 ∠ゝ10.1
36 375 I.828 ∠ゝ 2.6 ∠ゝ 6.7
37 365 1.724 857 867 ∠ゝ 2.7 ∠ゝ 6.0
38 ′′ 1.674 825 849 0 ∠ゝ 2.9
39 353 L540 759 781 ∠ゝ 2.3 ∠ゝ aO
40 341 1.438 708 730 ∠ゝ 3.4 エゝ 6.6
41 331 I,388 6且2 706 ∠ゝ2.9 △ 3.5
42 318 1.330 66‡ 662 ∠ゝ a9 ∠ゝ 4.2
43 314 L224 615 609 △ 1.3 ∠ゝ aO
44 289 1.054 522 532 ∠ゝ &0 △13,9
45 268 897 440 457 エゝ 7.3 ∠ゝ14.9
46 246 789 392 397 ∠ゝla0 ∠ゝ12.0
12月末 236 770 383 387 ∠ゝ 2.4
47 3" 232 746 37l 375 ∠ゝ aO ∠ゝ 3.1
6 " 229 731 368 363 ∠ゝ 2.0
9 〝 227 729 36名 361 エゝ0.3
12.1 227 728 36甚 360 ∠ゝ 0.1
48 11 226 729 367 362 0.1
△減少
昭和3)年代後半に入ると減少率もはげしくなり.とくに網元の倒産のあった昭和38年～39年に
は1年間に102人,48.0%の減少,世帯数は12戸.化3%の減少を示している｡役勘の人の
語によると.ひとつの術元が倒産すると30戸の頼子に血接影響があるそうである｡昭和42年に
ひとつの縄元が倒産し,昭和 43年までの l年間に人口,106人.4a0%の減少,世帯数4戸
1.3%の減少となっている｡又.昭和43年にも槻元の倒産が続き.昭和44年までの 1年間に
人口170人.13.9%,tk･箭敏25戸, a0%の減少を示した｡その後,昭和46年まで急激な人
口減少を示し,この間,昭和40-45年の5年間の人口減少率は,37,6%‥世帯数減少率は,
21.4%であり,同じ時期の岡山県で一番人口姫少のはげしいE!山村より.約10%も目顔島の方
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が率が高いo これは,目板島では,全国的戯山漁村のうける高圧経済成長の波を大きくうけて
いることであり,住民のほとんどが小規模の網元の網子であり,工糞間格差のある第-次産濃
でしかも,資本の娘松の激しいと思われる漁炎であり,生活や数百等の不便な孤島であるとい
う不利な条件に加えて三つの胸元が倒産したということが加わったことによると思われる.
世端数の滅少は,昭和30年～33年と.昭和 43年～48年までが高い率を示しているO これ
は,昭和43年頃までは,老人,+ども,主軸等が家に残りつつ,他は出稼ぎをしていくといっ
た形態が多かったのが,それ以降は,残った人たちをも含めての禅家離村がすすんでいったと
思われる｡表 lより,男女別人口でみていっても.昭和41年までは女の方が数が多いが,昭和
42年以降は,男が多い年も含めて男女間の差のひらさはない｡
(2)男女別,年齢別人口
役場缶料の関係で.昭和 46年 8月31日現在における男女別年齢別人口をみていこう｡
(図C,表2参照)
衰2 S46年 8月31日現在調
年 令 輿. 女 汁 年 令 男 女 計 年代別割 合
90一94 2 2 90以上 2 2 0.3
85-89 1 5 6
80-84 1 3 4 80-89 2 8 lO 1.3
75-79 ll 17 28
70-74 10 23 33 70-79 21 40 61 &0
65-69 19 25 44
60-64 22 25 47 60-69 41 50 91 l2.0
55-59 24 21 45
50-54 21 34 55 50-59 45 55 100 13.1
45-49 34 36 70
40-44 23 27 50 40.-49 57 63 120 l5.8
35-39 25 20 45
30-34 18 17 35 30-39 43 37 80 10.5
25一29 15 14 29
20-24 24 13 37 20-29 39 27 66 &7
15-19 28 21 49
10一-14 49 40 89 10-19 77 61 138 18.1
5- 9 24 29 53
1- 4 21 14 35 1一 9 45 43 88 ll.6
0 4 1 5
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昭糾 6年 8月現在においては,女の方が男よりわずかに7人多いだけであるoLかし若壮年
屑,40才未満までは,男の方が数が多く,ここに侵山村との超いが明らかに出ている｡とくに
10代･20代の93カ攻 に比して多い年代となっている○一方,40代以上は女が多く,とくに70
才以上の老人は女の方が男の2倍以上の数となっている｡ これは,女の平均寿命の方か長いと
いうことと,男の方が独英等で危険な場合が多いことや.戦争の杉等等によるのであろう｡
阻Cからもわかるように,基幹労働力であるとくに20化 30代の流出が激しく,それぞれ
60代の割合 12%より低い&7%,10,5%しか全休の中でしめていないO
(3)産業別人口
産菜別人口の統計資料がなく,役場の人からのききとりによるが,漁家が7-8割を占め,
その他の虚業は明海にあるが,専業農家は l戸,出稼ぎによるのが3戸 (大阪2戸.岡山 1戸)
あと公務員だそうであるo
表3 部落別戸数及び人口
H 42 43 44 45 46 47 錆 温墓
脇 0△9.3 ∠ゝ 6.8 ∠ゝ 9.2 ∠ゝ 10.1 ∠ゝ 3.4 ∠ゝ 33.3
男 286 279 228 200 166 154 149
女 273 272 239 205 171 152 146
計 559 551 467 405 337 306 295
増減率脚 △ 1.4 ∠ゝ 15.2 ∠ゝ 13.3 ∠ゝ 16.8 ∠ゝ 9.2 ∠ゝ 3.6 ∠ゝ 47.2
増減率l期 ∠ゝ 87 エゝ 2.4 ∠ゝ4.7 ∠ゝ 2.4 ∠ゝ &8 ∠ゝ 1.4 ∠ゝ 21,7
男 140 141 139 120 166 110 107
女 160 146 138 127 171 102 100
計 300 287 277 247 337 212 207
増減率醐 ∠ゝ 4.3 ∠ゝ 3.5 ∠ゝ 10.8 4.0 ∠ゝ 7.4 ∠ゝ 乙4 △31.0
】能登 (戸数) 100 101 98 83 75 74 68
増減率働 ⊥0 ∠ゝ 3.0 ∠ゝ 15.3 ∠ゝ 9.6 ∠ゝ 1.3 ∠＼&1 ∠ゝ 3aO
盟 243 2.27 209 154 166 119 111
女 232 221 209 161 171 133 116
計 り5 448 418 315 337 252 227
目 板 払 役似 鹿 本台 帳 受 附 簿 より
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壷6 地域別転出者数 (役儀転出入綴りより恥荘)
昭和 29年 昭細35年 昭和40年 昭和 45年 昭和47年
宇 和 島 市 55 26 26 44 58
その他の愛校県内 4l 34 21 10 30
大 阪 府 50 19 50 69 58
兵 庫 県 16 13 15 8
東 京 都 Lo盃 巨 2 4 8 2京 都 府 3 - 0 4
舟 30 r 1
地域別転入者数
昭和 31年 昭和 35年 昭和 40年 昭和 45年 昭和 47年
宇 和 良 市 川 li 5 . 8 9
その他の愛媛県内 22 18 7 7 6
大 阪 貯 9 15 ㌧ 1 10 6
兵 庫 県 1 4 8 4 4
東 京 都 蓋い 1 0 1京 都 府 0
舟 6 3
そ の 他 6 2 汁
(4)部落別人口
日鹿島は三つの部落,音路,明海,能登からなり.現在.音路,能登にひとつずつ網元があ
り.部落別人ロも多い順からならべると首路 295人.畦登 227人,明海 207人となっている｡
(表 3参照)
このうちで昭和41-47年の人口減少の一番激 しいところは,経費52.2%と単分以下に減
っているo次は,沓絡 47.2先;である｡明海はこのうちでは人口減少率,世帯数減少率とも-
番低く,31.0%,21.7%である｡ これは,公有見や鹿家があるか らであろう｡
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(5) 転出入人口
役場資料より,転出入人口年齢別と地域別に作成したのが表 4,5,6である｡
これによると,転出者数は,昭和29年の232人をピークに,昭和 40年の 141人を谷にして
昭和47年には192人と上昇している｡初期の方は男の転出が女の転出を上回っているが,昭和
45年以降.挙家離村の形態になって,女の方がわずかに上回って くる｡
転出者の年齢層は圧倒的に40才未満屑が多く,とくIこ15-39才Jdで全体の6割前後に連し
ている｡
転入者数は転出者数に比べて少ないが,とくに,昭和45年以降は少なくなってきている｡転
入者総数の中では20才層が多 く,3苦り前後を占め,昭和45年,47年は,4割前後になってい
る.他の眉に比して女の割合がこのIrliにおいて多いのは,結婚による転入と思われるO
転出入を地域との結びつきでみてみると (表6参照)初期のころは,宇和島市を含めて愛媛
県内との結びつきの方が,県外より強かったが,昭和 45年.47年になると,転出入とも県外
との結びつきの方が強くなる傾向にある.県内では,中学校の統合や高校などで教育的にも宇
和島市が他の県内の市町村合計より転出者数では多い｡県外では.転出入ともに阪神との結び
つきが強く,とくに大阪府との結びつきは宇和島市と同じくらい強く.それも転出の方は昭和
45年.47年と多い｡昭和29年の転出入にある舟とは,長期航路にのりくむ場合であろう｡
3. 農 業
瀬戸内海の出などにさかんである柑きつ類の栽培を期待してい ったのであるが,目板島は,ど
ちらかというと外洋に捕しており,昭和30年頃に栽培を試みたのであるが,塩害でかれ,他の腰
米生産も短くわずかであるo 上詣漢の統計_fl料はなく,以下すべて聞き取りによるものであるO
水Elはない｡これは,水や,大風.塩害,耕地の少なさからであろうo
鵬 は主に日常生活品の販売をしているのであるが-加入戸数は270戸であり･このうち †
が多い家では1-2反の畑をつくっており.自給用野菜やいも類である｡
他に特産物としてのつわがあり.山から採取してくるそうであるか,値がいいとのことである｡
腰産物として販売されているのは.あと.きりばLであるD
避豚が明海に3戸あり,それぞれ 10頭,25頑.100頑の飼育をしている.音路にl戸ある.この
うち明海で25東飼育しているところをたずねた｡
昭和 5年から,畑地を利用して飼育しているo子豚を貝って飼育して販売するそうである.昭和46年に一
番多く,200戯 司っていたが.価格の変動が激しく,飼料代が高く,設備をよくするのがもった
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いないという声かきかれた｡年丁相10-15jJ-†1印度の加筆である焼蛤を経営している.子豚は,
竿lqJ由比脇経由で出荷している｡赤字が続き,先のlA過しかつかないそうである｡50才代の主姑
が経営していたo
養鶏は明海に 1戸.宮路に 1戸飼遜しているところがある.明海の方は,60才代の老人がやって
おり,15年ほど前からはじめ,一番多いときで.5.600羽,現在は2,OOO;i:Jを飼養している｡農
協を通じて京阪神の方へいくものと.宇和島市内のSE笠へいくものと,あと局内が 15割ほどの
流通になるそうである｡しかし,飼料代が痛くIiるし.又,輸送敬か高く,この島での見通しは
暗い｡
藩緒の l戸では,70才代の老人夫妻が,隠居のかたてまにやっており,現在 200羽であるが,
飼料が昨年の12月から4割はど高 くなり.廃字削こしてしまったのもあるとのことである｡
柑きつ類は能登で,倒産した元網元の人が10年ほど前に20体夏かんを栽培したそうであるO
しかし,日横島は風が強く,育ちがわるく,風o)臥 ,ところはあまりIj:いことや,消磁剤の散布
がたいへんであること,紙業の方でたべていけること.人手がないことなどから,ほとんど手入
れをしないそうである｡2年ほど前から小学校の給食へ出している (1週間に2[司ほど)はかは,
京阪神にいる孫のところへ送る程度だそうであるO又.他から入る柑きつ類が安くなったことも
あり,自給的栽培であるO
以上のように,戯業は養豚,養鶏の数戸をのぞき,従事している人もわずかであり,しかも自
給的なものである.農産物はほとんど島外からのものを,脇胞などで販売しているのを購入して
いるにすぎない.これは,はとんど漁溝でどうにか食べていけるということ.土地の挟少さ,気
候 (とくに凪が強いこと),人手不足などによるものと皿われる｡段々畑も多くは*'i地となって
いた｡塵豚,養鶏にしても,迎'filが前くつくというL.,の特殊性も加わり,全国的にjt･並する問題
としての飼料代価格の不安定さと,人手不足により.将来性は乏しいというのが現状である｡
(小川 娘子)
4. 日振島の漁業
(1)は じ め に
日夜島は宇和島から沖へ船で1時間半の所に也故する面恐5.48ki,人口690人樫の誠に小さ
な島である｡この島には明軌 能登.鞍掛といった3つの娼港があるO今からこの良の曲射 こ
ついて述べたいと思う｡
激浪就業者が労働者の7割親を占め,しかもほとんどが専業であり,l誌の産卦 ま漁連とその
-川]→
関係だけであると言ってもよいだろうC目板島の漁濃を大きく分けると,能登と首跡 こ一統づ
つある雀鯛漁風 個人の零細な一本づり及び鵡たて柵漁遊,それに最近盛んにIj:りだしたfi珠
やハマチの盛儀である｡なお,脚を取り諏壷は主に.明海の役場支所で行なったO
(2)巻 網 漁 業
ア 巻鵜漁菜の変遷
現在.El坂島の巻網漁糞は本船一隻,火船 ,運搬船数貨が一統を組んで,巾着綿を使って
漁をおこない,一統に約40名の人が従*-している｡船及び設僻について少し触れようo搬前
は20-30卜t/の木船2隻が木船であった｡ しかし今は鋼鉄船になり,70トンぐらいの本船
が一袋でおこなうようになった.火船は,大正初め松をたいて魚を娼めていたが,大正LO年頃
にはカーバイ トに変わり.昭和17,8年頃には'lr窪地に変わり.昭和24-5年には発屯機に変
に変わったoそして今では頂気探知器を備えていて,雄物がいるかいないかすぐわかるよう
になったOこのように.榊岸漁業とはいえ近代化の波にそって漁法も徐々に改良されてきた｡
日収島の啓網漁美にとって,庇も大きな変化は昭和24年6月のデラ台風以後におこった｡
昭和24年の時点で,巷桐は 9統あった｡しかし.一つ倒産,又一つ倒産といった具合に減っ
ていき,現在では2枕か凍藁しているだけになった｡そのk.過は次のように表わされる｡
蓑 1.
網 名 船 名 細 元 名 経 過
音 路米田網笠間明 海高鍋柵 節--避丸 米田長三郎笠間 英雄高鍋 正人 S24第--進丸は廃垂され,第二一進丸は現在も
第二-進九 続いているC
解-大国丸 S46第-,第二大国丸ともに倒産し,大坂に転出■
第二大国正 宝 したo6倒産し,鮮漁迦搬業をしている○
畠山網 協 和 丸 畠山竜三郎 S26.7頃倒産 し,大月其珠の従兵且になっていると
田坂網能 登原柄 新 力 丸国 禁 朗坂志退席田原 蜜豆 S38廃韮 し,数年前死去o42倒産 東京に転出したO
倒嵐 廃業の理由には次のようなことが.あげられるだろう｡まず新一に,漁趣瓜が減っ
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てきたことだ｡これは日本の沿岸独演のほとんどで宮われることで,魚そのものが少なくな
ったのであるO漁兼のもつ不安定さであり,酔独掛 亡は変動が大きく,しかもそれが減少の
傾向にあれば.漁業が茸退するのは当然の成り行きと考えられる｡そして,そのような状態
に対して,昭和26年のデラ台風が症好J<ンチを加えたのである｡小さな島の働き手が一度に
百人以上も命をおとしたのであった｡その軒手は非常に大きく,従った人々に大変Iil梼神的
ショックを与えた｡このことは経験のない子どもまでが.デラ台風の時の恐ろしさを知って
いることからもうかがえる｡そして,船などの糞肺も大きな被音を受け,立ち直る力もなく
て次々に倒産していったと考えられる.次に.昭和30年代lこなって高度成長政策がとられる
ようになり.蔀金の-JE=*気がよくなり,若年労働者が工兵地帯に流出し,労働力不足が出てき
たことがあげられる.しかし.虚近は人口流出も低くなり,島の社会も安定の方向にあるよ
うに思える｡
イ 林 胸
能登の部落に来てみると,港に歯して,山あいの狭い平地に60敷戸の家々が並んでいた｡
林柵の規模は次のようである｡本船 (そうまきkl)一隻,漁群探知稔船 ･火船が4隻.運搬
船185トンのものが2坐.20トンのものが4隻-8度であるoそして,最近3年間の平均水
揚げは毎額約 8千万円だそうだo
次に給与体系についてみてみよう,昭和35年頃,引き具合による'歩合制をとるようになり
親方 6又は5,引き子 1又は5の割合だった｡それが昭和40年には固定歩合給になり,昭和
42年には給料制になった｡具休的に示すと,現在の蛤料はこのようになっている｡船長.樵
関長,漁群探知船 長々,船長補屋共に約6万円.世話役が5J5-円,そして次にア/<おき,岩
おきがあり,一番少ない初任級及び60才位の老人で4.台h円というふうに.良市6.3万円か
ら4.8万円でその差は極めて小さい｡林網の地点役の人が ｢引き子の6割が親族じゃ.網元
も船長もみんな同じじゃ｡この畠でくらすには,そうたくさんのお金はいちん｡年をとって
もうちではみんなと同LI掛 こ給料がもらえるんLlや.軽宮もみんなが考えるので安定してや
っていける｡｣と話してくれた｡そして.年間ボーナスが 3.5～4カ月加わるそうだ｡なお
漁農協同租合へ,網元は引き高の5厘を納めている｡
表 2を見ると,1,2月は少ないが.平均して月に15日から20日漁に出ているO魚種筒
はさば.まあじが圧倒的に多数を占め,年収約 1.000トンから1,500トンの水揚げがある｡
そして.漁場から鮮魚のまま運搬船で直接に八特車港や深浦港へ陸あげされるo八幡浜港へ
は9割以上が運ばれ,瀬戸内海産に比べてal段は少しいいそうである.
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滋2. 林 定典 〔魚種別魚准滋〕 (100kg)
船 名 菊光丸 総 トン数 58.56トン
主たる胞濃根拠地 愛媛県 目板良港
漁具の規模 良さ 5007TL.深さ150m.約日3.5cTn
通常従J序者数 32人
時 うるめいわし かたくちいわしましせつ さ ば まあ じ まるあじむろ その他 合 計 航 海日 数 珠 美日 数 探 索日 数
4 ⑳ ㍊90 3.420 23 J 10 13
5 ⑬ 258@ l527 2,060 21 13 8
6 ⑬ 31100⑳ 461 15530 647 23 16 7
7 ⑳ 348 348 23 17 6
8 ⑳ 128 128 17 12 5
9 (9 206 226 23 16 7
10 ⑳ 290 290 15 14 1
ll 228 578 15 2 3
12 (殆 740⑳ 85 (9 103 928 9 5 4
S47123 ㊧ 390⑳ 3⑬1.00 (寿 80⑳ 44 ⑬ 170㊥ lo㊧ 805 55 サワラ152ハゲ575 64085 509 308 201
4 ⑬ 830◎ 755⑳ 29 L584 15 1.3 2
5 ⑬ 195⑳ 30⑬ 1.220㊧ 16 I.757 21 16 5
6 くわ 115⑳ L933105 乙153 15 13 2
7 ⑬ 541⑳ 1.025@ 90 2.286 15 14 1
8 ⑬ 378⑬ 735℡ 4 115 ノヽゲ220 l49.3 15 14 1
9 @ 260⑬ 325⑳ 270 18500 2.155 la 17 1
10 ㊥ 600 600 12 10 2
- 1B-
時 うるめいわし かたくちいかしまいわ さ ば まあじ まるあじむろ その他 合 計 bLiI梅口 数 仲 濃日 数 # '来日 数
Sd71248234 姻 600柑 480 dj)185fD :37任,5Im㊥ 300歯 3 7015615 ハゲ,ポ300 7751ヱljOL30 ll038 2038 2051
5 畦pl80⑬ 535370 ノジカ330 2.030 18 14 6
6 由 280⑬ 457㊤ L45 30 ハゲ230 1.142 21 15 6
ウ 米 m 細
粛路の村は3利で一番大きく,仙 に比べると両もす ぐ抑 亡は迫ってなく,平地がほんのわ
ずかではあるが広がI,3ている｡戸数も86戸と-布多い｡全休的にいって少 し析ilLが感じられ
た｡怯念ながら米Ltlさん宅はRdI守でurJき収り忍ばEができなか った0
億豊U)林掬では,舶元のI.iiも触手 の rkb怯えは同じようで欝7:Iの斉はみられなかったが.
兼Ll網の親元の宏は,この村L)一,:iliまに比べて.7}ると.はっきt{)と入善な違いがあり,大 Y^IQ)
→ばであ J=｡それに-心九両JHらしい姓も･:)1に-Tばらしく鮭bfl17されていた.これらから,米tfJ
家はム,ia_),(｣力省･であることがわかるだろう.そして柵の経営方針も林細とは異なった形であ
ろうが,詳しい ことはわからなかったb
(3)養 殖 業
El並立.i-:,でも逝年探る耐 irlから作る舶敬-の汚行として屋柵がみられるが.そJti⊂ついて詳し
く述べてみたい｡
ア ハマチ避難
-マナ遵姑には,純血から助仙にまで汚てるものと,幼魚から L守一2'rF-ものにまで臼て
るものと2価類が行なわれている.1,2irものにまで帝てるのは,tl日和34年 ･能登部落で
始めら17た｡比較的政の荒い所で梅lrl下 3T7L柑匹のところに,ハ?チの軌鎖を入れた位網
(しめこ小りと呼ばれる)を沈める.- こわ[)につき40ノJ～50万rT]の出金か必蜜で,収Lltは
- こわりにつき7,OOOjeg柑硬である｡山†'.;I.i.個人旭†'.niで触脇を皿すことはない｡ 上として
板柳)1-出す,迎搬船で新和歌/JlrlLまで逆ばれるD この巡搬船はn振よこ占村民の個人所有であるが,
lH梅に一世,EI.r掛 こ2u JrTイiされている｡鮎机をT'fてるものは.昭和46咋,敢蹄締満で始め
‥Hil-
られた.2°ln程度の稚魚を海から採リiL,いかだに収りつけられたこわりに入れて,渡の静
かな入江で.5L.m～10(加こ育てて出荷するO-マテの餌は,おおいなど,いかIiとで宇和島
出漁連を通して北陸,北梅1芯から購入する｡現在ハマチ巷楢は,寄掛軍港で5家,明海部落
で 3家,能登部落で 4家が従事している.
この- マテ遜鬼に附随して,タイ .アジ･イサギの盛髄も行われている.タイ虚倍は,昭
和33年に始められ,現在 2家が従-JfしているO
イ iX珠 養 殖
宇和海ではリアス式海岸の故の静かIi点を利用して,数珠の養殖が盛んであるが,こ こ目
板Ji.Jlでも.岬和35年宇和EB市の大月出珠が明海に'lf遜所を設倍.玉入れ作濃を行 っている｡
大月艮珠は漁場利用代として触協に年間 180万円を支払っている.地元では音緒部落で一家
が玉入れ玉出し作共を.能登部落ではアコヤ貝を育てて.大月瓜珠に売っている｡
(4)年間の漁家の生活
El振出では全戸が何らかの形で腺熱 こ従･ルしているが,播網漁濃の従背負を除いては,飯1T
桐油濃.一本的,ぷ賭,放物採油などで生計をたてている.親任鰍 ま,花里部落3就,nJ川j郎
薪 l洗,杏路部落12統あり,個人所有である.各部掛 ま沿).iから500- loo°7TLの区痢触-X櫛
を1日ノている｡個人で宇和砧市場へ山荷され,利杭の 1分5厘～2分がLr.J<漁連を過してn板晶
漁協へ振り込まれるoてんぐさ･あわび ･さざえなどの磯物は,如人の家内労働である｡ Lな
年rLirJの漁雑物は,次のようである｡
1- 2月
3-5,6月
5- 6月
6- 8月
8- 10月
ll- 12月
さわ ら 一本釣り
いさざ.あじ 扱 J 網
てんぐさ
い か -本釣り
さざえ
さわら 一本釣り
H.(,.浬協同組合は現在組合h数220名｡ 1割 こつき1口1.000円で12口L2.000円の入会金を必
要とし,白坂畠で90日以上加盟をやっているものがその丑旅を有する｡
(5) お わ り に
E]振出では,役切取Ei.郵便JujLiなどの公務員を除いては,ほとんどが換装ilI.菜である｡
ほとんど全戸が鮎を所iTL,触逸物は虐接宇和Il川 一場へ送られる.ト順 比を代よするものは捲
網軸濃であるが,都会におけるfTI;庶成良粍折の池はこの小さな山 こも及び.若年人口 Y^さの流出
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から引子の減少という結果を引き起こした0-時12続もあった播柵も現在は2紙に減少 してい
る｡賃金形暦も歩合制から給料制へと移行し,腺炎従選者ではあるがサラリーマン的性格を強
くし,副共の形で一木釣,執立禍漁灘を営んでいる｡又,魚のfJrの減少は養殖を串入させ,こ
こ日坂島でも採る漁光から作る漁業への移行をみせているのである｡
5. 集 落
定金 和子
( )
杭田 翠
(1)目板島の集落立地と分布
目抜馴 こは北から能登.明私 営緒の3uj敵が分布 しており,それらの娼啓規模は,能登,
戸数64戸,人口212人,明海,戸数67戸.人口186人,沓緒,戸数86戸,人口293人である｡
水深80mに連する沈降によってできた宇和海に浮かぶR板島は複雑な海岸線をもっており,班
務立地においても自然的条件Iこおう所が大きいo太平洋の荒波を受ける島の南側は急な岩崖に
な-'ているため,三班蕗はいずれも波の比板的おだやかな宇和海 に面しており,さらに強い季
節姐を避け波浪やLd.']鰍の危険性を配慮して,沈降海岸の簡奥部に位置しているo
また,太平洋の鹿波と放い潮流は平地の発達を妨げており,貼落立地を大いに制約し,わず
かな平地が･班･落分布の･rT.重な自然的登糸となっているO網元の倒産等に伴い,昭和40年前後か
らL誌外-の人口放出が著しいが.悩柵35年､朋与は.能登.戸数249戸,人L1833人,明侮.戸
数 233戸.人口741人,宙路.戸数317戸,人目987人で.某落規模は皆路,能登,明海の順
になっているOこれを三は,常の平地血J-Rと灼らし合わせて考えてみると,平地thjJ紋も寺銭,鰭
登,明栃のJLEiにli:っており, このことからも平地が姓落分れ-のfFe輩な敦盛となっていることが
はっきりわかる｡ (写 5-1)
また,狭い塩では水に不軌~hすることがすく,きれいな水が多く溺き出る谷を中心にnt啓が
立地している.なお,明海の樗朗に近い脚 一順 に 〝純友の井戸〝も存在するところから, この
地の舶啓の起源はかなり古いと考えられる｡
(2)集落の形態と機能
娼落形態は,いずれも梅めて狭小な平地を蛙掛 こ成立しているために.木規則な塊村となっ
ているが, この).七の行政.交通の中心地である明海部落をとりあげ,描蕗の形憩と機能を見て
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写 5-1 湾頭部の狭い平地に立地する明海集落
鼠Ⅰは明海部落の家屋の配IrFi及び職光別を表わしたものであるが.既述のように海)-Tt､f,1野が
触めて狭小であるため.家鮎はいずjlも背後0)急斜血をよじ上 り,いわゆる階段村を形成 し▲
それ故に 1壬た解内部の菌取去が著しく大となっている.ほぼ北から繭にかけて粘Jl硝iいに幅 2
-37TLの主泊綿が部執Alを縦且しているか.家屋はこの心細の主に北ml)に,わずかなtr;-地をjJt
梶に狭い路地をはさんでr&=姫している｡IJl軌の他所に急斜血があり.岩石を枇み上げて床面0)
水IT,.を保つ安Liや.急斜掛 こ施したTL'段苛も比え,槽にJHi地文所鮫ノいこtl1.h'･.け る-.tJ-･院及こ-和地
は急紬TFlを切り開いた地に存在しており,このLlt痛 の概地を形作っているO (写 5-2)
写5-2 急斜面を切り開いてつくら
れた基地
雄満のほぼ北よりを-r本の川が批れてい
るが,涌き水はこJj川O)7FJ]-に多くLlf在し
手押し･ポンプ井戸や,つき井J=Tが両から､I,
地への接点のあたりに多く仔/Jしている.
井戸は抑 こあまり虹いと塩辛くTiろため,
あるff;.度の高虹をもった地にあり,il軌の
IT1-嘘Iil一重#.･とTi:っているoなお,井戸に
も塩辛かったり.にこりがあるなどいろい
ろであるが,今でも飲/kliけはこの井戸を
使う家もある｡ (写 5-3)
この他で昭和33年也までは,漸戸内軸特
有0)PxL々 畑がJ二LJの頂上付近まで見られたが
現在ではほとんど荒れてしまい,わずかに家のk,]りの札Jを作-'ているにすぎないが,その畑へ
- 2商ユ

行くためにも急傾斜の道を登らId-ければならず.平地の狭さを改めて思い起こされる｡
写 5-3 石段と石を概んで水平を保っている民家 (階段村を形成している)
つぎに収菜別戸数を見ると,漁業 26戸 (37,7%)政文.サービス濃3戸 (4.3%)交通迎輸幾
6戸 (8.7%).公務.自由光16戸 (23.2%).団体,会社局 5戸 (7.2%),El屈3戸(4.3
%),無職 10戸 (14.5%)計 69戸となっている｡漁選に櫨接かかわっている者の内わけは,
弟珠会社へ勤務する者 7戸,親子7戸,自家で一本釣り,潜水,凝籍等をしている者は12戸で
漁業従rF者は37.7%と一番大き射直を示しているoなお,島の中央に位齢する明海には,海岸
沿いに郵 鵬 ,役場支所,警察署,診項所,学校等があり,El振良の玄牌として行政,教育,
麿節等の中心となっているため,公務,日由共の23.2%がつぎに大きな値を示しているolA啓
の南西の海岸には,一列に並んだ5株の教員住宅もある｡
この災港の第-の産兼は漁避なのであるが,昭和40年の轍元の倒産により,宙路の"米 田 〟
へ網子として行ったり,山珠会社へ勤めたり.あるいは自家操光として小さい舟でイカの一本
釣りをしたり,-マチの発願をする挺肝にすぎず,現在のuJl海には漁業の活気さはほとんど見
られIj:い｡前述のように山が梅にせまっているため水EElは全くなく.畑も段々畑がわずかに残
っているにすぎないので,腰掛 まほとんど皆瀬削こ等しい｡このようなことから.日本の漣沼梢
道の推移とも合わせて.島外-の人口流出が激しく.若者はほとんど島内に残っていIj:い｡無
職の 14,5,%'という高い値が,人口の老齢化と生活の不安定性を乱 と.tきしているようである｡
図 1からもわかるように,この貼港には実に34戸という空家が存在し,3軒にl軒は空'Rとい
う特殊な光条をかもしだしており,崩れかけた空家の綿にたたずむ時.あるいは暗い小さな家
に老母が一人で往んでいるのを見る峠,どことなく借銭のない寂しさをL捉えるD (写 5-4)
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■ 写 5-4 空家の目立つ明海集落
(3) 網子の分布
現在この左古には,網元は能登と番組 に一つずつしか存在しないが,昭和41年の田原納め倒産
17J'には能登に林網と閏臆桐の二つの網元が存在した.臨12は昭和40年当時oj能登部落における
純17-の分布状態を示し-/:ものであるが,この凶から同一部落内に二つの納元が存在した場合の亡二j
それぞれの網元に対する梱子の地理的分布を見ていこう｡
林柵U)網元の家は川に沿った奥まった地に,Etl軒網の親元の家もやはりもう一本の川に沿っ
た奥まった地にある｡そしてそれぞれの柵子は娼藤全休に散らばっており,親元の家附近にわ
ずかに地理,的お出'.がみられるにすぎない｡網元の家がお互いにあまり地理的に離れていないと
いうIlf実も考慮に入れなければならないが,図2から見る限り,能登部落では,袋啓の構造が
二つの締元によって池畔的に二分されているとはいえない｡ut落立地面も■iが狭く,さらにこの
最が離島であるため鼠内職姫が.しかも同一部落内軒蝦が多いため,部落内に親戚が多く,血
触関係が地縁簡保を上回っていると考えられ,従ってそれぞれの網子は地理的には.ばらばら
に分布していると考えられる｡
I
C
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6. 民 俗
(1) 婚姻にみられる特質
役場での話によると. ｢この島では,同じ部落内での婚蛸が多く,50組のうち2-3組が例
外的に部落内ではなかった｣ということであるCその弟は,明海部落67戸のうち,20戸で行な
ったアンケー ト調査でも護付ける帝ができる｡｢あなたは.どこからお嫁に来られましたか｡｣
という問に,現在の主婦と一代前の主婦とに回答してもらったb下表0)ようIiL結果になった｡
＼ 地域【 島 内l 島 外 計明 海 音 緒 能 登
A l代前の主婦 9(75%) 3(25%) 0 0 12(100%)
B 現在 の主 婦 18(90%) 0 2(lo劣) 0 20(100%)
(症)Aには未解答がある
表によると.部落内結蝦が圧倒的に多いTFがわかる｡年代的にみても20年前後は.変化して
いない｡地理的には,海沿いのLLJ道を歩いて,1時間ほどかかる隣部落との婚嫡もどくわずか
である.その姫勉の理由としては,｢同じ部落でよく相手を知っていたから｣が56%を占め,
部落民相互の親しい面接的係が,婚姻成立につながっている｡婚姻の理由は,掛 ､て,｢同職
韮だから｣が16%,｢親類先だから｣が12%,｢同L;軽度の経済条件だから｣が8%,その他
8%となっている｡経済条件があまり意為されないのは,この島が7-8割が曲芸に従事して
おり,労働力が重視され,経済的にも貧篤の差が見られないことに依る｡部落内姫が多い啓か
ら,親戚働係は網の目の様に広がっている歩が予想されるo
子供の結婚に対しては,親は部落内でというのか25%,島内が20%.何も考えていないが
20%と,過去にみられる婚姻ほど封鎖的ではないが.やはり今もまだ部落内での婚姻をという
意識がみられる｡ この通婚圏における部落の対外的封鎖性に反して,対内的には.婚姻城立に
際しては,醜放的である｡それは,前述の胎咽の押血での ｢同じ部落でよく相手を知っていた
から｣にも反映している｡そこには家対象の陶辞ではなく.個人対個人の関係がみられる点で
榊政的なところがある.結桁を認める条件として.攻は64%が本人の意志を尊正するとしてお
り.柾済的な条件や戟溝は規制する条件としては,故鏡である｡現在,宵年は,島外へ出て行
く佃向があり,また,若い女性は,ほとんどJ.列に出ており,掛 こ戻ってきて結婚する人もい
る｡部落内では共同井戸があるが,水に不自由しているこの島では,井戸のひき方と,親類関
係との間に密接なつながりがあるそうである｡また首掛 こは,笠岡.浜田という姓が多く,日
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振島全体では浜田という姓が多いO
(2)俗信 と信仰
漁村で漁をする時に,信 じられている俗信がある｡能登部蕗で,絢子が数人集まっている所
で話をきくと,いくつかあったO｢海也に値を飲ませて放つと大漁があるJ.この為か,凪･
イルカをいじめないそうである｡僻にイルカは大事にされる｡菅は.魚群探知器がなかったの
で,このような俗信が生まれたのかもしれない.｢よどれた体で女の人は鰍 このったらいけな
い｣,これは.日本において昔から女の人の生理上の事を忌む-つのあらわれでもあるO
｢海で死仏を見捨てると,後難がおこる｣,これも信 じられているが,いいかえると,｢死骸
をひろって鎖んたら縁起がいい｣ともいえるO正[戒心に根ざしたものかもしれないし,また災
難を積んでしまえば,もうこの船には災雅がおきIiいというー つの安心感を示す俗信かも知れ
ない｡｢月の7日に船出すな,9日に帰るな｣というのかある｡これは糊の干満や潮流に関係
のあることかもしれない.｢三りんほうに網合せすると,漁がない｣というのも信じられてい
るそうである｡
海神として,竜王様と金比縫様を舞っている｡この島の三つの部落には,それぞれ氏神様を
祭っている神社があり,能登には三畠神社,明掛 こは天満宮,皆路には八坂神社がある｡
(3) 年 中 行 事
血相では,E3裳と結びついた年中行中が,多い様に,年中行劉ま生店と結びついたものであ
るo この曲では軸濃が主であったから,年中行中も軸廉と狭い慣わり合いを持っているO史祭
りは,歯路では7月14日に,明海では8月15日に行なわれるO明海での祭りは,宇和島天満宮
から大夫が派遣される｡おみこしは 2台あり,1台は12人によってiET_かれるO担ぎ手が4人,
ひきまわしが2人,つっかけ前が2人,台すがりが (おみこしを倒すのを受ける)が左右2人
ずつである｡力の嬰る仕事なので酉年が戒少しつつあるこの島では,人を奨めるのか,なかな
か大変だそうである｡能登では,後みこしといって,みたまを後に入れるが,明海では先みこ
しといってみたまを先に入れる｡ささ舞いといって,清めの為に,ス狗面をかぶったおしょう
人が出る｡おたび (おみこしをおく所)にすえられ.大夫さんが神楽をおどる｡おみこしは,
お宮の穀をあがったり,下りたり. (神様を仰らす,腫らすまいという意味)という鋤きを10
臥 繰り返す｡天満宮に,農作 (漁)を祝い,変わっ-/=野菜や,魚 ･お酒をお供えする0
7月23日･24日･25日と宇和島の相投神社で,大祭がある.この日は,日額畠のすべて
の漁船は宇和島の内港に泊り,参詣するo
ILj歴9月9Eトー 新歴 10月 15Elは.くり祭りで,月夜の鴫で縮かやすみの時を選ぶ｡くりを
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神様 (大黒株 .庚申牒 ･仏様)に供える｡にしきまき･につけ･焼魚 ･赤飯 (くり) ･おすし
･酢づけ･かまぼこ･甘酒のごちそうを出して客を接待する｡
大漁を祈るために宮にこもって折個 連は漁折をする｡者祈祷 ･秋祈康とあり,梱師がお宮に
お参りし,酒 ･魚を持ち.おすLを作って飲んで,食べておこもりをするC
8月の月見という行弔を,釣り師組合 ･組合行Irtとして1年に1回行なう.お正月は,1日
は遊んで,4Elは仕事はじめである.14,15,】6日は.二度目の正月といい,16日には先祖を
お寺で供垂する｡
(4)若者組について
おじいさんの時代 (6D才以上)には若越中とよはれる若者組があり,カイコの桑の修理を,
引き受けたり,春 ･秋と芝居をした･りしたそうである｡若連中という苦熱 ま,即仕事ができる
という意味を持ち,15才以上が入り,,k蛸者が残っている｡主体になるのが20才までで,徴兵
検査がすむと廠聞役になったそうである｡若越中に入った時,成人として認められ,若衆宿と
いうものが,広いところを借りて5軒くらいあったそうである｡しかし,現在は宵年の島外への
流出による減少の為.組織だったものはみられないoLかし,明海部落の脅年の中心になって
いる者の所iこは,昭和22年頓の留年団規約や.al錨が残されて,ひき継がれている｡そして,
夜になると.留年達は,その家へ娼まっているようであるO
(大西 順子)
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昭和49年度巡検 レポー ト
(石川県 ･舶倉島 ･能登半島)
-3‖-
1. 触 倉 島 の 自 然
(目 地形 ･地質
ア 哉 説
舶倉島は能登半島の輪島の北方沖約50伽の日本海上に浮かぶ小孤島である｡この島は東北
一南西方向に長軸をもつ楕円形をしており.長さ約 2h.幅約 1Kzn,周囲約6hの小島であ
る｡
この島の舶高点は海抜la57m余りで.島の北果郡に位置するO
海岸線は妓雑Ti'出入りに富み,北西岸は鮮新世頃の紫蘇坪石安山岩の溶岩より成る断崖で
あるが,他の海岸は安山岩の砂利より成る砂利浜である｡
また,この島には海抜 3-1mで王に島の帝岸をとりまき,一面謙層におおわれた下位段
丘.海抜 7-8mで島の大部分を占め,湿原となっている中位段丘,海抜10Tn以上で主に島
の北粟部に位思し,草原となっている上位段丘の3つの段丘面が認められる｡
我々はまず,舶倉島の地形,地質の苛噂を観察し,次に露頭や岩礁について観察と簡単な
測温を行ったo
イ 各地点の地形 ･地質
はじめに,親祭鮎 に従って各地点 (A.a.C.D)の説明をしていくことにするo
〔図 1参風)
① A地点
この地点の特徴を列挙 してみると.
a 大休地膚が水平であるo
b a層が黒色で腐植を含んでいるo
c c層の安山岩の礎が円嫌である｡
d 康の大きさが不ぞろいで,大きいものでは長さIm程のものがある｡
e d層は安山岩の風化 したもので粘土質であるo
f A,B,C地層は来園岩であるc
i 高い所で高さが7m余である (ハン ドレベル使用)0
以上のように1i'るB
この地点は海岸段丘の荘頚であり,虚瑞の粛さは高い所で栴抜 7m余であるが,この附
近の段丘面の高度は7-8mである｡段丘面の有産と (段丘面の)連続からみて中位段丘
と考えてよいのではないだろうか0
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図 L 舶 倉 島
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a屈 .･･ 黒色土,厚さ20-30cEn
b層 ･･･ 栂色土 厚さ15-20C山
C層 -- 安山岩の凍屑厚さ1〝I余
d層 - 赤褐色の風化安山岩
厚さ4.5桝
e層--･安山岩の凍Ja
① B地点
この地点の特徴も列挙してみると.
a 火山噴拙物の叔灰角錬岩の上に輝石安山岩がのっている｡
b 輝石安山岩には.板状節理の発達 してい るものとしていないものとがある｡
aから,火山活動が 1回でTiく,少なくとも叔灰角鹿砦のできる場合と安山岩のできる
場合があり,2回以上にわたっていたと考えられるB
① C地点
この地点は8地点よりわずかに栄の地点であるが.B地点とは異なり輝石安山岩はみら
れず,凝伏角環岩のみである.,
吃) D地点
この地点の特徴は.
a 安山岩の牒層があり,その康は円鎌であるo
b 篠の大きさが大休そろっているc
c 風化や腐植した地席がみられない｡
d 地層兼固結
e 高さが約 4.5mである (ハンドレペJL,使用)
この地点もA地点同様海岸段丘の罷頭であるが,高さが4.5m程で一面凍層におおわれて
いる点から低位段丘と考えてよいのではないだろうか｡
り 疑 問 点
舶倉島全体を鞠蒸 した結果,次のような疑問点がJlじた｡
① B地点とC地点のように近接した地点であるにもかかわらず,B地点では叔灰角凍岩の
上に輝石安山岩がのっているのに対 して,Ti-ぜC地点では赦灰角凍岩のみで輝石安山岩が
みられないのか｡
① C地点で岩礁は低い岩礁をなしているが.その成因は何だろうか｡
③ 中位段丘面が北から雨にかけて少 しずつ低くなっているが, これは何によるのだろうかO
④ 各段丘の高度的Tj:差があまり明瞭でないが,これはTiぜだろうか｡
それぞれの問題点に対 して考案してみる｡
①について
B地点で如灰角凍岩の上に輝石安山岩がみられることから.火山活動は少Tよくとも2回に
わたっていたと考えられるOではB地点では輝石安山岩がみられるのにTiぜすぐ隣のC地点
ではみられないのだろうか｡その理由としては,
a C地点には初めから溶岩が放れこまなかったので,現在みられない｡
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b C地点にも溶岩は煎れこんだが.その後の海蝕 ･風化の好哲でけずられ.現在では見
られなくなったo
上記のような理由が考えられる｡
aのように一方には溶岩が流れこみ,他方には流れこまIJ.かったとすると,溶岩の侵入を
妨げたものがあったはずである｡ しかし,現在ではそれが認められない｡それは長年の海蝕
･風化によってけずり取られ,現在ではみられはくなってしまったのだろうか｡
bのように考えるとすると,B地点の安山岩もC地点の安山岩も同一のものとなるので,
C地点の安山岩だけが特別侵蝕に対して弱いものであったとは考えられない｡ではTj:ぜC地
点の安山岩だけがけずりとられてしまったのだろうか｡
C地点だけが水面上に出ていたと考えるとどうだろうか｡C地点だけが水面上に出ていた
とすると,海蝕 ･風化の#響を特別激 しく受ける｡ こうして長い年月の間に,C地点の輝石
安山岩はけずりとられてしまったのではないだろうか｡そしてその級,島が隆起するか,梶
面が下がって現在のように他の地域も水面上に出てきたのではないだろうかOこの塩合,C
地点のみが水面上lこ出ていた理由として,C地点が叫火口であったとは考えられないだろう
か｡
現在までの弛壷ではaかbか理由は断定Lがたいが,近接 した地点でおきていることから
bに近い理由によるのではないだろうかO
①について
低い岩船の成因はn)とも関係するが,過去にこの地城だけ水面上に出ていて激 しい侵蝕を
受け,その乳 島が隆起.または海面が下がり他の地故も水面上に出たとすると,他の地域
とは特別に位蝕を受けているので低い岩船となるのではないだろうかQ
喧)について
北から耐こかけて低 くな-I,ているのは,中位段丘が雨の方が北にくらべて沈む度合が大き
かったからか,逆に北の方が南よりも隆起する度合が大きかったからだろうo
*r位段丘上の砧位段丘が南にかけて低 くなっていないのは,風化による影好と高位段丘が
古志の北東部にしか存在 していないことの2つの耳由からだろう.たとえかっては北と雨で差
があったとしても.商位段丘は良の北雫部にしか存在 しないので,差は中位段丘にくらべる
とわずかであったろうし,その差は長い年月の間に風化などにより消されてしまったであろ
う｡
吃)について
中位段丘 1つをとっても北から雨にかけて少 しずつ低くなっていて,中位段丘の中でも高
さはまちまちで.各段丘の差はQjI瞭でないが.各段丘の高度差を消してしまったのは長い年
一 朗 -
月における風化作用ではないだろうか｡僻に冬の季節風の影響などは大きかったのでは
litいたろうかB
エ ま と め
以上.栽寮してまわった結果,舶倉島は少なくとも2回にわたる火山店動によってできた
島であり.島の主休をTilすものが実山箸であることが題められた｡ しか し,擬灰角疎岩 しか
みられない地域の成因は①の理由によるのか,①の理由によるU)か断定 Lがたい状態である｡
また.この島には3つの段丘が確かに認められるが,差が明瞭で1よいのではっきりとした
区分をすることができないのではないかと思 う｡
(2)抽倉島の気候
まず,輪島 ･金沢の気候との比較か ら舶倉島の気候の特徴を列挙 してみよう0 〔表 1.2,
3参照〕
表 1. 舶倉島の気候 (S46-S48までの平均値)
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12
平 均 気 温忙) 5.2 43 5.6 10.9 19.1 18.5 23.7 2&0 21.8 16.9 11月 6.8
最高平均気温∫℃) 7.3 &5 80 135 17.0 20.9 262 28.6 24.1 20.4 l臥l 9.3
最低平均気温(℃) 0.6 乙0 3.1 &1 12.0 163 21B 23.9 19,6 日.7 &6 4.4
湿 度矧 79.3 78.6 79.0 83.6 89､0 90.6 9乙0 85.3 81,3 71.6 7良0 80.0
衰 え 輪島の気候 (S46-S48までの平均値)
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 川 ll 12
平 均 気 温rC) 4.2 3.I 4.8 10.8 14.8 la6 24.2 25､4 20,5 14.7 9.9 5.3
叔高平均気温旧 7.3 6.8 &8 16.0 19.5 22.4 280 29一5 24.6 19.I 13.9 8.7
最低平均気温(C) 0.7 0.2 0.5 5.3 10.0 14.8 20.7 21.3 16,7 10.2 瓦8 1.8
湿 度鰍 74.1 71.5 71.5 71.4 74.6 gal 81.4 80.1 80.9 75,9 74.9 77.5
降 水 ､止hJ176,210乙6154.5】2乙7 163.5131.7 158.0 164.2261.3 174.7298.7314.5
- 粥 -
衰 a 金沢の気候 (S46-S48までの平均値_)
月 I 2 3 4 5 6 7 8 9 lO ll 12
平 均 気 温忙) ‖ 3.8 5.8 1ユ8 16.6 20.6 25.9 26B 21.5 16D 10.5 5.7
最高平均気温忙) al 7B 10.2 18,0 21.7 24.8 30十2 31一5 2a8 20.6 15,0 9,I
叔低平均気温忙) 1.I 0.7 1.5 7.2 ll.7 188･22.2 22.3 18.0 ll.9 良6 2.)
湿 度駆) 77.9 7良2 722 67.g 70.0 78.4 78.4 75.0 793 73D 7巳9 76.3
降 水 恥 233.3165.0 日9.8I一o.8157.8 liは2251.5143.0261J5 181,3181.5349.0
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (月)
ア 平均気温を比較すると,iZの気温が低く冬の気温がrT.古いD
イ 城南平均気温でも舶倉島は30℃にfiらず.剛 い 金沢に比較すると低い･i,.･L度である｡
り 虚低平均気温も全般に高い温度を示している｡
エ 温度が常に商い債を示す｡
オ 降水足が梅めて少ない｡
カ 篠日本にもかかわらず,大変雪が少ない｡
-Etc∴
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 U])
上記の6つの僻敏に対して,その理由を考えてみようO
アについて
舶倉島が地理的に梅のまっただ中に浮かぶ馬であるために,海からの強い影響を受けてい
ると考えられる｡地面にくらペ海水は弛せられFこくく,またさめにくい｡ この世馨をこの島
はもろに受けているのであろう｡
ィ,クについて
･-ll-
-ヾ
ィ,クについてもアと同様なことが考えられると思 う｡
工について
表 1からもわかるように,l年中80鬼前後の高い湿度を維持しているO この島は帝のまっ
ただ中に浮かんでいるため.南からの鮮野を強く受けているのであるO晦か らは常に水分が
諦発しているので.この小島はその影響で湿度が商いのであろうO
オについて
これは島が纏めて低平であるために,上空をi5過する両日をさえぎるものがなく,そのた
めに雨はあまり障らないのではTSいだろうかoそして,輪島,鴨に金沢で雨良が多いのは,
雨垂が日本アルプスなどの山地によってさえぎられ,その周辺といっても日本海側を中心に
雨を降 らすのであろうQ
僻に冬の陣水温に著 しい差がみられるのは,雪にならなかった雨が頃凶であろうD この雨
のもとの雨嬰が.山地にぶつかって裏日本の輪島 ,金沢に雨をもたらしたのであるo
カについて
オと同様,雪辱がこの島の上空を通過して,山地にぶつかり乾日本に雪をもたらすので,
舶倉島と輪島 ･金沢では善があらわれるのであろうOまた,舶倉島ではたとえ雪が降 っても
冬の強い北風によって吹きとばされてしまい,あまり轍もることはないそうである｡
以上,考察 した結巣,触倉島の気峡が,その島の低平さと梅からの影響を強く受けているこ
とが認められた｡
(中 嶋 玲 子)
2. 嫡 倉 島 の 漁 業
(1)漁 獲 物
表 1は輪島市全体の水飴で,輪島市全休としては,さば,いか類,ぶり,とびうお.かれい
の水場が多いo舶倉島だけの正確は鬼は,Jtjていないが,おもに.たい,ぶり.とびうお,さざ
え,らわび,わかめ,岩のり,エゴなどをとっていて,水掛 ま,昨年 (S48)は増えたそうで
あるo明治の初期,島ではエゴが生活の大半を占めており,アワビはそんTiに収入はTlかった
そうであるOまた,ぶり,たいをとりはじめた0)はナイロンの相がはいってきてからであり,
それ以前は,はちめ (メバル),とびうお,いわしの木綿の約 しかなかったそうであるDまた
舶倉島では姿軌 ま行Tiわれておらず,わずかに小さなアワビを放流している柑度である｡そし
- Elわ-
て,舶倉島の漁英は,すべて個人抜宮であるC
次に.おもな漁獲物についてみてみると,
ア さぎえ･･.さぎえは,海士が解禁日 (今年は6月lq日)から8月中まで何も道具を持たずに
潜ってとっている｡もぐるのは,アワビより浅い所で.ひとつの船に女の人が何人も乗って
とりに行くO時間は,貿鯨倖許のため 8時から11時までと決められているが,たいていの人
は9時か9時半頃出ていっているBそして.これ以上長 くは体もつづかないそうであるOと
ったさざえは,生のまま出荷するか,わって塩づけあるいはかすづ吋にして出荷するoTi♯
生のまま出荷され始めたのは去年からである｡
イ あわび.･･あわびは,6月10日が今年は解禁で海士が7-g等の深さの所へ潜ってあわびが
ねであわびを取っている｡あわびはさざえと護って夫嫡2人でとりに行き,男の人は船の上
で命綱を持っていて.下から合図があると掬を引っはって海士が海上へ上がる手伝いをする0
また,2時間潜って1宜■50Oから2昏とれるそうである｡管は.6月から9月で30日から
35日潜っていて,35日も潜ると 〝今年はよく1いだ年だ 〝となったそうである｡今年は6月
から9月いっぱいまで70日位も潜っている｡日数が増えたのは,天馬船が烏城船にTilって便
利になったことと,ウェ-/トスーツを着用していることが主lil原因であるらしいOきざえよ
りもあわびの方が深く潜らなければTtL-らず,むずかしいので,あわびのとれる人は一統の海
士である｡また.あわびは.昔は越中の方へEにいけすにつけて生のまま4回か5回.1日
に3回ほどいけすを海水につけてあわびに水をのませながら持って行っていたが,今は生か
塩づけにして,あるいは死んだものは蒸しあわびにして出荷している｡
ウ エ ゴ･･･エゴとは,紅離イギス科のえぐのりのことで,体は糸状で闇塊をなして生じたり
ホンダワラTj:どの休上に絶って生じる (水甚辞典より)a
舶倉島と七ツ島のエゴの解葬は今年は7月10日で,みな一斉に出かけて行ってとる｡市の
本土付近は7月2El群発で,細倉島からもとり忙行く.エゴは普通3-4尋の比較的浅い所
でとれるが,舶倉見では島から西へ船で20分はと行ったところの漁場で7-8尋の深さの所
へもぐってとっているO北の方ではとれIj:いそうである.エゴは,たくさんとれて4,5月
で1軒 200-300g1-とっていて,干して出荷する.
エ とびうお･=とびうおは,普通 1匹2匹と数えられている｡つまり,何キロとれたと言うの
ではなく,何匹とれたというわけであるOとびうおは刺柄でとり.開いて干して直江軌 糸
魚川付近の商人が只し､に来て,500枚単位Ieむしろに入れたものを持って帰る0 7月20日ま
(:･の漁淋 こ20賢から30rr-,くるDまた,にほし用のほか生でもLt'[荷する｡安いけれども.か
まぼこには良すぎるそうだQ
オ た い･Ijはアワビ,サザエ用の 日 前後の船で.海士の仕節の合間に一本釣にゆくo漁
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場は西 3マイルの所である｡一本釣はとれるときととれないときの漁埠且の差が激 しい｡4
月.5月は三枚網のたい柵でもとる.三枚細は,中央の桐は目が小さくだらつかせていて,
両側の網は目が大きくぴんと張っている細である｡
カ ぶ り-4月,5月にたい細と兼用のぶり柵でとっているO船は5-7tの船である｡
終戦後,あわび用の小 さな船に胸を巷 (機械をつけて,60尋位に伸ばして船で引っぼって
とり始めたのがぶり漁の始まりであるOぶりは底びき網ではとれないOまた,一本釣りもし
ている｡
キ わかめ.-4月lD日 (今年)の解楽日から5月まで 3- 4尋の深さの所で,カマを持ってい
って長さ5尺位のわかめを切ってとる｡漁場は島のまわり3Km先である｡
中'131':生ともなると,親の手伝いをしてわかめ切りをするようになるそうである｡
ク いわし-とれるのは.主にまいわしとおおばいわしである｡漁期は 4月.5月で,その間
に刺細でとっている｡昔,巻き網でいわしの子もとったので一15年間ほどとれていなかった
が,昨年位からみられるようになったO
衰 1 魚種別水場の推移 単位 トン
S44 S45 S46
さ ば 984 731 776
ぶ り 624 377 289
か れ い 312 366 549
た い 類 207 257 163
と び う お 371 247 608
あ ま だ い 163 169 255
た ち う お 59 36 107
い か 類 J76 281 298
あ わ び 16 24 13
さ ざ え 15 41 73
わ か め 58 42 108
宕 の り lO ll 4
そ の 他 魚 臭 953 815 435
そ の 他 草 類 127 51 119
(IL2林統計より)
一日-
(2)生 産
表 乙 販売漁迎高 (漁協が取り扱ったもの)
午 取 り扱 い 有 年 取 り扱い高
S 40 2&500万円 S 一5 64,300万円
41 32.300 46 75.900
42 39,700 47 91.500
434 50.7005,0 48 l2&100
丑2は,輪島市全体の漁協が扱っ.た販売高であるが.漁協の取り扱わないものもあるため,
それを含めるとS41からS43年頃は 1億円から2鍾円多くなる｡S48年頃では3億から1億円
多くなる｡
販売漁獲高の伸びは.近年略に著しく,この伸びは他の産業よりも著しいそうである｡しか
し,大切なことは.この伸びは漁獲且の伸びによるものではなく.漁連物の値上がりによるも
のであるということであるC漁壌丑は,表3のように成はいないし減少しているのである｡
午 水 場 赴 辛 水 場 瓜
S 40 a609 S 45 3.448
41 2,582 46 3,902
42 3,706 一7
(位林統計より)
梅士町の漁獲高は輪島市全体の60%以上を占め,Ab倉島では,海士町全体の漁津南の半分以
上を占め.金軌 ま4- 5億円だろうとのことである｡舶倉島でとってもそのまま輪島港まで拷
って行ったりして正確1-数は出ないのである｡また,1軒あたりの水掛 ま年間 400-500万円
であり,あまりとらない人で300万円,平均350万円位である｡そして,あわび,さざえだけ
では,70-80万円以上 平均90万円の水掛がある｡韓良市全休では表 4のようになるQ
表 4からわかるように.舶倉島の人の水軌 まとぴぬけて高い｡舶l倉島の人々が漁業専業だか
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表 4. 漁家一戸あたりの平均生荘額 (( )の数は漁協の正組合負の数〕
早 平 均 生 産 額 年 平 均 生 産 軸
S 40 (823) 38万円 S 45 (881) 73万円
41 (825) 42 46 (882) 86
一2 (824) 一8 47 (892) 103
らではあるが,島が漁業汽源にめぐまれているからである｡そして,戦争中細倉島の中央の平
地が畑だったのに.今何もつくってい1よいのは畑をするより梅-出たほうがいいからとのこと
それだけ虫源が盟かなのである｡
注･.･触協の正組合員 とは.年間で30日以上漁業に従事している組合員のことであるD
(林 和 子)
(I)船 舶 数
輪島市における船舶数は†A懐に.そのうち海士町の占める船舶数はLB)表に表わされている｡
総隻数において,海士町は市の約7割強の船舶を所有している01-5tの船のほとんどは海
士町が占めている｡海士町における船舶数の うち.舶倉島と,本土の海士町との隻数の割合は
7:3であるo一戸が所有 している船は.1隻のところもあるが,ほとんどが 2蟹であるOそ
のうち1坐は 1t未満の船外吸付の船で,主として海士のアワビ取りやサザエ取り.又,エコ
などの採草に使用されるO他の 1勤 ま3-5tの船で,刺網や 1本釣1itどの一船漁兼に使用さ
れるo
tl) 漁 法
表.漁業別や業統数 (S45) 般林統計 (単位 :読)輪klu市
総 数 底 曳 まき梱 利 親 い か釣 ぶ り1本釣 その他の 釣 は えTs わ 定位細 地曳桐
一El冠-
Ul)輪 島 市 (S47)
種別大き 汽 船 動力船 無 動力 船 抵 t赦 捨隻数
0- 1t 1 124 15- 887 1.39
1-. 3 284 4亡は2 28一
3-- 5 165 712.4 l65
5-.10 27 21乱0 27
10- 30 14 261.6 1一
3 -10010以上 10 631.91505 10ー
EBJ 海 士 町 (S46)
動力船 無動力船 計
55217160 19
(資料 :市農林水産課)
注 :銃とは一経営休 ということである｡たとえば,1隻の船が刺さ剛 こも用いられ,又, 1
本釣にも用いられるとするなら,1隻の船であっても,2つの経営をしていることであ
るから,2続と数えられる｡
輪島市全市の漁薬において,どのようfl凍類の漁薬についているかということの内訳は前表
の通りである｡ この表から,船を用いる.L.'rC藁では刺桶が圧倒的に多 く,ついで,はえIi'わ,鍋
底曳が多いo この底曳は小型庇曳がほとんどである｡又.わかめやえごなどの潔革 .アワビ.
サザエなどの採且が多いのも特徴である｡舶倉島においても,やはり利札 一本釣.採草,採
且が主たるものである｡
次に漁業別の水勘をみると,大中型あぐり巾着.小型底曳,刺軌 大型定位が多 く, これら
の水軌 ま. トン数で.全水嶺の 5割以上をしめている｡大型定軌 ま,統数が少ないのに,刺網
と同じくらいの水場高を しめしている｡
ェ3'の採草は7月10日の解禁 日に,島の海士が一斉に海へもぐり.2,3日でみな ってし
まう｡解楽 日が雨や虫であると,エゴの乾塊ができに くいので,一 日延びたりすることもあるc
l5)流 通
漁独物は輪良市のか協へ鳩められるO舶倉島から出漁 した船は.輪島市漁協か細倉島の漁協
出張所か,いずれ1_,･の漁協に軌 ､方へ水勘す る｡他念島の出張所では,氷話にされて.日に l
使の迎紬船で愉枯TT抑地へ軌 すれる｡漁協では.捷類別,大きさ別に目方をはかり,せりにか
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表5. 舶倉島の漁業カレンダー
月 - 般 艶 美 採 草 採 月 そ の 他
123456 ) ブ リ . タイ塩 ま 9(ニ:)lo: 搾 り欄 をと4/10わかめ切 ｡解#6lOテングサ解禁 6/lO親八 り解類 採草は lか月に 4,5日できれば良い方である〇品-来るo
けられて間島へ持って行かれるOそこで.また.小分けして問畠へ遵ばれ,小売人に貰われて
店執 こ並び,家庭へと入って来るC出荷先は.金札 神戸.頭取 肘胤 東武 又,山陰地方
新潟などであるが･決まっておらず.その時 々で値のいい方へ出府されるということである｡
(6)漁業構造改善事業
輪島市では.昭和41年から43年まで,
S48 2億 1.276万円
47 9,997
4 6 4.267
1 5 926
44 514
43 3,913
1 2 I.700
g-1IJ次梯虐政音節腰が行なわれたC舶倉島では,昭和
41年に冷蔵庫,荷さばき所がつくられたO ･又,漁民に
対 しては.低利の東金の貸付が行11われ漁船建造,狗
冴機械の近代化が行なわれた｡近年の貸付金軒は左蓑
の通 りである013年から44年-の急激な減少は第 1次
構逝改沓 軍 兵が終 り,利が高 くなって借りる人がへっ
たためである｡貸付金は独英金融金錐が市漁協を媒介
として,組合員に貸 しつけたものであるC
又,S48年度のPCB汚染問題では,仁山湾の魚の
汚染が尾をひいて,輪島717の魚までもrlLれTJ:くなった0
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その時,也馨をうけた人に対しては,1世帯50万 日 人10万円相当) ぐらいのA&茸が国と魚で
なされたO
(7)将来への殊題
舶倉島の近掛 ま,日本海でも魚の多いところであるhI,それでも漁姦安蘇の減少への不安は
大きく,どのように缶泰を増やしていくかということが,大きな問題である｡とくに,特産で
あるアワビは自然に育ったものであることから.Tワビへの常要が増えるにつれて,減ってき
ているCそこで,市では昭和30年頃から.北海乱 常北のアワビの幼貝を貝い,放流をしてい
るそうだOしかし,まだ,壕が少Tよいので.将来は年に28万個の幼且の放折を企てているとい
うことである.また,アワビの人口ふ化も研究されているそうだO
マダイについては,マダイの小さい魚までが直曳で細にかかって死に,捨てられているのが
現状であるが,この小さい魚を大きくなるまで育てることができないだろうかと考真申である
ということだ｡
又,漁其の安全性ということも大きな問題であり,危険の多い漁業から,若い人たちが去っ
てい くなかで,いかにして安全性を高め.若い人をひきとめるかということも課題であるO
将来の対策として.敵兵に魅力をもたせるために.漁船の大型化,機戚化が必要であるけれ
ども.市のみでは困我で,Ei)の援助がなければ何も出来ないそうであるO
(山 根 順 子)
3. 舶倉島の社会と海女
(1)はじめに
舶魚島は,日本掛 こ浮かぶ小 さい由で,政も近い七ツ島まででさえ24h,その帝の輪島まで
だと48hある全 くの海の孤島である｡ しかし,大正12年の鳳至戯誌に ｢近海漁業は魚介薬兼削こ
'fごみ,漁炎上甚だ便利であったO｣とあるように.dl魚島付近にも古くから好漁場があり,漁
業の島として恵まれているO
胤倉島の痕藁について,古くは万葬掛 こ地の産地だったことが歌われているが.海女連の町
海士町が成立したのは,ずっと遅く江戸時代に入ってから (瀬川椅子 .鈴木二郎 :｢輪島｣)
らしい｡それも.｢毎年八十八夜の季節に至れは.忠渡りと称し,全住民挙げて舶倉島に移り
二百+ 日を過 ぐれば.再び本任に帰るを常とせレ･-｣ (鳳至部誌)というように,漁期だけ
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島に狂って漁をする季節的移住の形腰をとっていた｡J誌では海士による ｢もぐり｣が盛んだっ
たことが.鳳至郡誌に ｢舶魚島の暇草の如きは殺繋椿に適し,之を全国一と称するも不可なき
状況に在り｣ と響かれていることや.文化年間の頃は.エゴだけで生活の大半を過ごすことが
できたという,島の老人の話から推軌することができる｡
この季節的移住は,最近まで行TSわれていたが.現在は,一年間を通 じて畠で生活をする人
が多い｡また.アマ連による曲集たけでなく,一般独英が,独英の中心となってきている｡
(2)親方･小方
親方とは,島渡りがされていた乱 岳に水投げされた迎物を売 りさばく商人のような働きを
していた人である｡網元のようfS性格はなかったようだが.そのような親方の仕事とその消滅
を.まと (ひい) じいさんが親方を していたという他端さんの話をもとにまとめると.次のよ
うになる｡
ア 親方.′ト方の経済状態
脈倉島には親方の家が.池瑞家をほしめ13軒埋あった｡その13軒は.金銭的には森裕があ
ったようで,他端家の場合が,12,3t (15-20馬力)の動力船を2はい等,他家にはない
動力船を所有 していたQその数は全銀では15はい程だった｡
一方小方は,さし細 とてんま船を所有していた線度で, 金銭的に裕宮ではな
かったようである｡ 1つの親方には15-17軒捜度の子方がついていたが,彼 らはだいたいに
おいて,親方と親類粥係にあたる者が多く,いろいろと親方に便宜をはかってもらっていた｡
良渡りの触,てんま船だけでは迎轍が幽概なので,親lJ-の船にひっぼってもらうなどしたり
また,漁業による収入が少Tiい冬期の生活缶金を借りたりすること (借金の返財は,あわび
の水盤げで行なう)は,その主1j:ものであった｡
イ 商人としての親方
親方は,まず自分の子方連から.あわびを思いとる｡ (親方が扱うものは.あわびたけだ
ったようであるO)買いとったあわびは,10-15日分をまとめて売りに行ったDその運搬方
法は,あわびを六尺四方の木製のいけすに入れて船に概み込んで, 目的地に遊ぶ というも
のだが ･生 きてい るあわびなので,あわびに水を飲ませるため.途中で 2,3回は 3時制
ずつ加 こつけるという手間がかかったOこのようにして半日以上かかって.羽咋の滝部落や
新汝のあたりまで売りに行 った｡
り 親方の消滅
以上のように親方と子方とは,鍵済上深いつながりがあったのだが,戦後まもなく,この
側陳はなくなった｡漁繋協同組合ができて自然になくなってきたと言 うO漁協が明治末朋に
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初めて作られて,その活動が浸遷してくるにつれで,子方は親方制度にしぼられているより
同じような働きをする漁協に入り. 1人立ちした方が良いと考えるように1ったからであるO
また.甑後の動力船の普及による子方の成長も.また,消滅の 1鼠とfよったのではないかと
思われる｡
(3)海 士
ア 海士の人口と年令
海士の人口は最近減少しているということである.｢カ削こ出る｣と言って,よその土地で
培賭したり,就職 したりして.島から出て行 く若い女性が増えているらしい｡裡物をとるの
に夢中で.もぐりの時間が長くなると,死亡することもあると言われるD女性にはきついも
く･りの仕事よりも,陣の上の楽にできる仕準を選ぶ人が増えたようである｡
島にいる女性は,ほとんどが海女である｡漁協での話によると.その数は地方 (本土海士
町)の100人に対 して,恩では35-40人と言うことであるが,同じ海士町の中で区別するき
めてはfiく,実際の数字ははっきりと示すことかでき1い.
女の子は,子供の時からもぐりはしているが,海女として働くようになるのは,中学校を
卒妾した15才からである｡彼女達は,まずわかめきりから始めるDその後,何年かもぐりを
経験した後,｢さかり｣の海女になるのは30-仙才で.40代後半から50代で大半の人がもぐ
りをやめるということである｡
イ 海女のもぐり
乱趣を防 ぐために,もぐりの時間は午飢9時から午後 2時半までに,海女連の間で約束が
なされているが,実際は9時半以後にもぐる人が多いようである09時半頃に,命柵を握る
人と船で沖まで出て,もぐるo浅い所でもぐるので命綱が必要ない時は,何人かの海女連と一
緒にもぐりに行 くQ
もぐる深さは,7-8ひろから,8月の深 く光がさす時は20ひろになる01回にもぐって
いる時間は長くて2分程度だが,自分の息を越えるほど長い間もぐっていることがある｡命
解のひき手は.海士の息の長さを十分心得ており.もぐりの時間によって,綱のひき具合を
祖師しなければならないので,ほとんどが海女連の近親者であるO時々,定額を払って他人
をたのむこともあるDということだったO
このようにして.昼 1時間樫の休憩をはさんで.2時半まで何十回も同じことがくり返さ
れるのであるO
ウ in'具の進歩
慨乳 あわひ用の ltのてんま船は動力船に変わり.沖まで出るのが非常に容易になった0
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また.水中潜であるウェットスーツが開発され,より寒さに耐えられるようになったbこの
ようTi進歩によって,海女のもぐりの日数が増えてきたと言うことである｡戦前は,あわび
きざえの漁期の4ケ月蘭で,30-358もぐれば ｢今年はよく血吐いた｣と言っていたのが,覗
在はその倍はどもぐることができるようになったのであるO
エ 水場げ払･収入
水場げ軌 収入とも.本土粘土町と榔倉島との区別がないため,はっきりした数値はわか
らないO しかし.漁協の話では.海女 1人当たり.年間70-80万円.多い人で120- 170万
円の収入があるだろう,とのことだった｡
オ 将 来
舶魚島の梅は背く澄んでいる｡‡王且の天気の良い日になると.20びろの深さまでもぐる海
女の姿が見えると言う｡それほどきれいな海に魚介葡が豊富にいるという自然条件は,海女
連にとって仕事をするには,大変怨まれた由である.昔から海女連が島の生活をささえてき
たO海女連の人口は減少 しているということだが,もぐりi決 して消滅することはないだろ
うQ小学校 4年生の女の子が ｢梅にもぐっていると楽 しい｣と言っていたOそのような子が
いる限 り.海女のもぐりは続 くことだろう｡
(山 本 由美子)
4. 人 口 と 生 活
tl)人口と世帯数
細倉島は,日本海上に浮ぶ･孤島であり,季節的な人口移動という特色をもった漁業拠点とし
て早くから知られているO季餌的に舶金島に曲って漁英を営むのは輪島rTl海士町の人々で.古
くから海士町の人 々は梅士人と呼ばれているC海士人口は,輪島市総世帯の12.3%の世席数を
しめているが,近年栂加 しつつある｡そして,海士町に限られていた住居地域は近隣の輪島市
浜町,鳳至へと広がっている｡胤倉島に定住 している人 々,一年の大罪分を烏で#らしている
人々も住民票の手続きがなされている墳合は少Tj:く,本土にJl芋類上の住所が懸かれているO従
って,現在までの移住状態や現在の生活形態に朗して,私たちの馴こ触れたもの,調査により
わかったことを遥亡していくことにする｡輪島市における海士人口とその分布は次の表のように
なっている｡
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〔表 1〕 海士人口･世借款
地 域 世 席 数 (人 口)
海 士 町 277 (LO85)
浜 町 上 28
浜 町 下 30
鳳 至 丁 南 2g
鳳 至 丁 北 12
鳳 至 本 町 簡 6
鳳 至 本 町 北 3一
鳳 来 1一
石 浦 6
鯛 倉 島 l8 (65 )
小 計 175
L PF-
輪島市住民累より
鳳至本町北
図 2. 各住居地域における人口と
海士人口の占める割合
千
浜町 F
IT It:I:-
辛
r iEl-
･17-i?I-鳳至丁北
･=;:rhj;:
i=:1 3 .if
.I-鳶 IT.
(2)人口移動
〔裳2) 舶倉島 月別人口 (世宿敵J移動状況 昭和48年度
世 帯 数 loo50 I l
月 別 l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12
- 削 悪女買い孟) 35 51 69 118 106 118日4) llg(69) 95(60) 79(61) 41 36 39
月別人口移動のクラフからもわかるように.'軌民は狗期に従って.輪島と舶愈島を行き来す
るので,完全な定住者は数少{まい｡定住人口と考えられるのは.冬の11- l月にかけて島で越
冬する家族のみであるD定住者のうちで調度 したは世帯についてみると,改築的内訳は次に示
す通りである｡
教員家産 4 発屯所勤務 ) 漁協勤番 l 漁 纂 12
冬は岩のり (天然のり)の山東L土合によって.盛冬人口が変化す る ｡また,11月20日からはプ
リの取掛 こより8O-90軒までふえることもある｡いずれにせよ.グラフで見る限りでは.11-
1月の人口は,虫も人口の多い且の 1/3礎鹿で.盛 り2/3は輪島で生活すると考えられる｡
そして,4月になると,タイ･プリのシーズンとして世殿数が変化するC
島の人口が巌もふくらむのほ,6月 1日～9月30日のアワビ漁解禁の親閲であり,これは海
女が島を拠点とする為である｡この間においても7月 IElのエ3'(テングサ)林の酵素により
本土に移る世帯が30-40軒あり変化は著しいOアワビ漁解奈の期間が終わると多くの人々が島
から引き揚げる0
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島の年軌の世席数 ･人口の変化のサイクルは上n'亡の如くであるが,本土からの方が独場に近
い勘合と島からの方が地境に近い場合によって小机闇の変動がかTi:りある｡この調査はr迫力消
出世借 '7)変化によっても事付けられる｡
(31島の生活
畠の家屋は.海岸沿いに長足状に軒をつらねており,外見は 〟豊か〝というイメージを与え
は しないD しかし,一歩家の中に入ると全戸に屯線がひかれており,電燈をはじめとしてカラ
ーテレビ,冷蔵離,洗たく概等の新しい家麿磁気器具のほとんどが仙えつけられており,触島の貧
しい漁村というイメージは全 くTiいO また,島と本土の移動の際に家財道具を持ち遊びする者
はいなく,漁民はすべて一切の生活用品を本土と島に二重に持 っているのであるD換言すれば
このようTよこ重生活を支えることができる豊かな漁勘が存在するということでもある｡
水道は.GiJ-易水迫があり各戸にひかれているが,良の/k不足の折は輸出から給水を受ける.
島にない生活用品は越路船で運ばれており, ｢屯藷-本で何でも届く｣という程である｡伝達
鴇幽に陶しては,郵便局こそ撫いが.屯話は良に2O戸備え付けられている.島の定住戸数など
から考えても, この数は決 して少なくないであろう｡この島では,殻近大きな社会問題とされ
る『若年労働力の都会洗出』という悩みはIilいo由校進学者はほとんどなく,93子は中学校卒
生後父親と一緒に漁に出,女子も13,14才から海女として十分働くことができ,20才前後にTil
れは一人前の収入を得ることができる｡だから,蟻の家族には子供が中学校を卒農すると,I
宏に少なくとも3人の労働力があり,海女が2人,3人といる家も少なくない｡
これらの灸件の他に▲外からの経済的粧付けとして,胞菜組合から漁業史金の触発が受けら
れ,各戸が拙船を一般以上持つことができる｡
このようTit生活状態で.ほとんど本土との差異はみられTiいが,ただ不便なのは馬に医師の
いTiいことであるQ虫も困るのは冬期の迎冶船欠航の時で,病人が出た場合は,運搬船で輪島
に運び込んでいる状態である｡
通婚圏は.だいたい輪島市の周辺であるが,姪には海女を里むものが多いQしかし,これは絶
対的なものではなく.海女でないものは結婚後,夫と一緒に漁にでているOまた.海女の場合
は,婿取りが多いo長男の後継というのが一般的であるが.分家しなければ独英協同組合の組
合員として曲英機が得られないので,二男,三男は分家 して弧濃を続けているO
(4)二重生活にはいった原因
定住したもののうち (対象は謁査した18戸).漁男従弔者に焦点を当てると,定任した時期
は4･5年前から20年以上前になるものまで様々であるo 定住の理由として,漁裳がしやす
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い (8),生活がしやすい (り があげられる. これは輪島と舶倉島を行き来する二歪生活を
さらに-b･進めたものである勺従って,これらの理由は二重生活を抜けている人々の.それを
始めた理由であり,現在も続けいている理由に野 しい｡
さて,｢曲集がしやすい.｣というのは.激戦である大和唯までの距離が近い為.輪島から
1らば片,LB3時間以上もかかるところを舶倉島からならば30分で行 くことができ,労働の軽減
･労働暗闇の塩梅が可能ということである｡｢生活がしやすい｡｣と答えた鮭帯は.比較的年
令の若い世措 (30-ヰo代)で,定位のきっかけとしては,結婚 ･子供が多い等があげられる｡
内訳としては.
① 嫁 ･姑の問題からの解放O
① 近所づきあいのわずらわしさからの解放｡
① 食べるものに困るということがない｡
④ 子供がのびのび育ち,早く独立する｡
島の人はほとんどが漁民である為,辞放的で,囲った時などは信用圧もしてくれるというこ
とが⑦,①の背,f:i.となっている｡
このようlLit理由から.二重生活が始められ.生活のウェ- トを島に置く度合が増し,ついに
その全郡を掛 こ肥くようになったというのが定位である.このような結果として,定住牡滞軌
は増加しつつあり,いったん定住 したものが島から出て行 くといった現象はほとんど見られないO
(S)島の役割り
これまで舶倉島と輪島とを旺笹する二正生活についそ敬ってきた那, こ こで ｢Jコの家｣に焦
点を当ててみよう｡
島の性別 ･年令別人口の僚向から見ると. ｢島の篭｣を普通の住居として扱うには問題があ
るO｢島の家｣は住居ではなくて.敢場と見なすべきではないかO敬壌というと語弊があるか
もしれないが,要するに完備された仕事壌なのである｡このことは,島を漁XL拠点として,本
土と島を往復している人の年令構成をとってみれば明らかであるo
表3によると,60代と70代の間で島に来る人口が汝滅 しているOそして,60代で畠に来てい
〔衷 3)
性 別 負 女
& 輸 Ja 良 輪 島
60代 7 2 6 5
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る男性は.漁共従事者がほとんどであるが,70代の輪島での生活者はほとんどが熊敬となって
いるQ
このことからも島は住む場所ではなくて.独英拠点としての働く場所であり,島に来なくな
るということは聴薬を退いたということを恵味する｡
このように考えると,｢家は輪島にあるけれども.島にいる制約の方が長い｡｣という現地
の人のことばも納得できる｡
5.観 光 ･ 民 宿
能登地方の観光ブームは.能登半島同定公風が指定された昭和40年代初掛 こはじまった｡･45年
とろから観光客数,年10%～15渚の増加をみているが, これにつれて舶忠良にも観光客が訪れる
ようになったが,必要にせまられて昭和 年県営の宿泊施設 〝-グラ- クス〟が設けられた｡ し
かし,二 .三年前から民宿という形で民間宿泊施設ができたことと.錘宮の/&継者がいISいため
に48年で廃止されている｡現在島には.三軒の民宿があり,内二軒は漁業と兼業であるOこの二
軒では民宿の経営管理は一家の申 U) t娘"にまかせられているo規模としては畠全強で部屋数14,
宿泊人Bi約 100人が可能である｡
島に観光客が訪れるのは4月-8月までで,大部分史に脹申しており,7月中旬がピークとな
る｡ この5ケ月l削こ約EiOOO人余の観光客が訪れるが,泊り客はその l/4粒度である｡
あわび,さざえなど海の章を真しみ,1･2泊する家族づれが多く.長くて一週間ぐらいの僻
在である｡また,東京 ･大阪方面からの学生客も多いそうである｡
(国 定 節 子. 池 田 裕 子)
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6.大 川 の 漁 業
(1)はじめに
大川部落は鵜島の菜方約15Rmのところにあり,輸良市の長軍船の昏々未に接している.昏々
木海岸には,名勝天然記念物に指定されている患者がある｡皆々木海岸が岩石海岸であるのに
対 し,大川は町野川の堆積作用によって形成された砂浜海岸,大川痕を持っており, この近辺
では珍しい見観をなしているO
海岸に平行して栄西に足るi4'路沿いに.6号戸の家が並んでいる′トさな壌音が大川部落である｡
大川部落の北側に約2恥lkわたって広がる大川虎は魚の産卵に使用されるため,魚のRtは豊富
であるが,漁業が盛んに行なわれているとは言えない｡ほとんどすべての家が半農半漁であり
水田面耕 14.5hb,畑地面桁18haを掩っており.特にたばこの栽培に特色がある｡部落のいたる
ところにはたばこの艦腹小屋が見られる｡また.慶長元年 (1869年)に谷内浜で始められた製塩
は.その後,津主前田利常によって奨励され,大川浜から長橋lj:どの外滞一帯で本格的に実施
されるようになったQしかし,原始的な垣げ索式魁勤 ま近代的魁GL法にとってかわられ,約ヨoo
年間描いた製塩も次節にすたれて.現在では長絹で観光用として.わずかに行なわれている程
度であるb大川で民宿を経営されている谷元前さんの話によると.大川では戦後まで製塩が行
なわれていたそうで.現在でも.砂浜の中に.塩蔵の蛙があちこち成っている様子が見られる
という｡
(2)漁業従事者について
ア 大川の人lコと漁業従事者
表 1.
大川の人口 曲糞従野背教
男 114人 85人
女 158 39
計 272 94 (輪島市役所説ぺ)
大川における漁連従事者は,男が人口の約75労,女が25%を占め,全株では約35%を占め
ているO しかし,これらの漁遜従事者は毎 El齢卦 ⊂従申しているというのではなく,魚類と
か海草Ti:ど0)とれる時掛 亡よって大きく変化するため,きわめて流動的な数字であると言え
る｡たとえば,エゴがとれる時掛 こfJ:ると,エゴだけとりに行 くというような人が多いので
ある0
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地選協同組合の組合且は68人おり一その中には止組合長と準組合Eiが含まれていて,止組
合員とは90日以上漁業に従事する人をさし,準組合員はそれ以外の人であるD軸baは.以前
には馴虫の漁協であったが,9年前(はっきりわからないが昭和40年 ぐらいだと思われる｡)
の組合合併により,輪払市搬糞協同組合に含まれるようになった.
イ 加放物.触法別の漁妓従f著
地相46年度の鴇良市の地区別独英着実悲況丑によると,昭和46年度に,エゴ,天馬の採取
に従申した世帯数は44戸であり.またワカメの採収に従ifi-した者は7戸である｡エゴ,ワカ
メについては後で詳しく述べることIこするOまた昭和16年度に,刺親で漁をした世帯数は10
戸▲釣で漁を したのは5戸である｡これについても後に述べる｡
(3)規 模
衰 え 漁船数
動 力 船 2そう
(昭和46年度地区別油菜者実態詣重義より)
動力船.船外機船のほかに,撫動力舶を含めると,約30そうの漁船があるが,桐等用の3t
ぐらいの船を験 くと,あとはすべて 1t以下の船であり,細を使用する漁英に使われたり.エ
ゴの採取に使われたり.また釣に使われたり,さまざまな用途に使われている.約30そうの漁
船のうち敵船畳蝕されているものは15,6そうであるoまた,大川浜が砂浜であるため.港と
して利用できず.5,6そうが折に引き上げられているほかは.大川の少し西にある白的外を
利用しているそうだ｡このように脱掛 まきわめて等細であり.凱藻的li:聾盛が強いと言えるb
また港のTilいことも独英の発展に制約を与えていると思われるa
(4)漁獲物と漁法
ア サザエ
サザエは6月10日から7-8月ぐらいまでの期r凱 サザエ鯛を使ってとられるOこれは海
士がもぐってとる細分島とは遭っているQサザエ網を10ハイ持っている域合,1日に2-イ
引き揚げたら別の2-イをしかけるというようにして,常時,8ハイの純をしかけておくと
いうようにするのであるOつまりこの場合は4日ととに籾を如けるのであるQ普通 a,4日
から1週間 ぐらいで引き揚げている｡柁卜細48年度の水投げは 500-600万円.
イ エ ゴ
エゴの解楽日は7月10日で,栴中の加の上にはえているエゴの朗塊を海上からIi分け,や
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すでのようなものでぐるぐる回しながら取り.鬼の7:1い日に浜で干すDまた輪島崎などの海
士がエゴを取りに来ることもあるoこの脇合.大川群落の組合の人々の許可を必要とし,そ
の水歯げの割合は海士が6割に対 して,部落が4割を受け取るようになっているo
昭和48年度の水投げは 1,400- 1,500万円｡
大川の 1年間の水歯げが約aDOO万円であるから.ェゴは全水投の半分を占めているCまた
エゴ採取の時には44戸の家の者が従事することから.大川の漁苧削こおけるエゴの韮要性を兄
いだすことができる｡
ウ ワカメ
大川ではワカメはあまりとらないで.採取 したワカメはほとんどが民宿などのみやげ物と
して売られたり,地元で消母されているO
工 トビウオ ･ラギ ･- マチ ･タイ ･タチウオ ･メバルなど
これらは刺網を使用して.網削こ魚を刺させたり.あるいはからませたりして漁凄する｡
刺桐の形はおおむね帯状をしており,朋のrEさは 1-8mであるが.長さは目的によってま
ちまちであるDこの帯状の桐地の上擦にはあげ て浮子) .下縁にはいわ (枕子)をつけて,
楓地が水中で鉛直に展張するようにおく.これらの網を日没とともに噺の流れに直角にしか
けておき,Elの出とともに引き揚げる｡またメ^ ルをとる時には三重桐を使用 したり.まき
細が必要な時には刺綱の籾を転用して.2そうのN.船で回しながら頼牲するという場合もあ
る｡
(57 流 通
現在は輪島市の挽濃協同組合に属 しているため.大川で水揚げされた漁連物は一度輿められ
まとめて トラックで輪島の漁協に掛 ざれる｡そこでせりにかけられ,金沢など各地の市境に冷
疎帝で輸送されているb
(6)おわりに
大川ではすぐ近くに好漁場を持っているにもかかわらず.漁集が盛んでlilい理由として,ほ
とんどすべて lt以下の漁船で行なう小旗協漁業であること.港のないことがあげられる｡ま
たよりよい現金収入の項をめざして,若年,壮年労他者の東京 ･大阪 ･京都方面-の出かせぎ
が多く,触発を老人とか婦人にたよりがちであるということも言えるD
大川は町野川から渋田の闇,沖合 1.000闇の地先席を持っており.その範囲内では独占して
漁業を行なう権利を持っているD Lかし他の地-a.たとえば曽々木地区の漁民がしばしば大川
の地先権門にはいってくるというような入漁間項が起っている0
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大川の港の問題について.輪島市漁協では昭和49年度 (昭和49年 1月 1日～12月31日)のE]
腰野菜として.宮地改昔馳係の中で大川船歯櫨軽理のために.20万円の予昇が計画されているo
大川の最近における漁独高の伸びはほとんどなく,これからもあまり期待できないQ しかし
魚類の単価が上昇 したため.水揚げ金額は多少伸びているO
このようli一漁業の仲店とは対偶的に.大川では観光開発をしようとする動きがみられるC正
路沿いには,わずかではあるが,民宿や食堂などが建てられており,美しい自然を生かした観光
地をめざしている｡｢この大川はとてもよいところだ. もう2.3年したら,すぼらしい観光地
にさせるQ｣｡と民宿のおじいさんは括っておられた.
(治郎丸 彰 子)
7.時国村と大川村の浜地争論
『輪島市史資料編 ･罪一巻 』に,｢元禄畑頃から輪禍薬が盛になり,その浜をめぐって両噂国
家の間に深刻な係争を生じたらしい｣とあるOまた『奥能登時Eg家又苗』の中に ｢時国村論地
一開 帳｣ ｢煎出入一朗 8iJ ｢纂置開 園碧葺論地一件軌 があり.当時相当重要視- た
争論のように考えられるので取上げてみたい｡
資料としたのは『奥能登時国家文番 .罪1-5巷』であるo これには上時国家の文宙しか出
ていないので『輪島I行史染料編 ･罪 l巻J)も使用した.現地凋壷がほとんどできなかったこと
は残念であるC
当村恥私儀時国村EEI地見下迄帳曳舶相穣キ雅在幌成五七年己来一向他為曳不申右大川村之
者共当村猟師麟曳投ケ候所網ヲPl破 り右蟻取放シ或者細事ヲ切 り････
文政十三年寅二月
時国村庄屋 左 門
徽鞠所 御役所
これは ｢時国村論地一件留鵬｣の地初に出てくるものであるO
この折えの中心となっているのは.昏々木の住民ではなかろうかo当時のFy.jT々 木は塩と漁
と小作で生活していたと考えられる｡曲集は重重な生計の手だてだったのであろう｡それゆえ,
上記のような不法は許せ1いのである｡
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この浜で柵をさせてもらいたいという根拠は.①大野村 ･伏戸村 ･大川村との堺は町野川で
あること,②大川村の塩戯が川顔にあり.臥水の般筈から逃れるため頼膏をしたこと,③この
浜は,大野村 ･伏戸村 ･大川村の入金であるが.大野村 ･伏戸村は時圏村がはいる ことを認め
た｡というものである｡
これに対して大川村は,①堺は亨ほっと出航岩という大陸にある大石と海中にある助忠とい
う岩を結んだ線であり,川は駄水のたびに材曹するので堺ではない｡②塩蔵は村の中にある.
①大野札 伏戸村は時国村がはいることを認めたといっているが,そのよう1-覚はないと両村
は言っている｡と反論しているo
大川村の方が筋が適っているようだが.この抵副 とついては何も戦っていない｡
参考までに,大川と曽々木で聞いたそれぞれの漁業席をせいておく｡
昏々木が主張する
曽々木の漁業板の髄節 :渋田～タラサカ
大 川の漁業権の恥囲 :渋田～町野川
大川が主張する
昏 木々の漁藁廟の範囲 :悪者から果
大 川の独英極の範開 :渋田～袈宕
このように現在でも食い遅いを見せているのは注目すべきであろう0
0 時南村浜地争論
続いて(引まとんとが,字下川 (河)原の問題である｡すなわち上時国家 (左門)は,下河
原を入会地と主張し.下時国家 (藤左衛門)は自分一人の所有だと主張するのである｡
｢居村湊河原寄 I)付ニーYrl婦珊仕私共差薬等組付中葉畑地二相成僚････,･=月下旬御私儀時国
村藤左衛門普代之者共- ･.-悉ク打荒シ-･･･近年来大川村寄合餅二腸相等目除私共網等理不尽
こ為切統始終村方 ヲ相手-取 り付レ曳航事故併較義二御座候得者--･･｣
卸預所 卸役所
ノ 天保三年辰二月
時国村百性 孫左衛門
(以下58名連署)
l■､-.
t~
｢当村湊浜之儀津田大門坂口本石より岡崎国境義之下成正浜ヨリ出シ申江川切 り上音両時国
御田地尻迄両時国両昏 木々入合浜二御座摸･･-･-
天保三年度二月
→BE-
時国村庄屋 左 門
細預所 勧役所
また.同内容の文が細私債の百姓から出ている｡
この問題とTiっている畑地は約三千歩ほどである｡ これが何故大問題とTiり,三冊の冊子類
にまとめられたのであろうか｡
それは.この土地が主に昏々木の人 々が使用しており,先Iこも述べたように.塩と漁業を主
とし,文中にもしばしばでてくる ｢無有無山同様｣の所であったためと考えられる｡そして,
この土地で繊細を引き,珠をとり.双方の ｢軽キ者共折 菜々大根等格付｣し,生活の一助とし
ていたのであろうC
ます. この争点となっている土地を地図上で推定してみるO
末七月付の藤左南門の文に.
｢御堺筋の義左門等申上方ハ字穴釜之上二生侯加境松侯湊人家往来通山之上二御座候本石与
申ヲE]当二仕夫侯砂山松林通町野川岸迄 ヲ境ニ‥-･｣
とある｡ これから現在の ｢港｣附近であろうと考えられる｡ しか し,｢字穴釜｣｢本石 (津田
大門坂口本石と同一のものと思われる)｣は未調査のためはっきりした位置はつかめないが,
おおよそ図 Jの線でかこまれた所が問題の土地ではないかと考えられる｡また,町野川河口は
図 I
F]rk木海岸
玉東大野
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現在より酉にあり,ほぼ直線的に海に統れていたと考えられる｡
そして, ここは,
｢元来浜地之義惣名ヲ洪浜与申候而都而入合浜と処井内三ヶ所二相分リ内転中浜外転与申侯｣
とあり,そのうち掛 こ中医 .外浜が問題となっている｡内転は国道249号線のすぐ北に壊し,
中浜は町野川が日本海に平行に頁行しているあたりで,外敵はその北となるのであろうか｡
また.町野川西岸に｢河原｣という地名がある机 問題となっている ｢下河原｣と ｢中浜｣
は同一と見て長いと思うが,判断しかねる0
-万 ｢字外川原｣という地名が出ているが.左門の文に.
｢右藤左術門ヨ')字外川顕与態上億凝所書下河原卓苅軒与申所｣
とあり,｢外川原｣と ｢下河原｣は同一櫨所と考えられる｡
争論のポイントをまとめると,たいたい次のようになるo
EA) 訴えた左門の雷ぶんは. ｢下河原は入会地であるにもかかわらず,藤左新円一人の持ちも
ののように主萌し.藤左裾門と同じく作付していた曽 木々の者に手を入れさせない｡入会也
であるという根拠は,明細帳に草刈壕が三町税とせかれていること一実際にr掌保八年 時国
村様子昔』の中に『革苅軌 三脚程御座候早壌無血座転 宅ケ所長百二間幅三十八間 壱ケ
所長四十間恒二十五闇』とある｡何年間かそこで耕作してきたこと｣である｡
一方,藤左衛門は,｢ここは自分の持地である｡その根拠は両時国へ卿定年貴をとりたで
ていたことOまた手をっけさせないのは天保三年の年貢をはらわないので他の人に貸し.四
年九月に三年の分をはらいに来たが,すでに他の人に貸すことにしていたので.昏々木の者
には侵さなかったO｣ということである｡
(Bl また.左門の訴の巾で ｢入会浜で塙柵を引きあげている時,藤左術門の普代の者が網を破
る等の理不尽の行為｣をしたといい,これに対して藤左術門は ｢自分の持ち地であるから瀬
を引くことはならない｡だから引かせlilいようにしているうちに破れた｡｣としているC
帆)については
『輪島市史 資料福野 1巻Jiの時毘宏文廿の ｢某保二年 時国村百姓田島当一作甜証文｣の
中に ｢川原畑｣｢川原畠｣というのが出ている｡ これが争点である ｢下河原｣と同一地なら
藤左衛門側に分があることにfiるoLかし,同D ｢延宝三年 時国曽 木々領境に付定等｣ に
｢疾之儲ハ時国村長左衛門塩蘇僚時盛付頚左衝門兼浜軌 海浜両時国 ･両昏 木々入合こ侯
併時厨村長左衛門-両曽 木々侯藤左術門湊喪二於後々年二家ヲ建,鰍目入申間数侯,ケ梯
二双方納得ヲ以相究-･-･｣とあり.双方の主張がともにくずれることになるO
旧)については
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延宝三年の文IBによって左門側に分があるように考えられる｡
それでは. このようfi文を受けた ｢和知所,徴税所｣と ｢改作方御郡奉行｣の動きを見て
みるa
｢･･ ･-去年以来寄付口達ヲ以委細加藤申上候鹿-応右集左衛門江恕合其趣可申上旨被仰
#*･-･･･J
天保三年辰二月
時国村庄屋 左 門
御預所 細役所
これが最初に見られる役所の判断である｡文中に ｢去年以来｣とあるが.その文は見られ
ない.あるいは,大川村との争論のものかもしれないO
かけあいに行くが,あしらわれ藤左術門はますますカで押してくるのである｡それに対し
て訴えも多くなり.当事者で解決させようとした役所側の恵図は,はずれ ｢御許用鳩で詮議
｣するに至るのである｡
その時に下された内容を直接示す文はないが.間接的には示されている｡
｢未設義中相成居候所承知之通二俣然鹿先日以来毛附有之場所放漫申分有之右先達而於
御井用場詮義之節申渡侯適右一件恕而才判申渡侯迄去年迄仕来適相心得･-･･･｣
(天保四年)巳十一月四日
山 森 堆次郎
高 田 幸 助
時回付 藤左肺門方
と曲左柵門に対してin知しているo Lかし,この文中の ｢去年迄仕来泊｣というのが,両者
の解釈の相塵を生み,先にも背いたように ｢このような判断があったから作付できるD｣と
言い,一方では ｢昨年は別人に貸した｡去年通りであるから,その人に賃すO｣として新た
な野件となっている.
これらの争詮の結果は出ていないが,天保七年には藤四郎 (鹿左術門せがれ)が当主となり
その頃にはすでに一件落着となっているようである｡
これらの争論の背蚊には.皆々木が両時国一札領 ･天領-の入会地であったことがあげられる
だろう｡昏 木々においては両群と向いは天領,斜向いと自分は私儀というような錯雑した入会
地であったことが, この争論を複雑なものにしたと思われる
(生 木 季太郎)
J66-
8. 時国の山林について-その歴史的背景-
(1)時国家･時国名･時国村の歴史的背景
石川県輪島市町野町商時国に.上乳 西時Eqに下家がある｡上崎国 (天領).下時国 (藩債),
及び皆々木を含む地域は,東側に3507ri余りの岩舟山に連なる山塊が,そそり立って,曽々木海
岸まで迫り,西側では.町野川に画した細長い平坦な地である｡上 ･下時団の屋敷は.急斜な山
の掛 こあって,川筋の低平な土地より一段軌 '位置にある｡周蹄の村には,輪島市と珠洲市との
山境を越えたところに其浦,西では町野川を偏でて大川,伏戸,大野,南では,敷戸さらには寺
地などの各村がある.
このあたりの町野については.久安元年 (1145)の立券状に.鳳至郡待 (町)野庄200町と
あり,和名抄における鳳至帝都待野郷の地である dまた,久安元年の立券状によれば,下町野圧
は,5町6段で珠洲郡に夙している｡
由括帳によれば,時国家の先祖 ･平時忠は文治元年 (11告5)に珠洲郡大谷に配流されていも
従って時国家がこの土地に落ち着いたのは,下町野庄の関空が,かなり進んできた頃と思われる｡
そして当時,無住となっていた尼寺の寺領である晦日村 ･太刀村を手に入れ支配するようになっ
たのであるD文明15年 (1183)には.行間24闇.はり闇10間.建坪240坪の広大な屋敷が建て
られており,南北朝以前に,既に時屈名の存在をうかがわせる｡3代左京売時冊の時,村布,請
役等が改正され,当時の晦日村,太刀村及び昏 木々村を合併し.合計300石余りとなり,時岡村
となったO天正17年 (15日9)の,｢三拾人和知商附之帳｣によれば,下町野組は前田領であり
北村三右衛門,奥与衝 ,半氾半兵衛の3人の拾地となっていたoそして,時国領四郎分 (349俵
4斗 2升 2台)は北村三右術門に屈し,時図三十部分 (芝OO債)は奥与衝に属し時国庫室分とな
っていた｡
慶長Il年 (1606)には,館主前田利家机 能丑1郡 (鳳至.珠洲,羽咋,膝良)に渡る62ケ
村 1万石と,趨中新川郡土方領 1万石とを交換した鯨.時国債本家は,土方馴 こ,時国席室分は
奥与衛領 (前m領)に,そして,曽 木々は.両者の入会地となった｡その後,寛永年間中には,完
全に.上時固 く土方額)と下略固 (前田俄)に分かれ.曽 木々も2分されたかと思われるOそし
て,貞草元年 (1684)には.62ケ村 ･土方掛 ま,収公によって都府領となり,上時国は天厨に-
なった｡さらに,享保7年 (1722)には.加斑偶田藩の卸頚所となった｡
この間.多くの下人譜代奉公人を使って,大手作経営を行ってきたわけであるが,その広大七
所領が,1ヶ所にかたまっていて,かつ.変動が1かったことは僻色である｡
(2)時国とその周辺の山林出入り
一附-
ア 山林の概略
次に.時国とその周辺の山林出入りを通して,時国の山林の歴史的変遷を見てみたいO
その広大な耕地に続いて時由の持山があった｡すなわち.耕地の東側の急勾配の山塊がす
べて,時国の持山であったO
今も.まわりの山林の大部分は.時国のものらしい｡戦前,65的ないし75町擾あった山林
は,終戦後は.20町掛 こなったそうである｡山林の伐採については.金銭収入のために伐り
出すようなことはなかったが,戦争中に.強制伐採がなされたようである｡松が多く,300年
以上の年輪のものもあるらしい｡もともと,岩山なので,潜他構築の隙の切石などは,山か
ら切り出していたようである｡しかし,山林に対する依存度は大きく,日常生活,さらに塩
EI経営に使用する薪及び塩禾などは多く伐り取られていた｡時国家では,村内の者に無償で
山林を賃していたようである｡塩木は.主に,曽々木や真浦村内の持山から探出し,補足的
に,時国の持山から雑木が切り出された.このため,上時国家では,元和年中以来明治に至
るまで,毎年,山投銭として,3石 4斗 5升を納めていた｡
ところで咋国村では,その支配者机 たびたび変ったこと,また,時国家が2分したこと
などから,山鳩については,幾度か争論があったと思われる｡時国家ではその支配は,前述
のように変化し,時国家の2分については,I6代謙左衡門時保の時,次男,千掛 こ,所有
高の ‡ (削 00石)を･山林 ‡ と共に与えて分家させた｡また･分家の隙に･曽々木の
山は両家入金となった｡
さて,時1当家文番に見える限りでは,寛文年間の隣村の尖浦村との山出入り以後,他村との
Ll｣境での論争はないが,文政年掛目こ時団村内の省令寺との闇にlrI論が勃発し,後々まで尾を
引いている｡両時国間の境についてのいさかいは,たびたびあったようである｡なかでも水
場についての争いが多かったらしいo延宝3年に.他村との闇に塚を築いた他.村内におい
ても.石塚を集いて塊をはっきりさせたようである｡
貞享元年に,上時国家では,土方儀から天領となるのであるが,その年に初めて山林歩数
が番きあげられている｡その後,貞季2年 (1685),享保8年,明治2年の山林歩数につ
いての記戦を拾ってみると,明治までほとんど変化が見られない｡このことから.点者元年
までに,他村との間に一瓜の山境が確定せられて以後.変動がなかったと思われる.ここで
貞享元年における記録を見ると次のようであるO (r輿碓登時国家又剖 ;第 2番;P･P
183-184,日本常民文化研究所嫡)
｢一 十四町四方樫 時国自分山内半分ほと先年分用水山
代々せいとう仕林立限申候
半分薪木山環山二御座険
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一､七町四万番 珠洲郡尖浦山之内咋固持山御座候
但六/ji八時周長左恥門分
四歩八加賀守様方之同
村孫左衛門分
一､三十町十八町程 昏 木々村中
但加賀守様と入相山
一､三十町二十町担 珠洲郡ft浦山之内昏々木持山
但加盟守様方之国 木々分入相山｣
イ 貞輩元年以前の山林
ここで,貞事以前では.山林はどのようになっていたかをみてみるo
① 時国と美浦との山出入り
まず,珠洲郡共浦にある曽々木持山については.元和元年に,曽々木が其浦から買い付
けた山であるDそれについて,真情村より曽 木々へ次のような番付を送っているO (前掲
恐,節1瞳.P,P,148-149)
｢永代売申山之事｡右やまの所ハまかりとおしよりうりノ谷迄万右衝門殿卸伐被成候通せ
きりにLhのせかすワッ上テハせきり右山之内二大ぶなノ木空木御座候間御伐被成間敷候此
分永代売渡し申所突正也石山こおいて-少もいらんわつらい串間敷候御国香とくせい又ハ
いか様之偵知座侯共此比ニハ少もさおい有間数鮫の而為後状如件｣
曽 木々がLLJを貝ったと同じ頃.時国でも.共浦からLbを叉っている｡この坪山か文文年
間に山出入りの起こる｢大たいらしやの谷掛畠仲良大移すみかま｣の六ヶ所山であるO
このLLl出入りの原園は,元和元年に6カ所山を照った時,惣文及び絵図において,その
山境を明確にしなかったことによっている｡そして.伐木地域について争いになったよう
であるO
長浦村の言い分によれば,時国軌 Jの6ヶ所は.逐電百姓の鋒した塩代が支払えないた
め,その奴方に,当6ヶ所山を取り,以後.時国藤左衝門 ･音左術門の桜山になったとし
ているOしかし,これについては,時国では偽りとして反論 している｡当時の状況として
は,共浦村では,慶長18年に,それまで,25軒あった百姓の内,22軒までが逐屯しているo
この時,時国藤左衛門がこの逐屯百姓たちに.塩代として,銀子80日余り貨していたこと
は事実のようである｡
時国･奥浦両村からの訴状は,十村 ･薬缶彦三郎を通して,瓜葦 ･珠洲両郡十村11人の
寄合所に出され話し合いの上で.御郡奉行三唱彦右衛門に渡され,そこから.御井用場へ
上げられ,御改作寒行 ･bilFlI左七他5名伸びに上巻行2名,さらには中老･大老3名の吟
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味がなされているOそして,出入りの解決は,十村 ･大沢村内記中.井村三石術門,奨金
彦左衛門 3名と近隣の肝約8名,(敷戸村,寺地相, JL江村,鈴屋村,寺山村,佐野村.川
西村,烏辿村)にまかされている｡
そして.正文6年には, この六ヶ所山についての出入りは決着がつく｡音字き付けによれ
ば,次のようである｡ (前掲巧,第 1巻,P,P,136- 137)
｢長浦村煉之内六ヶ所山二付而私共出入仕峡所 二両相済申Jji
一柳畠大たいらしやノ谷此三ヶ所tLl者ff浦村支配仕侯此山塊ハ一方ハ大杉Lやノ谷おち合
川切下ハ塚切それより昏 木々山を切之歩
-す ミかまひ-畠大杉此三ヶ所山ハ暗国村沓左術門藤左術門支酬上候此山塊ハー方ハしや
の谷かしらこ新塚坑つそれよりLやノ谷川肪切-Jrハすミかま尻ノ新塚三つそれより川
筋切二下ハLやノ谷おち合切之串
一首占術門蒔左紬門支配仕山役として虫子六匁自今以後炎rTrJ'村肝前方江細波シ御公儀様へ
指上ケ可申侯加法旋竹木之価ハ共捕村同時之邸
一昔左術門藤左衛門塩薪跡 よ々りたるミ兵へ出シ申威二小屋地子米毎年五斗宛其浦村-甜収
申所二此度山出入 ノ上こて是以後年式斗五升二相究申侯串｣
上p-己で,前年まで侮年小姑地子米五斗宛il浦村へ納めていたとあるが,これについては
貰文元年以来の約定であった｡時団は.装浦の岩山から塩薪を採出するのに.鉄橋村の塩
浜であるたるみ浜へ出して.そこから.船で曽々木の塩浜へ運んでいた｡その際.使用す
る牛や下人によって,しばしば,塩浜や畑作物が荒らされ炎浦村より苦情が出ていたよう
で,その結果.小屋 ･屋敷を倍JrlL地f米として瓦斗宛納めるようになっている.山出入
り決着後においては.暗闇から央椛へ侮年二斗五升ずつ納めると共に,塩蔭や作物等を荒
さない旨を約束している｡
また,同年 3月には,噂伺頗左術門から同音左徹門になして,古き付けを送り,只山が
入会であることを明確化しているoその内容は次の如くである｡ (前掲軌 1巷P136)
｢共輔村より賢山定岱之串
一､六歩 蕃左衛門
一､四歩 藤左術門
〆
右之適支配可仕鮫山役範小屋地子米歩数二応シ以来造山シ可申焼山之盛者如跡々ノ入
二可仕侯為具後日之証文如件｣
したがって,山出入りの六ヶ所山については,薪塚を合計五ツ築いて,伽畠たいらしや
ノ谷の三ヶ所は,見浦村支配となり.すみかまひへ出入彬の三ヶ所は.u一個 を左'A門 ･戯
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左前門の入会地となったのである｡その際,其珊よりの曽々木矧llの山塊についても,確認
されているo以後,時旭では,山堵 ･墳巨日割王.必ず証文及び絵図を取りかわし,境塚に
損碑があれば築き鮎し.あるいは,境目に未を縫えないようにすることが,代々の心得と
なったようである｡
① その他の山出入りと延宝3年の村境確立前段で.他村との山出入りで美浦村との闇に起
ったものを鬼たわけだが.上 ･下時Eil闇,あるいは.時国家と昏 木々との間では.しばし
ば,山出入りがあったようだOちなみに.克永18年に,孫左衛門 (前田債時国)と昏々木
及び土方額噂鼠との間で [ 〕をめぐって争いがおこっている｡また
寛文年儲の末には,雨晴日日;Jで,尽きひか平山 仏をめぐって山出入りがおこり,布田寺 ･
岩威寺等の仲介で一件落右 している｡
その後,村境について,はiきりした取り決めかなされるのが,延宝3年である｡この
年,これまで近隣一備に争論の絶えなかった村境について村境確立のために,塚が築かれ
るのである. ここで.両時団及び昏 木々に餌する塚を数えるならは.山出入りの轄果築か
れた共捕村との閲の塚のような既存のものも含めて.133にものはっている｡また,■とか
くgr論の多い両時国a)入金額である曽 木々の梅山掛 こついても.取りきめが再柵語ないし
新しく設けられたようであるD (r輸血市史 ･充科偏J･野l替,P,364)
｢時国 ･昏々木簡感に付定跡
塵宝三年,双jJI卸領分粂填,山埴触改故為成.絵図相交申所相遵撫之侯,浜ノ義ハ,
時国村長左術門塩薮より噂囲村腫左新円凍東川切,海浜雨晴国,両曽々未入金二侯#
ニ時国村長左JqT門ハ両白 木々より藤左術門醸浜二於後々年々東銀鍬日入申F相赦ケ梯二
双方以納得相究絵阻上申所,相運搬侯.自今以後乏為せF付取替申所如件｣
また.後年,山論の勃発する岩倉山についても,この時,一応の経謡はなされていたよ
うである｡この延宝三年の境塚設定以来.それまで頻発した村境争いは一段落したと思わ
れるOまた,上崎国においては,貞貸元年以後.天債となって,周即の滞宅削こ対し便位を
得たことは,以前の土方願時代と比べて.その頗界の賛LIEをもたらしたと恩われる｡
り 宕蔵寺とのLIJ論
文政五年 (1822)になると.下鴨国 ･藤左執門と時固相内岩厭寺との間で,山添か起っ
ている｡晴団と岩戯寺との対立は,既にIilj層二年 (1656)に見られる｡岩蔵寺については
古来,選場として由緒ある寺であったようだが,宝層六年 (1756)には,旦家もない貧寺
となる程に荒廃し,住職も気ままなふるまいが多かったようである｡
ところで,双方の言い分であるが,時国側が,砦故山は.元来,村方儀であり,寺屋敷につい
ては村方よりの相対誹地であるとヱ張するのに対し.岩倉寺側は,岩倉寺は古来.拝領地で
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あるとしている｡そして.岩倉等の伐木願に対し,時園側では,舶罪用掛 こ対 し,その却下
を申し出ているのである｡もともと,時蛸の田地は,早損地であり,岩倉等を用水山として
村中の伐木を錬じていた桂で.岩倉寺の不当な伐木については.実際上,困ったようである｡
しかし.双方とも決定的な主張の根拠を持たなかったO岩倉寺によれば,自推2年(651)
の開進で.往古よりの由来 ･旧記はあったか,当地を拝領地とした印物等はなかったようで
ある｡一万,時国にしても,延宝三年のLIJ墳決定の際の絵凶面はあるものの,当地を相対紺
地とする征1写,あるいは,用水山成立の証拠虐類もなかったようである｡
そして,文政七年に御郡孝行干羽政彦太夫等の論所他見分の結果.御井用脇より一応の
裁定が下され,論所地は,領付宮林とされ岩愈寺屋敷は餌付拙筆と定められている｡その他
岩倉寺は,薪用としての下刈りのみ許されている.また,論所地内の田畑は.全て村へ引取
り,新的地とすることとし,その上で,岩倉等の噸いに応じて,村方より貸 し付けることが
軒されている｡
しかし, この時,岩愈寺の屋敷歩数についての裁定がなく,また,地子米の納入方も明ら
かにされlj:かったことから,天保13年 (1842)に至り,再び争論に及んでいる.
その後.弘化2年 (1845)に.やワよ,加算用壕より裁許状が出る｡その結果,岩倉寺
のjJi･数は.584歩8分6厘とされ,以後,東進地と定められ,その他については文政 7年の
裁定を踏鍵することになっているoなお,文政7年の裁定で新開となった僻哀桟の284歩2
分の田畠については.岩倉寺への卸地としている｡これで,長く尾を引いた岩愈寺との争論
は落着する｡
(3)用水山における盗木とその管理について
次に,上時幽家では,持山の半分を用水山としていたのであるが.この用水山に,曽々木を
はじめとして隣村の多くのものが侵入し,盗木したことが.文野より知られる.
この用水L吊ま,松林で,先年より伐木-切法度の山としており.番人を付けているC下時Eg
家においても,前述の争論のあった岩倉山は.用水山であり,両家とも用水山を確保していも
ところで,時国領は,下町野地域にあっては,開塾が遅れたためか,下流地域にありながら
町野川から水を引いてい机 ､｡水利に感まれないので,当地域では,一番の早崩地であったよ
うだ.もっぱら,底田谷からの流水と藤池に依存していた｡現在は,時hl領内に見られる数ヶ
所の潜池は,そのためのものであるDそういうことから,用水山の確保と管理は,時国家にと
って不可決なものであったと思われる｡にもかかわらず,用水山における敵木は文岱から数多
く見受けられる｡
一 7 万 ‥
時国家 ･用水山における盗木 (前掲時国家文世より)
座 長 14(1609)
覚 永 19(1642)
明 暦 3(1657)
二だ 文 6(1666)
延 宝 8(1680)
天 和 1(1681)
点 字 1(1684)
同 2(1685)
同 3(1686)
同 4(1687)
元 禄 1(1688)
同 2 (1689)
同 3(1690)
同 4(1691)
同 5(1692)
同 6(1693)
宝 永 6(1709)
上記のように,慶長14年から宝永 6年に至るまで多数の者が題木している｡ほとんどが曽
々人の者の什共であるが,文甘にのらなかった盗人をも想定するとおびただしい数に上る
と思われるoしかし.このような再度lこわたる慈木に対し.上時国家では.ほとんど赦免し
ている.一応,時国からは営々木に対し,たびたびf告を発し,曽々木からは避判で以後の
溢木を悦しむ旨を8き付けているのであるが.実行はされていない.また,過度の盗木の際
には,公儀-言上,公儀からは御法度研きの廻状がしばしば昏 木々-下されたようであるが,
裁判沙汰とはしていないのである｡当時,御法度の用水山では,枯木,'gi折れ木等につい
ても採取蘇止であったこと,あるいは,用水山の荒廃で実際問題として用水に困窮したこと
からみれば,上時国家の敬人に対する処置は.かなり寛大であったと言える｡
ところで.皆々木の者による在米が多かったことは,当時,皆々木で塩田経営がなされて
いたことに開床している.そのため,多く,塩未として慈んだものらしい｡曽々木の山につ
いては,去浦村からaj田山を含めて皆 木々村申入金であることは,先に見たが,そこから.
塩薪を探出していたoLかし,乱伐によってかなり塩薪が不足していたものと思われるO
宝永 6年以後は払木は見られなくなるのであるが.正徳3年 (1713)に. ｢諸国御料所
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百姓江故仰渡候番付｣が全卸 こ配布され,公儀の収掃りが厳しくなったことが考えられる｡
(4) 時固相における山林の利用とその特色
上時国家では,山林の一般的な利用において.山林を無償で村中に度し付けていたことは前
に述べた｡当家持山のうち,用水山を除いた残り半分は,薪木及び草採取のための山であり,
これを村中にかなり自由に使わせていたらしく,村人は戯兼の暇な時に,薪柴を伐り取り.日
常の燃料等に使用していたようである｡そして.その利用についての対立はなかったoこのよう
に,柵僻的な入金状態が,中世末鞘から明治に至るまで存続したことは,他地域で見られるよ
うな村中入金林野への変質が見られないという点で特異である｡これは.時国が,中世末期か
ら明治に至るまで.多くの譜代下人を使用し,大手作経営を行なってきており,他地域における
ような,従属良民の封建的自営農民への自立が見られなかったことに因ると思われる｡
(藤沢 永三)
9. 林 業
(1)町 野 の 林 野
輪島市全体では,山林画境は20.854hdであるが.町野地区では4,100hdと輪島市全体の 5分
の l強を占めている｡町野地区では,県有林 318ha,県行造林 150ha,林漢公社 170laである｡
そして.町野の山林全休では,杉,あて,松の割合は.5:3:2で,人工林串は15%となっ
ているが,杉,松,あての場合,人工林率は3割強程度と痛くなっている｡
また,富山県林米公社による分収造林が,行なわれている.これは,個人の土地.入会地の
地上髄のみを県へ渡し,県の林菓公社が,lhaあたり1年胤に2,30万円の塑用をかけて,摘
林から伐採までを行なっている｡植林してから40年くらいで伐採し,利益は公社が6凱 地主
が4割o)割合で配分されるCなお.分収造林とfj:るのは,1団地20710以上となっていたが,昭
和49年から10ha以上,iJ5まれはよいことに変わった.
(2)町野の森林組合とその活動
地域林東の中核的担い手となっている森林組合は,経営指*.施策受託,共同販売等を行Ii-
っている｡蛤良市には,輪島市森林組合,三井森林組合,町野町森林組合の3組合があったが,
昭和48年 8月,輪島市森林組合と町野町森林組合は合併した｡町野町森林組合は,旧町野町 1
地区からなっており,昭和27年に設llJL,現在0)組合員は415人で,LLr林総而朋 4,100haO)う
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ち,組合員所有面掛 ま3.155hcとなっている｡なお,町野には労務健がなく.合併した現在は
絵島市の労務姓が造林などの諸作業を｢矩行なっている｡ (町野町総面掛54.馬6ki)
(3)林野所有と林業労務者 丁
尊貴林崇は,l軒で,250haの山林を所有している｡兼兼を行なっている人は,農家の3分
の lで,そのうちの3分の 1は5IM未満,3分の 1は6-40ha,残り3分の lは41ho以上の山
林を持っている｡なお.林糞を行なっている人の大田分は,E3菜と兼業を行なっている｡壌近
地元に電気塵集の工場ができて,パートとして働いている人もいる｡この工場には,農家の人が
多いので,点無期には休みとなる｡
後継者は大阪,中京.金沢へ出て働いているが,中年頓になると家を継ぐために帰ってくる
人が多い｡
地元では,出かせぎ防止,過疎対束,現金収入のBiとして,県が森林労務者を 100人ほど層
い,公社の仕事を行なっているD この人たちは.嶺林所有者ではあるが.面劫が少ないので,
朝と夕または休日に自分の森林の仕野を行なう｡
-
(4)林業会社とその活動
町野には,広江林選と西浦林集の2つの抹茶会社がある｡この林藁会社は,新結,保育 (下
刈り,枝打),搬出の仕平を行なっている｡広江林業では.常用人夫が50人で,下刈織60台.
チェーンソー25台を有し,森林組合が甜け負,?た公社の仕琴を行なっている｡この場合,森林
組合は10-15%の手数料をとる｡西浦林濃は.広江林農よりも小規模であるが,県有林,県行
戯林の仕事を行なっている｡
これらの会社は.仕一Jiの実株ができると.値接.仕事の甜け負いができるようになり,契約
保証金を出さなくてもよくなる｡屈用人は,並楚農家の人々がほとんどで,虚繋掛 こは良策を
行なうために,給料は日給の形でもらう人が大部分である｡
(5)造 林
ア 甫 入 手
杉の似合は.秋rtl,新札 山井眼から森林組合を通じて購入する｡宙のつくり方としては
唖をまいてから作る共生 (みLJ:う)と,さし未の2つの方法があるo軽を採ったり,さし
木にする枝を切りとられる未は,虹知rLlこよって指定されており.苗をつくるのに,知歩の
許可を得てから行なうよう(こ決められている｡ これは.木をせ伝上から,りっばなものに保
つためである｡また.林uTfF5=でLT.i単比lこ苗木の交換衝間が決められている.これは,あまり
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逢った気家集件のもとでは,木が育ちにくいためである｡
あての場合は.個人個人で3- 4月 (つゆでもよい)に.さし木をし,2年ものを春と秋
に縫える｡なお,門前,柳田では森林組合で,さし木をして宙をつくっているO
イ あての植付け
(D 秋 植 え
9月 地こしらえ
10.11月 植付け
12-3月 出かせぎ
4. 5月 雪おこし
6-8月 下刈り
⑦ 蕃 植 え
10.11月 地どしらえ
12-3月 出かせぎ
4月 組付け
8月 下刈り
能登の特産樹であるもあて "は.県の木lこ指定されていて,価林がすすめられている｡租
林に対して.国と県から補助金がでる｡その額は,あて (2万円弱の補助金)のほうが,杉
よりも多く,植林後,半年ほどで与えられ,その額は海年,物価に応じてあがっていく｡
あては.半陰樹であるので,まず杉を植え,杉を切る前にあてを杉の下に植える｡そして
それ以後のあてのふやし方としては,伏灸更新が行なわれるO この方法は,あての木が植林
されて7-10年たつと,その一番下の枝を折れないように地面に押えつける｡その押えつけ
たところから根が出て.あての木がはえる｡新しくはえたあての木も.同様なやり方で増や
していく｡ この方法でいくと,卓抜林となり.7-10年ごとに順番に切り出していける｡な
お,この方法は,三JF,町野地区で行なわれているものである｡
※一番下の枝を地山に押えつけているものは,あての枝の根もとめ所だけを切りとって
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さかさにしてさしたものである.
下刈りというのは,木と木o)闇の雅等を.木の成長を妨げないように刈[)とることである｡
そして植林のやり方としては.木と木の胤を広く縫えて下刈りを行なう方法と,狭く絶えて
下刈りを行なわない方法の2つがある｡町野では.前者の方法をとっているらしい｡
り 枝 打 ち
枝打ちは,11月に行なわれ,つゆには行なわれない｡これは,つゆに行なうと切り口から
バイ菌がはいり.木が傷むからということである｡
エ 伐 採
民有林の伐採では.3割が輪島の帝林組合の労凝薮に切ってもらい,2割は自分で切って
自家消費,5割は町野に8人いる木材轟音を通じて切ってもらっている｡
あては,強じんかつ優雅な枯野のため,建築や便器 (輪島塗)に利用される｡町野町のあ
ては,漆器には利用されず.建築用にほぼ全部が地元刑班されている｡価格は特産であると
いうことと,杉が40年くらいで伐採できるのに対して50年くらいと,成長が遅いこともあり
他の木よりも少し高く,普通の杉材の 2- 3割布である.
(6)その他の林産物
ア 木 炭
戦前は販売用の木炭を生産しており.昭和20年代は木炭生産の最盛肋だった｡ところが,
全国的傾向と同じく燃料のプロパンガス.輪帯ガスへの垢換により減少しはじめ,30年末と
ろまでは生産されていたが,現在では.家産消無用が生産されているlこすぎなくなっている｡
イ しいたけ栽培
木炭の照要の減少にともfj:い,ならの木を利用して.10年くらい前からしいたけ栽培を始
めた｡自家用のものは100-200本のホダ木をpTr有しており.吃塊蟻は後でも述べるように
林蒐構造改音詩異により70%の椛助をうけ,A-同で経営している.
寺地しいたけ生産浪合,鈴屋しいたけ生産組合.発議しいたけ生産組合かある｡
個人経営をしている人も5人いるが,すべて段真と兼農である｡出荷は良協を通じて行な
われている｡
り う る し
輪島塗に使われるうるLは,現在ほとんど中間からの輸入にたよっているが,国産のうる
Lに比べると質が劣る｡少しでも国内産のものを生産しようと,石川県と輪島市のタイアッ
プにより増産,ひいては自給自足をめざして,指等が行なわれている｡うるし栽培には土
地が肥沃で水が必要なため以前は,田のあぜlこ植えられていたが:これでは樹液採集の労費
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が布くつき,中国産 うるLIrIE日 万円であるのに対し,国産のものは11万円である｡
町野町では.うるLは10年前には生産されていたが,現在はまったく生産されておらず,
輪島榛器組合と石川県.輪は市が事案坪の全額補助をして増産をめざしている｡ lhaあたり
3万円の塀遜蟹が必婆であるが.国と県で50%市で25%組合 25%の補助をしている｡
米の生産調髄が行た‖つれたので,鉦奥の田の水はけを良くして,うるLを植林したり,町
に出てきた人の畑に地林したりして,まとまった地域に植えていこうとしている｡
昭和48年lこは5ha茄音地区に値林し,49年度には 1ha金蔵地区に舷梯する計画である｡
500hdの達成EI掛 こむかって増産を進めているれ 樹液がとれるまでには15年 (10年とも聞
いたか)かかるそうである｡
(7)林業構造改善手業
林業粒度確の増大.生産性の向上及び林Ti従lj者の所得の増大をめざして行なわれた節 1
次林業構造改着平米は46年をもって終了したが,47年齢 こ節2次林英榊進攻藩帝某を発足さ
せ.48年度から串箕を開始 しているが,この初年度に輪島市も指定され,48年度～51年度
までの 4年間実施されることになった｡
町野町のものについてみていくと, 経営X･敵の充実iP菜の帯皮Rt的団地臨選抜宮促進事
業としての川西団地.協菜の推進･A機 の曲集生産基盤の削 措瀕糞としての広江繰.寺地線,
農本滋肺の高度化/lf濃の特殊林産施設としての鈴屋しいたけ生産組合がある｡
(8)林業構造改善事業による新しい林業
ア 川西田地について
零細な経営形態であるが,今後における民百林林箕の発展のため,これらの林家階暦の経
営構造を改昔することが必要である.今後の政審弔濃としてこれらの零細lj:経営規模の拡大
をはかるため高度集約田地協選経営促進事典を町野町川西地区の240haの田地で行ない. 1
haあたり50m以上の高密路軌 モデル造林.機械の串入により自il_林家の育成を行なう計画
である｡ (一部は実施されている｡)
川西馳地は町野町の中心部を流れる町野川の西にある地区で,人工林 145.8飢O,天然林
94.35ha,人工林率64%であるoまた人工林尊敬 10,687nE(スギ6.581nf7テ 3,821ni, マ
ツ 2857Tt)となっている.森林所有者は 113名である0
15hoのモデル造林地を計画し,48年齢 こは3haが実施され,49年度には6.5ha.50年度に
は4.7ha,51年慶には0,8haが実施される予定である. こCL)Lll地は 100%の造林率をめざし
ているJJである｡
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補助のほとんどが費やされるのは林道で,70%があてられる.その他,機械などの導入に
あてられるが.林乱 作共通及び敵城を村人することにより生産料 まかなり姑少する.
イ 鈴屋しいたけ生産組合
町野地区におけるしいたけ生産状況は,年間生しいたけ&530kg,吃燥しいたけ500k9で
ある｡
近年木炭の減少に伴なって広重樹の利用が織少し.拡大造林の進行をはばんでいるのだが
その広重樹林の活用と拡大造林のための鮮未処理.過びlこ農閑期連休労働力をしいたけ生産
にJB臆させ,未利用林分の高度借用をはかろうとしている｡又短期間で資金回転ができる点
も注目されている｡
販売面で交通が不便なため.艦燥しいたけ生産を目的として鈴屋しいたけ生産組合がつく
られた｡そのための施設として乾塊織 2台 (荒乾燥用.仕上げ乾燥用).原木伐採のチェ-
ンソー2台,軽架線 1セ ソL,穿孔織 l式,スプリンクラ-1芸,ならびに乾燥兼作兼用建
物を萄入する計画である｡
受益戸数は6戸,乾燥しいたけ生産丑の予定丘は1.000kg,相木生産血は500neである｡
(井上 悦子,西山ひとみ)
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昭 和 5]年 度 巡 検 レポ ー ト
(福岡県 ･平尾台,大分県 ･姫島)
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1. 日 然
(1)平尾台の地形について
北九州IrV小倉区南部で国鉄日田線呼野駅の粟七日亡は,海抜350-680mの平坦な台地が
あって平尾台とよばれるQ巾は1.5-3mで.此菜一南西にのび.延長約 6K仇の石灰岩台地
である｡台地面は,波状丘陵をなして,轡平原の跡を残 し.そこにカルス ト輪廻の様々な地形
をあわせもっているが, ここでは ドリー ネ･カレン･石灰洞をとりあげてみるo
① ドリーネ 平尾台の石灰岩は,中生代白亜尼の花樹岩貫入による熟変成をうけ,完全に
培晶化しており,節理等の列軌こ富んでいる. ドリー ネの配列は.幾つかの層軌 こ雄申して
おり,岩野qF_ぴに地質旗造上の弱掛 こ支配されているO配列方向は.北ないし北東から南な
いし南西に向うものが主であり, これに属する ドリー ネ列は,台全域に見られる机 掛 こ,
中峠から平尾邸掛 こ向うドリーネ列 ･溝火盆地の ドリーネ列 ･台南郡の ド1)-ネ列が著LL､o
また,これに直交する,酉ないし北西から菜1言いし南東に向かうものも認められ.吹上峠か
ら不動坂にかけての平尾ポlJエ内の ドリー ネ列はこれに尻する｡次に. ドリーネの形態をみ
よう｡平面形は,いずれも円形ないし冊円形をしており,口径は 10-80¶tが卓也してい
るO小さな陥没したばかりのような1-27rtの ドリーネや,大きなものでは.代表的な大穴
(口径 700m･深さ80m) ･小穴 (同200m･35m)も見られる｡深さは,4-ll
mが卓越しているo側斜面傾斜では 160 -350のものが最も多いが,台北部の西側や平
尾ポリエ周辺には100-20Qのものが,芋郡原 ･蕎火盆地には200-300のもが多
いO羊郡原付近で,大きな ドリーネの傾斜を測定すると400近かったD これらの ドリー ネ
は.石灰岩層の厚さ,地下水平高度に支配されている｡後者は,不透水層や基野岩の存在に
よって差異を生じるが,平尾ポリェ内の帰水現象 ･中峠のアプライ トの岩脈と滑水現象によ
ってもうなずけるものであろう｡秋吉台の ドリー ネと比較すると,ツウイーツチによる分類
の井戸状 ドリーネおよび水流や絶壁をもつ深い ドリー ネがはるかに多いDまた,2万 5千の
地形図で1Kd内の ドリ-ネ数をみると,長高が571平均が約30で,秋吉台の同67･
40に比べやや低密度であるo次に大形の ドリ-ネしか表現されIj:い5万の地形図では,辛
尾台 30･秋吉台20で.2万 5千とは逆な価を示す｡これは,大形 ドリーネの密度と中形
ドリーネの密度の関係が必ずしも単純でない亨を物語るものであり,重要な関係の介在を思
わせる｡なお,大中形 ドリ-ネと小形 ドリー才･の蘭鋳もこれと同様であるQ
⑦ カレン 台北部において,カレンは急斜面により多く見られるD特に大穴 ･小穴から南
へ岩山･羊郡原 ･竃火盆地 ･且飯山にかけての東側に著しいo西側は被覆カルス ト的性格が
酔いが,東側は.半裸出カルス トを形成 している｡ カレンは, ドリ-ネと同様直交する二方
向に大株が走り.小燕もほとんど同方向に走っている｡更に,各 々小津に分離されたカレン
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には.溶蝕溝としての徴小溝の発達が見られる｡大溝の中には, ドリー不が開口し,碑の部
分が被撰部,うねの部分が裸出都という配列をとっているOまた,小溝の溝巾は数十cmから
数mまで,様 々で深さは3m以内である｡徴小溝は,一般に凝大傾斜の方向をとり放射状に
配列し,構巾は数cm～30cm･深さはごく洗いものから30-40cmのものが多いが,中に
は1m以上の深さをもつものもある｡この比較的小さい微小溝は,節理にそっており,小溝
に至り,やがてはカレンを分離すると考えられているOカレンは,鉄棒土でかなり厚 く壌わ
れているが,地表に現われている部分には地中溶蝕 (差別溶蝕)をうけた形跡を残 しているO
すなわち円形の孔 (蔑みの部分のみに見られるもの)と洋みであるOいずれにしても過去に
は敏襟状態を里 しており,荏みの部分は地中で徐々に溶蝕を受けたが,ある原因で急劇 こ残
倖土のLbi-L出が走ったため,現在その部分が露出していると考えられるOその最も有力な原因
として. ドリー 不の鵬口があげられるO ドリーネ壁のカレンは,車軸状に収れんしており,
小穴において最もよく現われている｡また,且殻山 ･若山は,コックピLyト状丘陵でカレン
は,流水ぞいに放射状に配列している｡秋吉台のカレンに較べて結晶質のソフ トな石灰岩で
あるため.カレンがきわめて丸味をおぴ,また玉ネギ状風化も見られる｡
① 石灰洞 石灰洞は,秋吉台その他に見る様な構造支配を受けていないが.曲流の著しい
水平洞の発達とそれらをつなぐ役割をはたす垂直洞が特色的である｡水平な石灰洞の多階性
が地下水位の不運崩変化に帰因するという仮説が.日本で崩初にここで指摘されていたこと
が注目される｡ ここには.千仏洞.背竜洞,牡鹿洞などの石灰洞があり,開口部はすべて束
側であるO千仏洞は海抜300m地点に開口し.はば北北東に走っているが,入口は基磐岩
の田川変成岩類と平尾石灰岩眉との墳非郡にあたるO既知延長は,小倉高等科学部の実刑に
よれば (1964),540mでそれ以上は確になり通行不能ということであるO洞床には
節理が走っており,それによって拡大したことがわかるodripstone ･flOWStOne
は非常に少なく.渦度には多数の凹凸がある｡特に大きなものは50-100mで.現在水
洗を見る段もあわせて3- 4段ある｡ある簡所でそこに手をやると,旧河床であることを示
す泥がついていた｡ この各々の各段にも10-20cmの小さな凹凸があり,宮久等 (196
2)は,氷河性海面変化によるものか.あるいは一時的局地的な洞天井陥没による地下水面
変化によるものと考えているOが.年間当りの海蝕患十傑蝕丑の値が得 られない限り,そう
であるとは断言できないように思われる｡試みとして溶蝕基準面の変化をもたらす諸原因と
洞内での側方侵蝕と下方侵蝕の相対的な強娼鶴係を衰 1に示す｡ (なお側方侵蝕も下方侵蝕
も溶蝕を含むQ)洞上方がせまく上にのぴ,下刻の健勢期を示唆しており,入口付近の天井
は高いが,奥に進んで行 くに従いだんだん低 くなっていったoその上途中から流水内を通行
しなければならなかった06月兼というのに水温はかなり低かった｡
(2)平尾台の地弓削こついて
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(罪 1衷) 溶蝕基嘩面の変化をおこす原因と洞内での側方侵蝕 ･下方侵蝕の強弱関係
滞 水 面 変 化 地 盤 超 勤 洞 天 井 陥 没 降 水 胤
I ∫ I ∫ ○ × + -
側方侵蝕 側方侵蝕側方侵蝕 側方侵蝕8lIJ方侵蝕 側方侵蝕側方侵蝕
> > < > > + +
下方侵蝕 下方侵蝕 下方侵蝕 下方鰻蝕下方侵蝕 下方侵蝕下方侵蝕
侵餌溶蝕) 侵 蝕 侵 蝕 侵蝕侵.蝕 地下水虫地下水丑
韮 準 面 益 準 面 誠 準 面 基 準 面 基 準 面 柄 加 減 少
この地域の地質系掛 こは,田川変成岩類 ･非変成古生界 (岩質により平尾台石灰岩層 ･市丸
軟凄石屑 ･東谷砂岩粘板岩眉に分数) ･花尚岩類 ･均質および沖村屑がある｡
① 田川変成岩類 台南東部に分布 し,いわゆる三部変成岩類の一部とみなされるo原著が
粘板岩から変成された黒色千枚岩ないし深色片岩を主とし,千枚岩砂質ないし砂質片岩 ･仰
緑凝灰岩および樺緑岩からなった緑色片岩を伴い.珪質片岩の薄層をはさむ｡いずれも変成
皮が低 く,地層の走行は-鰍 こN600-7OqE.傾斜は400-600で北西に傾く｡
見掛けの上部で平尾石灰岩に接近したところには.かなり顕著に緑色千枚智を挟有するO北
東部および南西部の花的砦矧こ接 した部分ではね変成を受けてホルンフェルス化しているが
その範囲はかなり狭い｡
① 市丸歓珪石屈 域外北原方の恒見および苅田B面から平尾台を経て南方の春寄島,さら
に南西方の船尾山に比較的大きな石灰岩徒が散存し.相互の間は花胸倉類の旦人や古解三系
の分布により絶たれているが,大局的には一連のもとにある地膚とみなされる｡これら石灰
岩話者裕の北西には,いわゆる軟珪石鉱床として禄行される特殊の地展を伴っている0本地
域では,市丸珪石盾とよぷO軟質な珪質右であって.比較的に新鮮な部分を見ると,チャー
トと石灰岩との厚さ数冊以下 17m内外までの鵜状如互鹿で風化した郡分 (おそらく熱水作用
を受けたのだろうC)では石灰分を失って.赤褐色 ･暗灰色ないし暗黒色を呈 し.多孔賓で
脆弱な灰右横の軟かい岩石となる.この種のものは石灰岩層の凌辺部でチャー ト盾への漸移
借を構成するものと推定される｡本牧珪石眉の中央部よりもやや石灰智側に片寄って,走行
がN600-70oE方向の背斜軸があって.本鳥延長方向にのびるO背斜の南東側では,
600-700で南東に.北西側では500内外に北西に傾 く｡背斜構造の北翼側には,也
較的野菅でやや避椀性に富む石灰岩のレンズが 1-2層兄い出されるが,化石は未発見であ
るOまれに輝緑寂灰岩や粘板岩の薄層をはさむことかある.
① 東谷砂岩粘板岩届 台の北西方の成谷地攻から小森の西側一帯の山地には,砂岩 ･粘板
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岩からなる累層が再出しているo当地域では束谷砂岩粘板岩地層とよぷQこの塁厄は砂岩お
よび粘板岩の互届である0秒質は一般に出色触塩里撒なものが多いが,健かに淡黄褐色を呈
した中粒ないし也粒抄質もある0-万粘板岩は,一般的に銀色ないし灰黒色で整版なもので
ある｡東谷付近での一般走行はN600-TooE,傾斜は北西方に700ないし垂直を示
し,東谷の南西方の丘陵では北西方に450内外の傾斜を示 している｡見掛け上の下盤側に
ある市丸叔珪石厄と互いに移り変わるものとみなされる｡
① 花樹岩類 台北東側には角閃石黒空母岩が貫入していて.その分布は域外に向って広いD
石灰岩 との接触郡を追跡すると地形に対応 してかなりの凹凸を示し,また幾つかの小さい石
灰岩および-郡に田川変成岩質をもルーフ状岩休としてILJ廠部にのせているので,角閃馬車
母花尚岩は比較的ゆるい傾斜をもって,田川変成岩類や平尾台石灰岩に貫入しているものと
推定される0台の南半分には,呼野付近 ･金辺付近およびその南に花尚関城岩が宮入 してい
る｡おそらく断層にそって岩珠状に五入 した角閃石鼎尊母花偽岩の周辺相であろうO このう
ち呼野付近の花組閃頼岩は.平尾石灰岩盾を切断 した竜ケ鼻を含む地塁化した岩塊にfr入し
ており,花総閃緑岩の貫入によって地盤が作られたように見える｡このことは.断層の生成
が花尚閃長岩のfr人と解凍ti-親疎にあった事を暗示するO花樹君類の質入によって平尾石灰
岩層との接触掛 こは接触交代作用があって,しばしば珪灰石の生成やスルカン常が見られる
が.その大理石化のほとんどは鵜変成によるものだ,ろうQ
① 付着岩脈 上矢部部落からはば北にのびて平尾台を践斬 して,扮岩の岩脈が認められるD
厚さはおよそ20m内外で,比較的大きなもので,地表では 2ヶ所諏められるC2宕休の延
長は同一線上にあって.南棟部では石灰岩層の南限で食遭いを生じているので,断層面に耳
入したと推定される｡
① 平尾台石灰岩 平尾台を構成する石灰岩屑で.一般に白色ないし乳白色を皇 し,ときには
やや灰白色を常びるO一般に轄品質で,花樹岩の近 くではしばしば経数cnの大きい藩晶もあるが,
遠ざかるに従って縫数柵の楯状結晶から次筋に粒度を減少 して微細な結晶に移る｡一一般に層理
が明瞭でなく塊状であるが,部分的にはかなりはっきりした所もある｡例えば台地の縁辺部がそ
うである｡石灰岩がほとんど全域にわたって結晶して大理石化しているので化石を産せず,
その地質時代は不明であるが,おそらく石庚系ないし二塁系のものであろう｡なお,本石灰
岩中にはチャー トや粘板岩同の挟みは見出されない｡粘土牌および凍質層を鍵層として4層
にわけたが,その新旧が判別できなかったので見掛けの下部からA-D同と名付けた｡
a･A層)台北西側で庫 く.小森東部ではおよそ250m以上に遵するが,北東に向って帝
くなり,塔ケ時付近では欠除される｡南東側では比較的に厚さが一定 して,約70m内外
であるが,千仏部落の北虎方では見出されない｡その他平尾部落の南西では背斜軸の頂部
において僅かに蜜出が見られるが.下限は不明であるB市丸軟珪石属と軽合関係にある箇
所もあるが.大部分は市丸届の上郡を古め,少 くとも一都は市丸厨と漸移馳係にあるoA
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層の上限は粘土層によって限られている｡8-C臥 亡比べ苦土分に富むのか特徴であるb
b.粘土億)本粘土居中には層理i･示すところあり.砂億岩あり,あるいは絹鉄鉱団塊を含
むなど,単なる断層に由釆する粘土層とみることはでき馴 ､｡A層上にできた不整合粘土
盾と考えられるが,本粘土層に沿う両上位の断AJが見られる点から,この粘土層に沿い,
部分的にすべりよった断層を伴うとも考えられる｡
C-B暦)A屈の上位にあって,下限は粘土層と捷するが.北部の塔ケ峰付茸では直接に市
丸軟珪石層にのり.また甫AF月二仏部落北方でもA層を欠いで田川変成岩商 と直接に捷するD
また北部の角閃石盟雲母花簡岩の上に, ルーフ状にのった部分でもA層は見られ別 ､O木
屑は,鹿つかの断廟で断たれているものの.大局的にはW字をえがいて分布 している｡厚
さは120-180れ内外であるか,A眉に比して変化が少Tlいo色は白色ないし乳白色
を呈し.JE出面下 1-27nm程度の面に撮色の浸典が見られるb
d,C眉)B層の上盤価の石灰篠岩別 .し石灰角韓者を下限として,これに重合する石灰岩
屈をC盾と呼ぶ｡C屑の上限は,さらに上盤側に現われる石灰岩礁ないLJ角嫌をもって墳
されるO厚さに変化の多い地層で.2007n以上に連するところもあれは,I00mにも
達し1i'し､所もある｡一般に 150m内外で.石灰皐の色は白色lj:いし乳白色を皇す.B層
に比べて多少灰白色を帯びる｡
e･D尽)C眉の上盤榊の石灰岩雄岩ないし角硬岩をもってはじまる地層をD盾と呼ぶ .D
層は下限の硬質岩の他にも康質岩を旗有する｡平尾野暮の北方の厚層の横雲岩 ･台南西方
の竜ケ鼻小岳間の優野岩 (角凍および亜円硬で.5- 10m内外の嫌からなる｡)の禰層
が.D層の挟みとろはされているO石灰岩は白色ないし乳白色を里 し,C厨と同種多少灰
白色を帯びるo
(3)気 候 ･植 生
年平均気温 16,6℃,時水応は1825.0冊であるが.冬卸には砲撃もみられる0 本土類は ド
r)-ネ底の湿渦な場所に与られるのみで台上の大野分は革本類であるo草本類は暖地性のもの
よりも寒地性のものの方が多いD このような草本地域では中性に近いフミン軟が主成分となり
石灰岩の熔解にはそれほど大きな牧田を果たさない｡気候要素としての気温 ･降水丘はか レス
ト地形の形成に対して単軌に作用するのではなく,それらの番合した形で彰馨を及ぼすと思わ
れる｡即ち地下水の温度とCo2含有料 ･CaCo耳の溶解性力 ･植生 ･生成される腐植の酸性
度等である｡
※ 植生)平尾部落付近を除いては台地上に水流が甘く.また二表土もきわめて浅いので,植物
の生育が悪 く,ササ ･ススキ .ヤマハギなどを主とした草原で,この間に小さい低木が点生
しているにすぎない｡ しかし石灰岩地であるため.他の山地では見られない特殊の植物がい
ろいろ生育している｡キョウジガマズミ･イワックバネウツギ ･イシハデ ･タンテンダなど
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は日本国内でもその生育地がきわめて少ない｡またオニシバ リ･ムラサキ ･ギンバイソウ･
シロバナ-ソチョウゾル ･ツクシンモッケ ･ミチシバ ･チョウセンセメアプラススキ･キビ
ノクロウメモ ドキ･カラタチ･ツルテング ･ミヤコミズ ･クロタ車力ズラ･キョズミウツボ
･ヒナノキンチャク･ノヒメユ リ･マネキグサ ･オオイヌノ-ナヒゲ ･モモ ･ヤマブキ ･ヤ
マ ドリゼンマイ .ホウライシダIiとは,北部九州では珍 しい塩物である｡ しかし,大部分は
あまりめだたす,その生育の場所も限られている｡台地上には.その他多 くの花が美しい植
物.可憐な櫓物があり訪れる人の日を糞 しませてくれる｡ (中 村 由美子)
は)平尾台巡検の感想
小倉駅からバスで30分ぐらい.約 15払1いくとjBは坂になる｡途中,南の方にセメント会
社の砕掘境が2,3ヶ所.灰色の切りたった岩はだを見せていた｡坂道を登りきると,ふみ台
の上にあがったように.目の前に台地か広がってきた｡地図でみると,接面 360mの所で等
高線が街から疎になっている.ここを境に北東から南掛 こ巾2細長さ約 7加,腰高360Tnか
ら6807nの平尾台が広がっているo小さな抵伏のあるまるみをおびた台地で,これは地形の
輪廻上では山地が侵蝕をうけ.削刺された縫末地形の準平原にあたるらしいO平尾台の中央よ
り東へ千仏洞にむかう｡途ヰ㌧ 道のため丘が斜斬されていて断面をはっきりあらわしていた｡
石灰岩は歯のように地下に根をおろし,一部は地上に荘出していた｡数mの巾の節理が水平.
又,下方に向って走っていて,雨水溶敵 地上擦蝕のあとを示 していたO ここの石灰岩は結晶
質で,色は灰色,大きさは Ilr]tぐらいで風化 してもろかった｡このような結晶質石灰岩を石灰
岩柱という.石灰岩の上とか.われ目に赤い土がはいりこんでいたOこの赤い土の成臥 ま石灰
岩の溶解か進むとき,石灰岩に含まれている不純物が残って.それが赤味をねびて或留土壌に
なる｡ これがテラロサで平尾台の表面をおおっているOそして,このテラロサにおおわれてい
るカルス トを被埋 カルストといい.地上に表われているのを裸出カルス トというo地上にはた
けが4,50C71の草がおいしげっていた｡テラロサはなかなか肥沃な土壌であるらしいO
それから束へ進むと,数個の ドI)-3.がみられたD底には商い松の木がはえていた.丘陵上
斜面にはそのような高い未はあまりみられない｡ しかし.ところどころ集中して見られるo
又,東へ進むと.水がゴウゴウと鳴る音がして,70,80m下ると.千仏洞があるO千仏
洞は平尾台の束のはしに位置し,横面約300mの地点で.東に開口している0 1964年の
小倉有等科学部の実利によると.既知延長は540mでその以奥は穂になり,濁行不可能であ
る｡千仏洞に下る坂の所で緑泥片岩 (塩基性千枚岩.樺色をした千枚岩)を採築 したO これは
田川変成岩の一種で,泥岩と粘板岩Tiとがおしちぢめられた岩石で.2つの岩石の中間位を示
し剥離する｡塩基性千枚岩は平尾台の南東側に分布 し.｢見解岩の田J廿変成岩軸と平尾石灰岩
層の境界邸｣を証明するO
錬乳洞内軌 ま朱に地下水が流れ,嗣壁には数個の凹凸があり,一番上の凹所には鵜1-'ほい泥
-少kl‥
みたいTitものが堆積していた.これは.管.ここを地下水かAIJ面を溶解しながら流れた跡を示
し,この堆栂物はその時典から旅されてきたものか堆柑したのだろうO
ここで,千田昇氏は ｢九州における二つのカルスト地晩の比較研究｣の中で｢洞壁には多数
の凹凸があり,掛 こ大きなものは50から100cmで,現在水洗をみる段も合わせて3- 4度
あり,その各段に10-20cmの小さな凹凸がある｣と述べており,富久等 (1962)は小
凹凸を氷河性海面変化によるものか,あるいは一時的局地的1洞天井鴨没による地下水面変化
によるものと考えている.しかし,年間あたりの帯解量+侵血血の値が得られない限り.凹凸
がいかなる原因によるものかは説明され得ないと考えているOこういう事実は確かに目で見る
ことはできたが,側方侵蝕.下方偉臥 機軸 (帯地)基準面の上昇,低下などはっきりどうい
うことなのか理解できなかったd何年かかりで.どのようにしてできたのか知りたいO
開口邸近くで.籍晶質石灰岩を採集した｡転品の大きさは,2-37で色は白っぽく.光沢
が少しある｡
千仏洞を札 千仏洞の上あたりの丘陵をみると,中央に巾5- 7mの粘土盾をはさみ,両側
にカレンをもつ石灰岩暦があり.東の方に偉いていた｡これは階原市人民のいう ｢NE-SW
方向に走る2向斜. 1背斜｣ (北九州平尾台付近の地質)の向斜の梯断面であると思われるO
そしてこれは.南の方から上廟,中層,下厨となっており.地層が逆転 している. ここの他廓
の所は＼､いわれて見れば 〝という感じであった｡
そこから,西北西へB0O桝ぐらい行き,小丘に任ったO北の方に高い山があった｡ これは
耳山 (71I.8m)で花梅岩で形成されている｡
ここで,平尾台の地質図を見て,千仏洞とよぷの駅を患ぷ政で切ると.西から花樹岩.田川
変成岩.平尾JE灰碧厨(^ 層),平尾石灰岩廟 (8u).平尾石灰岩層(C屈).平尾石灰岩
層(D臆).平尾石灰岩胎(C剛 ,平尾石灰等Iij(B憤).平尾石灰岩厳(A厨),田川変
成岩眉と続き,それぞれの厄と眉の闇にはWTr層が慮っている. これは平尾台がしゅう曲し.そ
の後,雨水によって侵蝕,港解したことを示すのだろう｡
次に裸出カルストの義附 こは頂部より,稜線をえがくように大小の帝が走っている｡ これは
表土を流されて表われた石灰岩が雨水によってホ触された跡で,汝覆カルストが穀透してきた
雨水で帝蝕されると.円形の孔とくぼみを作る｡今回の巡漁では,そこの民別を且のかしたが
二つの場合を遜ってきたカレンもあるのであろう｡
ここで,石灰岩について.石灰岩はさんどや有孔虫のからやフズリナの死体が沈澱した庚故
カルシウムを主成分とする堆flL封で.一般には化石を俳うのであるが,平尾台の場合は,石灰
岩が熱変成をうけ結晶ti化している凸籍晶の大きさは0.8Ⅷ ～乙3mぐらいのものが観察でき
た｡割ると方解石のfJF甥 のへき解を示すD方解石の三角 (結晶)は見られなかったO又,その
捨晶質石灰岩が熟変成をうU .再蛤晶した石灰岩を ドリー井の稜で採集したO大きなへき解の
性質を示しており.亦鉄鉱が少 々まじって赤味をおぴていた｡又.石灰岩の中に粘土のまじっ
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ているものもあった｡ これらの結晶の大きさのちがいや,色のちかいなどは熟変成の速度,温
度.不純物などいろいろ作用しあうのだろうo
虫後に平尾台では.平坦部に赤い地はだを見せて,畑を作っていた｡秋吉台ではテラロサの
肥沃1土地で倍し畑として古くから利用されているらしいれ 平尾台ではだいこんを抱えてい
て,牛もかわれていた.牛は曲臭公害をおこすが,排水はよくできているのだろうかo
平尾台にいってみて.はじめてのカルスト地形にびっくりしたのだが,何年もの間に形成さ
れた地形のある一寸を見ただけで終わってしまったという感じある｡芙鯨見るということは非
常に重要なのであろうが.その後の考察,どのようにしてできたか,形成されていくようすを
息いうかべてみるということはそれにも負けず大切だろうO文字だけで,えらい人の軒いた論
文を読んで"ふーんそうか Pと納得 してしまう｡平尾台のカルス トにおいても.私はそうして
しまったような気がして,言葉で子どもによくわかるように鋭明ができるように1よりたい｡
(合 田 兼寿保)
(5)姫 島
｢姫島は地質の模本壷である｡｣と言われるだけあって,なるほど,その地形 ･地質 ･岩石
のようすなど.狭いTilがらも興味深いものがあった｡姫島は,国東半島の東北海上 ･周防さ削こ
あり,東西 7h ･南北 3Km･周囲 17払】の孤島である｡姫島が果郡･中郡 .頗郡の三地域から
成り,各地軌 i互いに沖積地で遜培されていることは,伊美港から姫FB港へ向かう船の中から
それと知り,同時lこ,そのおもしろさに.今後.島内ではどんなめずらしい地形 ･地質に出合
うのかと患うと.助が高鳴ったO
第-日目,公民館で,姫島の歴史 ･壷井 ･地形などについての大まかな況明をきいたあと,
観音崎へ向かった｡観音崎は島の北西郡にあり,高さ90m･長さ120mで,周防掛 こつき
札 そそり立っているO千人堂がある鹿埠部付近は,地表に黒席石の拓出が見られ,眼下にも
波で洗われTiがら直立した盟欄石が続いているC しかし.千人堂から200mも離れていない
北浦側の海食洞や,西浦伽の赤馬石あたりでは.巣袈母安山岩.あるいは,流紋岩が大部分で
魚用石は日を皿のようにして捜さなければ見つからず,また,見つかっても.風化のため色は
浅く,茶色系を滞ひており,且から状のわれ口もみられないほど.質が憩いoさて,城山を西
浦海岸にそって歩いてみると.そそりたつ山膚lこは草本はなく,板状節理を呈 しており,海岸
にはぬ蚊石がころかっている｡/少し北へ行くと,鋭いⅤ字谷かみられたが,Ⅴ字谷の西側に流
牧石はなく,雄のまじった層がみられるので. ｢風也｣と呼ばれるすぐ上のくぼ地にたまる雨
水などの地表水が紫まり,大きな憶となって,地表面に表われていた.もろい凝灰角頗岩層 ･
唐戸届.さらには,丸石鼻届をおし破ってつくったのではないかと思う.というのは,城山が
しかも観音崎も含めて.かつては一つの火山であったと考えられるからであるOその根拠は,
黒蝿石は,粘性の高い流紋岩～石英安山岩の急冷によってできること,｢風観｣と呼ばれる東
西300m･南北 600mのだ円形のくぼ地は,周囲に10-207nの筒さの姫をもっていて,
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火口跡らしい様相をしていること,板状肝坪は.マグマが団耗後,さらに冷却する掛 こ.岩体
の収縮のちかいによってできること.しかも.城山に流紋岩の多いことの4点である｡ところ
で,城山がかって火山であったfj:ら,当然,凝灰月横着膚を伴っているはずであるれ それら
はみられず,岩体が再出しているoこれは.冬季の西北季節風の題字と.海蝕作用によるもの
だと思うO西輔や北浦に海蝕洞門 ･海蝕洞かみられるのも.同様に考えられるOまた,城山に
みられる黒雲母安山岩は.伊美港にもあった｡姫島では.凄鷹山にも見られるが. これらは.
瀬戸内火山系に属するt)のであるO
翌E=ま,島の東半分を渉いた｡矢各島はどこからも.その突然とした峯をあおぐことができる｡
徳山港から竹田韓港-むかう船の中からは,この山を温庫な姿とながめたが.島中にあっては
トロイデ式の海抜267mO-)この矢筈岳は.Ti'かなかの威厳をもってそびえていたo大海娘か
矢筈岳のすそを少し切っているところがあり,そこで,唐戸属の上に蕪灰角硬岩盾が堆科した
ことがわかったDつまり,先ず,火山円凍 ･シルク･砂などの細い粒子の灰色の眉が基底にあ
り,その上に,角はった康と砂･火山灰が混在した層がみられたのであるOそして,金村付近
の谷からあおぐと舷も美しい トロイデ型の矢筈岳は.官戸眉を破り,凝灰角謙岩層をくりぬい
て地表にあらわれた蒋解若でできているDまた. この溶解岩は,角閃安山岩であるが,これは
大山･三瓶山などの山陰系の火山に多くみられるもので.瀬戸内火山系のものではないoそこ
で.城山･達磨山が瀬戸内火山系に見していることと考えあわせると,姫島が大山火山帯と瀬
戸内火山帯の交叉する点であることは明らかである｡さらに,凝灰角凍岩 ･凝灰岩 ･凝灰質砂
岩 ･熊塊岩などの互層からなり,偽層理もよく発達している凝灰角凍岩層は,火山の活動に直
接由来するものであり.矢筈岳周辺のなだらかな小山は.樫灰角凍岩でできていることから,
矢筈岳一体が.火口跡は撒話されていないが.大きな-つの火山であったことは明らかであるO
また.矢筈岳の壷する凝灰角館岩は.姫島累届の接触面をおおって分布しており,これらのRF
は構造的にも著しい相違があるので.その鯛尉 ま不堪合であるO
前後したが,姫島累厨について.まとめておこう｡｢九石鼻屑｣と ｢店戸層｣をあわせて,
｢姫島累層｣と呼んでいる｡姫島には,国東半島の一部に見られる領家変成岩や花偽者類など
の基盤岩類がなく,新生界に鵬する火山岩と堆積岩とで成り立っているのであるo｢丸石井層｣
は,島の北都の丸石鼻から,南岸の-イタチノ鼻 .ワンドノ鼻にかけて,姫島の中央部に茸出
し,厚さは60m以上と推定されているC丸石鼻厄は.火山活動に由来する物質を多く含むこ
か特色で,良上部には蔽雀 5-10cmの嫌を顕著lこ含んでいるので,唐戸盾との見分けをつけ
やすい｡なお, この牒唾は,角閃石安山岩 .黒婁母角閃石安山岩などで,山陰系火山岩類の初
期のものと酢似しているo｢唐戸層｣は,唐戸 ･大海海岸 .西浦海岸Tdlどに分布し,厚さ70
m以上と推定されるQ砂岩と泥岩の不親則な互暦が主で,下半分には,凝灰岩の轟層を数枚
はさんでいるC砂岩は灰褐色～暗鴇色で,細粒から租粒にわたる火山岩破片で構成され,とき
には, 1- 3Ln大の火山岩円鍵も含んでいる｡泥岩は.鮮明な部分では浪青色である机 風化
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L
されると黄褐色～灰色を示 し,貢岩状にはがれる｡
以上の説明を自分のEJで確めるために,大海海岸を歩いた0品唯-の小龍を渡り.砂浜に出
ると,高さ10m前後に直立して山)kが続いてい る ｡ところどころの草木が繁っていないとこ
ろで,美しい届理をはっきり見ることができる.これが ｢唐戸層｣であるDほとんど水平に,
薄い届が互いに整然と重1itっている.大差が1く,しかも薄い僧の眉理をはっきり知ることが
できたのは,堆樽の停滞期に風化され.腐蝕されたために,色が他のところより濃い部分があ
ったからだろうo唐戸膚の土色の梶岩肌 頁若状にはがれることは体験 したが,色や含有物な
ど.唐戸廟が持つその他の諸々の特質は,確めることはできなかったOまた,唐戸掛 こほ,小
さな断髄がいたるところにみられたが,著名T3引断層は,残念ながら木の陰になっていて見る
ことはできなかった｡｢丸石鼻庖｣は,砂浜が賂わるワンドノ井付近で,やっと登場し,大き
なしゅう曲をみせているO岩壁に向かって左が ｢唐戸層｣で,それを突き上げるように.康の多
い ｢丸石井層｣が入り込んでいるO しかし,目にするしゅう曲は.ほんの一部であって,海底
にもこのしゅう曲が延びていると思われる｡そして,この しゅう曲で,｢丸石鼻愚｣が先に堆
積 し.その上に整合の関係で,｢唐戸膚｣が堆鞍したことがわかるのであるO今では.｢丸石
鼻層｣が最上部を構成 しているところもある机 かっては ｢丸石鼻屈｣の上には必ず. ｢唐戸
Ji｣があったのであり.長い年月の闇に.侵蝕作用をうけ,やわらかい ｢唐戸屈｣は,けずり
とられてしまったのであるO
｢丸石鼻盾｣と ｢唐戸値｣の推称のようすは,唐戸一両瀬街道でも観察できた｡場所はゆる
やかな下り坂の逆によってけずり取 られた山JHである0300くらいに傾いた凍膚に平行に,
倫理のはっきりした泥岩層が重なっており,その泥岩層内には,小さな断層がいくつもあったd
この ｢丸石鼻層｣と ｢唐戸厨｣とか重なる面は.やや赤味を滞びており,鉄を含んでいるらし
い｡ここの泥岩は.指でつぶすと最後にざらっき,粘りがないところか ら,シル ト質である｡
そして,シル ト質の堆積は,デルタのような場所での,ゆるやかIi一堆積作用によることが多 く,
ここの地形が島の中央部に向かって傾斜 しており,谷の跡もみられることから,かってはこ こ
にも川が流れ, トンポロ形成の一貫をになったのではliいかと思ったb
最後に,南海から島の東端郡 ･稲積へ行ってみよう0両淑付近一体は,北西季節風の風化 ･
侵蝕作用によって,唐戸億を失い,溶岩が再出している｡それが滋も朗著に観察できたのが,
姫子神社英側の両瀬海岸である｡ここでは,両側から溶岩がつきあげられたらしく,唐戸層を
はさんで 15mくらい乾出溶岩が直立 している.その奇勝地をあとに,稲澱へと,歩を進めたO
かって,島の人々は,稲枯一帯を,｢はなれ島｣と呼んでいたそうだが,今では,一条の砂州
の上に.舗装された県道があり,本島とつTilがっているO姫島灯台をめざして≠L1-いていると,
桂ケ岳にかかるあたりに,絶好の地質見学地があったO灯台に向かって,約 30 0の傾斜をも
ちながら,凍 ･火山灰 ･泥 ･抄が堆椅 し.東 しい屑理を豊しているO しかも, この屑が地表と
接するあたりに,直径 1m･深さ2mくらいの穴机 ぽっかりと口を開けていて,この付近か
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ら巣瀬石が採取できるのである｡さらに.桂ケ岳は.火口跡を思わせるくぼ地をもっており,
鼎等母安山岩からなっている｡よって.杜ケ岳も.かっての藤戸内系の火山であったと考えら
れる｡火口跡は,南の海中にあり,現在のくぼ地は.やわらかい凝灰角葎岩層 ･唐戸層が嵐化
されたため.火口跡のような様相をしているにすぎILいとする考えもあるそうだが.このくぼ
地に向かって傾斜 LlJ:がら堆積していることは.どう解釈すればいいのだろう｡私は,やはり
このくぼ地が火口跡だと思う｡
さて,集るは凄唐山であるが,ここへはかけ足程度に行っただけなので,岩質が角閃石安山
岩であることと,上のくぼ地が.やはり火口跡の様相をしていること,植生からこのくぼ掛 ま
湿地であるとわかったが.地表水も確めたこと,ぐらいしか観客できなかったoLかも, こ こ
のくぼ地は.城山や桂ケ岳のそれとは異なり.ぶた･牛の飼育を弟約的に行なっていた｡
以上で,不十分ではあるが,良を-めぐりしたことlこなるので,姫島の地質構造についてま
とめてみよう｡
① 姫島累層と,五つの小火山休,および.それに伴う殺灰角凍岩層は,不甚合に雌轍してい
る｡なお,各々の範灰角硬岩居間の鞠係は.互いに離れているためにはっきりしlJ:いが,樵
稚町境 ･構造 ･宕相 ･地形などがよく似ているから.生成時期の地質年代は.同じだと考え
られる｡
② 凝灰角凄岩層が姫島累層の侵蝕面に接 しているから,姫島の五つの火山休の活動前に.姫
島累厨は堆枯し,すでにしゅう曲構造の原形はできていた｡
③ 大海海尉 こみられた激しいしゅう曲や,地層の走向が.火山体を中心とした ドー ム構造を
つくる傾向があることから.姫島累層のしゅう曲構為は.火山活動により強化されたといえ
る｡ (山 野 雅 代)
参考文献
笠間太郎 ･藤田和夫 (1955) :姫島の地盤構造と火山活動期P249-P257
2. 漁 業 と 漁 村
(1)は じ め に
姫島は.大分県北東臥 国東半島の北北東磯から約 5Kmの周防赦海上に浮かぶ島で,面積
7.03如.人口約4.000人の島である｡ この馴ま,行政上.大分県東国東郡姫島村を形成す
るO
また,こ0)か ま,昭和 33年 12月23日より.牡島鼓興法の適用を受けている｡聞き取り
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弛査は,この島の漁業協同椴合及び漁業従事者.魔鏡者の蘭で行なったO
(2)経 営 規 模
姫島の約 10%の者が.漁業にたすきわっており,漁射 こ従夢する者のほとんどが専業であ
る.漁船の頓数は少なく,姫島でみられたもののほとんどが 1-2t程度のものであった｡こ
れは沿岸漁業が中心であるということを示しているd ちTI与に, この島での山大頓政の船は12
tであった｡ こういった10t前後の船は,ローラ一書智親等に使用されている｡出漁日数は
マグロ漁とフグ漁を除いては.ほとんど日帰 りである｡
漁美白休は,個人経営であI,?て,そのため,網元板子といった制度は, この島では存在 しな
い｡こういった制度は,島民が≠ジカタ 〝と呼ぶ国東半島の漁港に存在 し,鯛細Titどには,姫
島からも漁民が参加していたそうである｡尚,姫島の漁業及び水産養殖就業者数と漁港,港湾
トン数別漁船数は,衰1-4に示すとおりである｡
(盟-1)独英及び水産養殖就業者数 (S45,io月)
盟 女 合 計
479 192 671
( )は就集人口
(義-2)港 輯
港 湾 名 種 別 繋 留 施 設 外 郭 施 設
大 型 船繋 船 岸 小 型 船繋 船 岸 防 改 植 防 潮 粒 突 堤 護 岸
(義-3)漁 港
漁 港 名 種 別 留 施 設 外 郭 施 設
船 勘 場 物 揚 場 防 汲 躯 諌 岸 防 砂 堤 等
西 浦 漁 港 一 種′ 25m 74Tn 573m 188m 35m
北 浦 漁 港 20m 165m 378m i.030m 3.5257n
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(義一4) トン数別漁船敷
区分項目無動 力 1トン未満 1トンから3 未満 3トノから5 ン未満 5トンからlO 未満 10トン以上 合 計
隻 数 5隻 103隻 157蔓 23豊 9讐 lo草 303垂
(3)漁 法
姫島で行なわれている漁法は,次に示すとおりである｡それぞれ漁法別に漁期と魚種をあげ
るo
a)蛸延縄
延縄というのは.F]り漁具の一種で.水平に張った一本の長い幹掛 こ等闇軌 こ多 くの枝縄
をつけ,その先端に釣針と餌をつけて一定時間水中に放憩したのち.これを引きあげて魚を
とる漁具である｡産科そのものは,多くの抽罷とよぷ底の浅い価に入れられており,海中に
縄を投ずるときに各館の斡縄を順次つなぎあわせて一本の長い幹蝿とする｡浮延縄と底延縄
に分類される｡浮塵抱では上部に.うきゃ浮標をつけて細を適度の疎さに保ち,底軽輔では
おもりをつけて,純を梅底に闇建する. このようTs延抱を用いて魚をとる漁業が延澱漁業で
ある｡
蛸延縄では.蛸壷を一本O-)ロ-プに.約50こすつむすぴつけ,それを沈める｡蛸壷が一
本のロ-プに50こというのは,菅の1/3ぐらいだ軌 これ比 蛸壷が新 しくなったためで
ある｡昔使っていた素焼の蛸壷は,港のすみに小さな山として積み重ねられていたO今では
あまり用いられていない｡現在使われ
ているのは.菜焼の蛸壷のように,た
だ蛸が入るにまかせただけのものとは
凄い,コンクリー ト製で.LFlにさわが
にや魚の切り身を入れ,エサにさそわ
れて蛸が入ってくると,入口から3.5
m くらいのところにセッ トしてあるふ
たがおりるようになっている.つまり,
(図 日 コンクリー ト拠蛸壷
ねずみ取り方式である｡また,一度はいったら最後
出られないので.地獄つばとよばれているo
蛸延縄の漁期は,6月から9月までと11月から翌年の 3月にかけて,夏と冬の2回行な
われる｡蛸延純は.その船の大きさに応じて.70-80本から100本 くらい沈められる凸
b)フグ延耶
2トン位の船で 4人で行なわれ.姫島近辺から,玄海灘,日向灘まで出漁するOエサは.
アジが主で,イカ,サバli:ども使う｡イワシは不漁のため使われていない0
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とれたフグは,下関へ陸送される｡陸送するのは.その方が謹責が安上がりだからである｡
フグ漁を行fiっている人は,不漁の時は潜水を行ない,且類 (ミルクイ且).海草,ひじ
き,ウニTiどをとっている｡
漁細は.9月初旬から11月まで瀬戸内海で行なわれ.11月以降は,平戸沖やEl向沖で
行なわれるD
c)的延縄
漁糊は一年中であるが.近年は朗の不漁のため,一時中止されていたb佃延縄は,鯛が一
年くらい前からもどって来たということで.昨年 (昭和 49年)の7.8,9月に再開され
た｡鵬のエサは,ユウと呼ばれる海辺の/｣＼助物であるo
d)建 舵
建柵は.魚道を速断するため沿岸に闇定設斑する定正桐漁具であるD魚群の潤路に設促し
垣梱 (抽楓)によって魚群を葉柄に蒔き入れて掃えるものである｡辿親は.2人Ti-いし3人
で張るので,この島では.夫如 fりとか親子はりとかよばれている｡
使用する船は,一里で.大きさは3-gトンである｡相の大きさは.高さ約 1m,長さ20
Tn.それを-たんとよんでいて,普通は一度に70-80たんの網を張る｡網目の大きさは
2寸 5分 (約7.5m)である.漁期は,一年中であるC
朝 1時に港を離れ細をあげて,午前7-8時頃に帰る｡そして,昼から桐の手人をして,
夕方午後 5時頃細を入れる｡これは,小潮のときの一日の例である｡
鵜にかかる魚種は.たこ,えび,カレイ.めいた.すずき,あいなめ.はとなどである｡
尚,この島の漁民は,たこのことを≠丸 〝,きざえのことを≠石 〝とよんでいる｡
e)一本的
小型の船で,朝出かけて夕刻にかえる｡魚種は,たこや雑魚であるO鯛の一本釣も行なわ
れるが,最近では.なかなか的もとれす費用もかかるので,やる人が減っている｡
庄)雑魚とは,たこや助やえび以外の魚のことで,漁協で使われていたo
i)吾智網
吾智i剛こは,手で操る手書智と錬奴を使うロ-ラー吾智桐とがあるOこの書智柵を行Tiう
船は,姫島においては 12隻である｡雷管胸での鯛の漁掛 ま.5月から10月までであるO
姫島の漁民は,｢吾智はこける｣と言う｡収穫の差がありすぎて困るからであるCというわ
けで,潮の良好な時だけをねらって漁を行なうのであるo
g)さす流し網
斬4時頃から柳と一緒に流していくO禍は30-60分 くらいであげられ,それを繰り返
すO漁期は5月から8月である｡
h)折 梱
折網は,一つの固相と垣摘とからなり.囲網には隻をつけ,魚をこの中に陥らせるもので
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あるQ碇.土俵または支柱などで一定の水面に敗投する｡役鹿場所は,湾の入り口である｡
魚種は,すずきが主で,その他, このしろなどである｡漁軌 ま,春の故岸7ゝら桜の咲く頃ま
でだそうである｡
i)穴子かど
ねずみ取り方式の長方形のもので,入
り口は.うIilぎをとるかどと同じように
丸くなっていて.その先掛 ま中にのぴて
いるOエサは.かどに入れる場合と入れ
ない場合とがあるoというのは.エサを (図2) 穴子かご
入れると,とれた穴子がかCの中で満腹になり.生きが悪くなるからだそうである｡また,
エサを入れる場合でも,エサをj剛こ包んで,穴子に食べさせないようにする場合もある｡経
済面では,エサを入れTよいでとれた方か.エサを入れてとれた方より50円はど漁協の貰い
とる植苗が高くなるという理由もある｡穴子のエすけ.かにとかあさりである｡あさりは.
且穀をたたいて割っておく｡また,魚の切り身も使うようであるo
j)貝 n-
｢タイラギ｣採集 ･且柱のみをとる｡
k)潜 水
潜水は,海草採取を主として行1-われる｡主7:1海草は,天草,ひじき,わかめなどであるo
1)マグロ漁
これは,今後の姫fFuの漁業をより発展させるための計画のひとつとして,試験的に行なわ
れているものである｡ 6月現在,鹿児島県の山川港を基地として,種ケ島まで,一発,マグ
ロ漁に参加している｡
m)その他の姫島の漁法
その他の姫島の漁法は次表のとおりC
(義一 5)
漁 法 漁 期 魚 種 勝 者
油 日 槻 3月 1日～6月6日 独自,鮮魚
カ レ イ 耗 3月 18-6月6日 カレイ,雑魚
ア ナ ゴ 蝿 1月 1日～12月31日 Tt='
ボ ラ 網 12月25日～翌年 一月30日 雑魚
大 口 曳 1月 lEl～12月31日 鮮魚
スズキ 通 約 8月 18-lO月15日 ススギ
-ET←
漁 法 漁 期 漁 唾 備 考
餌 月 掘 11月 l8-翌年 4月10日
イ サ リ 11月 1日～12月31日
チヌは し倒 し 3月 1日～6月30El
天 草 採 取 本天は,成長の時期を考 パカ天とは,天草に似た
慮 し,夢前に婦人部役員と相穀の上,1凋間前に広告するロバカ天は7月 0日から7月17日まで許す○ もの.,
ナ マ コ 曳 10月 1日～翌年 8月31日
立 見 曳 漁 糞 3月 1日～5月31日
海 苔区画独英 11月15E卜.翌年 4月15El
尚,曲集種別従事故.漁業種別漁獲高,昭和 49年度月別漁糠南.過去 t0カ年間 (昭和
37年～昭和 46年)の水場高を衰-6-9に示す｡
(義一6)漁菓柾別従甲奴
- 港衣 ふ 雑 コこ亡コ ロ書 た 建鍋 立負本 ぐ 延 管 去智 こつ釣 縄 縄 柄 )柄 ば
(義一7)昭和 49年度漁業種別漁礎高 (単位 Kg)
鵬 一 本 的 蛸 延 吾 智 雑 一 本 釣
タ イ 32774 タ コ 127503.2 タ イ 23376.6 タ イ 767.9
雑 975.55 雑 64.1 タ コ 1.0 タ コ 56.4
# 1263.8 雑 59769.42
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雑 縄 地 相 潜 水 き す 洗
タ イ 188.2 タ イ 937.95 タイ &4 雑 84437.6
タ コ 38.I タ コ 1043.1 推 31.5
雅 3538&8 雑 158004.19l エ ビ 17374 生子.石 専8981.0立見 373604
ま す 梱 穴子 か ど 且 漕 蝿 延
タ イ 915.9 タ コ 13.2 タ コ 137.1 タ イ 7046.5
タ コ 207,2雑 30826.5#9380.2 立 見 9488一.25 雑 3456.1
エ ビ 流 し さわら流 し た た き い さ り
エ ビ 519.55 牡 21.I タ イ 4.4コ 日雑 3481 生 子 231.I
(義一8)昭和 49年度月別漁礎帯 (単位 kg)
月別 漁鰍 た い た こ 雑 免 なまこさぎえ エ ビ 立 且 ミルクイ且 合 計
2 I.O16.1 17281.8 3287.4 n590.00
3 508.6 40265.1 3.77日1299.7 30,384.9 7493乙70
4 1331.8 54.174.27 35.677 glB2&20
5 4377,I 3,488.8 60534.3 98.39 26,129.1 94月27.69
6 3,94&5 la212,3 4&871.53 l226.57 16B18,25 101β63.25
7 8β9え1 16,006.3 24,155.7 3992.14 330.6 14β69.4 70β46.24
9 524と95 15360,6 22,036.31 &5585 4別7.59 55751 56,421.65
lD 2,512.2 804.5 30,925.29 16,6化巳 gBgl.80 7,269,6 5751ま27
ll 乙779.1 la393.9 29.644.172u60.5 9化47 66.3 742陀44
12 3.78a5 25.350.3 l9.597.0431.785.2 弧35 80月OL89
一99-
(表-9)過去 10ケ年間の水盤高
年 次 一般魚政Jt ミルクイ且 乾 の り 金
37 486182 Kg 缶2.874 杖170,600 88.698 f円
38 605.307 13uO28
39 8川312 187.892
40 66&275 196,542
41 666.031 183.513
42 539,544 117,193
43 616､457 3,989,500 224,510
44 730.916 4.891.300 321,997
45 89U,320 ll,35り 4 053
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(図 3)
(4)姫島の漁業権
(図 4) 共同泡盛線図 (S27.7.1)
(図 5) 専用独英漁協図
一一Iu1--
姫島の共同曲集海は,図一4に示すように,周囲6,000mとなっているo また.姫島の専
用軌薬漁場は,盟-5に示すように.姫島の周開aDDOmとなっている｡
姫島周辺は.良い漁場となっている｡それは,北櫛を除 く各地のまわりは,小石等が多 く,
瀬戸内海に入ってくる魚が,足をとめるからである｡ また,砂地であるところには.いかが.
いっぱいおり.それを餌とするすずきや鵬が,多く娘まってくるからであるO
(5)養 殖
a)のり,わかめ
故ものの養殖は,漁業協同組合の知人郡の人々が中心である｡のりの養殖や婦人郡の故ら
のは.昭和 48年度は好成唐をおさめている机 昭和 49年度はオイルショックのため.盟
作克之 となっている｡
b)車えび
車えびの哉元は,入蘇式塩田か昭和 33年に廃止されたあと,昭和 40年 6月 17日より
株式会社の形をとり,姫島の人の手により開始されたo正式名称は,姫島車えび養殖株式会
社であり.巧本金は,当初 2千万円,昭和 45年7月 1日現在 5千 5百万円である.社長は
現漁業協同組合長で.代表取締役は村長であるb現在,塩田の跡地に,四つの養殖池で縫嘗さ
れている｡衣殖池の割合に合わせて,それぞれ 110万匹,70万匹.50万匹, 20万匹
が巷播されているO
養殖地の水練は,叔深都で2m,池の設臓は.満潮時水門を開き,水を入れ,控伴を即こよ
り水を回し,他の水門より水を流 し出す｡
車えびは,昭和40年 7月より継えびふ化を行なったもののほか.山口県でふ化されたも
のを,この麓殖場へもってきて,2-3ケ月で,体長 20m位,体重 12gに成長したもの
を,航空便で阪神,東京方面へ.出荷するようであるO
また,養殖には,混合飼料のようなエサを用いるO この車えびを他の池から広い地に移す
作業では,折柵をつかうO
この養殖場での販売高は,昭和 46年度においては,40トン,121.800千円D最近では
約 2億円である｡
(6)漁 祷 組 織
前に述べたように,網元網子の制度は.なかったので,組織として現在あるのは,漁輩協同
組合である｡
姫島漁業協同組合の昭和 49年度末における松組合員数は,312名である0312名の内
訳は,正組合員 305名,そのうち地区内漁民が 304名.漁業を営む法人 1名,準組合員 7
名,それはすべて地区内漁民である｡漁協は,牧丘9名,職員 22名によって迎営されている0
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札 漁翼協同組合の出資金Iこついては,衰-10に示すとおりである凸
(義-10)出 負 金
区 分 前年度末現在 本年鑑棉加常 本年度減少輔 本年度末現在
出 資 金 33.14 U.000円 10,747.000円 0円 43.887,000円
準備金 特 別 準 備 金 7,257,770 0 0 7,257,770
法 定 準 備 金 5,296,000 80仏000 0 6,096.000
特 別 村 立 金 I.714.000 771,000 0 乙488.000
計 14.267.770 1,57一,000 0 15488,000
未処分刺益余金 繰越利益剰余金 3.350 L877 5,227
当 期 利 益 金 7,733,295 4,153.192 3.5gO,103
計 7.736.645 I.877 4.153,192 a580,103
触薬協同組合の申秦としては.貯金や貸付けをLrTなう借用夢藻,漁業用賀材の貝入れを行な
う購只事策.El々 の漁家鐘折に値枯した販売事業.これからの漁業を考えて行なうための指導
事業である｡
また.姫島漁業協同組合では,水投げ丑を地域別.g'ループ別.個人別に,正確に記録し,
優秀者には.奨励金を出すようにしている｡このため,やみ取り引きが減少し,漁民のはげみ
にもなっているようであるD
次に,姫li漁協の昭和48年度と昭和 49年度の弔糞の概況の抜粋を比較してみよう｡
〔昭和 48年度〕
PCBによる全国的魚価盛落,物不足,諸物価の値上 り,加えてアラブ韓国における概略
による石油危勤 ま,特に漁家経営を擁限状態まで追いこんでおり,養殖のり外一般的水落高
の上昇にもかかわらず,漁家の純益は,儀めて乏しいものになっているo
又,婦人部を主体とした俄資源-は,日をみはるような好成績を上げ,組合の業績に大きな
貢献をした｡
〔昭和 19年度〕
物価狂乱に明け,物価狂乱 に藤わ-,た年であったれ さいわいにも組合BL各位の協力を
得て,まかりなりにも年初の計画を完遂する野机 出来たO
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4B年度末のオイルショックか ら抜けられす,資材の値上り.特に石油製品の値上 りがき
わだっていたが,利益率は,逆に下向き.又.のりの不作で取扱高も減った (戚f;野菜)o
漁船漁業の伸びは,魚価の上昇程度にとどまったが.乾のりは豊作貧乏そのもので,今迄
の実株中点値であった｡痴人部の鉄ものも金融引掃めのあおりを唄い,取扱高は昨年より若
干下まわった.水揚げの伸びは 110%である｡
(塞 -ll) 昭和 48年度水温東棟表
品 名 総 :虹 金 街
鮮 魚 831.772Kg 468日1.197円
乾 の り 15.697.300枚 22乙080.034
乾 わ か め 3.852Kg 3.667.035
天 草 そ の 他 72.034晦 34.432.783
う に 加 工 19.540Kg 39.247.628
そ の 他 67.300 枚 1.073.140
(義- 12) 昭和 49年度水場実軸衷
品 名 総 見 金 栃
鮮 魚 837,957KP 653.120.099円
乾 の り 17.76&600& 120.446,434
乾 わ か め 3.540Kg 乙571,390
天 草 そ の 他 59.685Kg 18.597,805
う に 加 工 &142Kg 46,728,034
そ の 他 187,300枚 1.538470
以上のことから.昭和 48年度,昭和 49年度ともにオイルショックの謬響か,かなりあっ
たことを示 しているように思われる｡
rT)漁家の生活
ここで,簡単に姫島の漁典の歴史に触れてみようQ姫島では,日本で二箇所だけに多:,3に砿
出している天然記念物である鬼侶石があるD盟偶石は,石器時代,矢 じりの先lj:どに用いられ
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西日本に広く使われていたれ 姫島の浪漫では,どのようであったろうか｡
太古のことは.はっきりとしたことは言いかねるが.果層石の矢で魚をとる必要はなかった
らしい｡それは.蕗潮時lこ入ってきた海水をせきとめておいて,海水がひいた時に池かできる
ようにする｡できた池のなかには.海水といっしょにたくさんの魚かいるから.手でつかめば
熱 こ魚がとれるCしたがって,わざわざ矢をもって.帝に出る必要もないdこのせきとめて魚
をとる方法を, ここでは,"ひび 〝で魚をとるといって.現在では.チビもJ)遊びとして行な
われていると.元組合長さんが話してくれた｡
姫島は.戦前は,半曲単独の島であった机 吸乳 米の配給等,生活の向上で.漁業専業に
なったo敬前は.米が上流階J8以外では.11か1か食べられなかったそうであるDそれで.
たくさんあった講が,なによりの兼しみであったとか｡脈島村で行なわれていた誹は,えびす
講,金剛乳 卸伊券乱 寺耕.無尽計などである.無尽故は,船をつくる資金のみを兼めてい
たようである｡大正 10年から15年にかけてであって.昭和にはってからは.みられなくな
ったそうである｡
姫島の漁家の1日の生活をみてみると.日の出から日の入りが.点本的な生活の時間的構造
をつくっている｡朝4時に転床 し.5時頃には出血｡漁法によって帰港時は.まちまちであるB
すべてを縫えて.就境は,11時となる｡しけの日は.漁具の手入れとか休息日となるそうで
ある｡1年の例をとると,3月から6月が薙縮.1月から7月が書智細.9月初旬からフグ漁
といったようlこなる｡おおきくいって,漁法の変わりめは.3月と8月である｡
姫島では,鯛細のように大かかりで船を2隻以上使った漁法を行なっていないので,胸元嫡
子の制度は存在しない｡ しかし,本家分家といった馬鹿はあり,本家のことを,"母屋 〝と呼
んでいるo
(8)将来への展望
｡ 問 題 点
漁壕が狭くTiったといわれるCというのは,慶秀は漁札 漁船.器具,機械になり.手入
れにも,手間がかからなくなり,長く沖へ出ていられるようになったことBまた,ナイロン
漁網ができて,網が強くTSったことにより.相対的に海が狭くなったというわけである｡ こ
のため,乱姓について.その予防熊を考慮しなければflらないO
公晋については,ヘ ドロは回復しているが,遊客.っまり,下水処理の問題をはやく解決
しなければならない｡徳山の梅が満っているのも,下水のせいだそうだ｡
島での漁村として,後継者の問掛 こついて触れてみると.後継者の方は,心配ないとの返
事o中学生が毎年 2- 3人残ってくれるし.高校や都会へ一時的にでていった人も帰ってく
るし,夫婦ぼりを行Tiうようになったので.充分やっていけるそうであるo
o 将来への躍進のために
-IO5-
姫島村では,将来の漁業のために,漁協を中心として,いろいろな砺集を行なっている｡
教育情報関係では.先進地祝寮,研修会.各種講習会等を開催し,掻宮 ･技術の向上を図
るとともに.息関誌の発刊で.組合且との連携を密にしているOまた,漁協の主催で,"海
をきれいにしよう Xというポスターをかかせている｡ここ4.5年.この運動の成果が,で
ているそうである｡
繁殖保護輔係では.漁蝕として廃船を沈めるほか.県や村の助成で,並型漁礁を沈めてい
る｡それに.車えびの推えびや稚魚を放流 している｡
技術改尊朗係では.漁業の近代化の促進のための講習会を行なったり,漁礁の探知を行Ti
うはか,かつお.まぐろ漁業等の開発も行なわれている｡試験的に出漁しているマグロ漁船
もその一つであるO
生活文化改尊関係では.漁家軽済の合理化を図るために,貯蓄の向上に努めている｡
梅搬救助関係では,銀線海岸局の設恩を行なうIi-ど,海穀の防止を行なっている｡
(9) 追 肥
私達の見聞きした姫島は.蔽面にのせる以上に,実感としてせまってくる.ものがあったO
わずか1期間であったが,いろいろな場面が,頭の中をかけめぐってくるo何千匹という車
えびを眼前にした夜｡ L2Tnはある大きなすすきが何十匹となく水そうを泳いでいる姿0-匹
5Kgはあろうかという均などをみせてもらった夜｡どれだけ,姫島の漁業について.説明でき
たかわからないが, こうした光丑は,≠私は.漁村,姫島をみたのだ 〟という実感となって脳
裏に妹 き付いて離れない｡
(岡田英三,船岳つかさ,藩政久男子)
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3. 離 島 振 興
姫島における離島振興を考える場合.昭和32年に着用された放鳥振鼎法が大きな意味をもって
いるといえよう｡それまでの姫島では油菜が中心的産糞であり.近掛 と豊富1漁場をひかえてい
たにもかかわらず,大型化が国連でいきづまっていた｡現在.それらの困軌 ま次帝に解消されて
いるo以下.離島振興法に基づいて行なわれた姫島での絶島振興番兵の実態,及び今後の計画に
ついて考案していきたいと思います ｡
(1)姫島の鞍島振興事業を述べる前に,ますそれのもととなる搬島垢輿法について少し
ふれておきたいと思います｡
(目的)
欝 1粂 :この法律は,本土より輔絶せる♯島の特殊事帖よりくる後進性を除去すをための基
礎条件の改善並びに垂薬衷興に取する対策を樹立し.これに基く事選を迅速且つ強力に実施す
ることによって,その泣訴力の培養.島民の生活の安定及び福祉の向上を図り,あわせて国民
経済の発展に寄与することを目的とする｡
第 1集の目的を達成するために必要と認める払砧の地域の全部又は.1額が離島振興対策実
施地域として指定され,第9轟による一定の規定に基づいて国から必要な資金が租通され,又
は斡旋されるO (国費の割合は別丑に記す｡)
昭和28年 7月22日に公布されて以来.期限は欝l二次改正を皮切りに次々と延長され,現在軒
7次改正により昭和58年 3月31日までとなっている｡
その内執 こついては.個々のケースにふれ説明を加えていきたいと思います.
(表 1-a) 港湾法劉 2粂第 1項及び界3項(耶2集第2項に如 ､て準用する場合を含む)罪
43集第2号及び第3号並びに第52灸罪3項節2号に規定する哲用について
港湾の区分 国庫の負担割合又は補助割合
特定韮要港 樗 10分の9.5
以外の重要港湾 10分の7.5
避 # 港 10分の9.5
.10分の7.5
地 方 港 湾 ■10分の9.5
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(表 1-b) 漁旗法第2O灸第2項及び欝3項に規定する焚用について
漁港の区分 国雄の負迫割合又は補助割合
常 1種 漁 港罪 2棲 ) 100分の95
第 3憧 漁 港 100分の75
第 1唖 漁 港 100分の95
(盤 1-C) 道路法第56灸に規定する懲用について
道 路 の 区 分 国庫の補助割合
建設大臣の指定する主要な 4分の3
都道府県若しくは市道
資源の朗発,産業の塩町 4分の3観光,その他国の施策上特
に亜備する必要のある道路
(2)撫島振舞法と姫島
離島振興法は.最初外海の島を対象に行なわれ.その後追加指定で内海まで拡大する施箱が
とられたo内海の場合には.外海が大きな島から小さな島へ順次指定されたのとは逆に.小さ
な島から大きな島-指定する方式がとられたOこのため内海では中位の大きさに尻し,しかも
1村をなしていた姫島では,第7次指定として昭和32年12月23日,大分県では無垢島.屋形島
とともに離島振興桂の対取実施地域になった｡
(褒2) 姫島の産業別人口 (S45.10.1 国勢調査)
重美別 業 倭 別 人 数(人) 総 数(人)
第 1次産英 i.農 薬 355 1,0262林 業 0
3.漁業及び水産巷煎薬 671
第2次産集 4.鉱 菓 ll 2645建 設 薬 157
&製 造 薬 96
第3次産業 7.卸売業及び小売業 206 591-
aj3!輸通信及びその他の公益事案 144
9.サービス業 178
10.公 務 60
llそ の 他 3
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鼓2に見られるように.同副 こおける駿業構成結節 l次産業,その中でも特l⊂軌艶及び水産
塵好運が主となっており.また,触銭坂鼎法適用の盛年.それまで島の中心的塵薬であった塩
田が,塩兼盤備臨時培政法の適用によって藤止符がうたれ,これに代る直美,すなわち,漁業
がクローズア･/プされるようになったoそれまで.姫島は漁腰繋穂の豊雄として漁共を発達さ
せていたにもかかわらず,漁港にあまり患まれておらず.漁船の大型化も園倍であったoこの
ことは,次にあげる相和33年 2月の姫島振興計画Jの計画大網に破く述べられているQ
姫島は,良の経済から見ても水産糞を根粋としており- (中嶋)-現状は.島の大多数を占
める漁民が鮎を安全に繋留する砥l⊂苦労している実相である. このため罪 1硬漁港である北浦
港.西浦港,金港の3港と普通轄湾の確執魅,人海膳を漁港としての機能を完全に尭称するよ
う整備するo以上.5港の軽備により漁民の不安は全く解消されるO
こうして,姫島における離島嵐知事基は.供応血恥法にかける島民の大きな期待のもとに,
水産集振興施設の整備を中心にして,旗腰涙顔施設の軽僻.姫島港の改修,道路の塵肺,厚生
施投の整備などが行なわれていった｡次に｢稚白奴純払｣によって行なわれた畢糞を具体的に
あげてみる｡
｢離島振興放｣第4集の Iu本土と離島及び,披見並びに離島内の交通を確保するためlこ必
要な海空臥 港軌 道路,空港.及び通信施設の蝦簡他により次の事業が行なわれたo
O地方港轄 姫島港改修可t集
この畢業は,姫島村南浦を対象としたもので.9豊年に着工され43年まで杜続されたOや用
は.同法常9粂 ｢岡は帯5集第 1項 (離島凝興汁綱の設定)の駈良振興計画の事典を行う地
方公共団体,その他の者に対 し,必要な資金を岨適し,又はあっ旋し,その他必要と誕める
括広を拭じなければなら7'SいG｣に益づき.別表の港滞法の国費の削合により,縫!JI業封
232.840千円,うち回や215,085千円で行なわれた.
姫島港は.姫島唯-の港湾であるが漁港としても.利用漁船軌 水場額などトノブをしめ
ている｡しかし,近代化がおくれていたため利j削こ著しい支障をきたしていた.姫島蕗に入
港する船舶は,30年から40年にかけて隻数ではL39倍. トン数では2.84倍とそれぞれ伸びて
いる｡
これを見ると隻数よりもトン数が2倍以上も増加しているが. これはあきらかに船舶の大
型化を示しているOそのため,大型船の接岸施臥 東西防波堤などの外部施設,泊地の波乱
索上げなどの地内施設の整肺が行なわれたQまた.離島航路にもとずく,航蹄.昏晦道路の
嬉傭なともすすめられた｡その結果,入港船舶の安全がはかられるとともに.姫島港の貨物
血の増大,大過船の受け入れが可能となった｡また.それとともに,腹案,島民の生活Iこ大
きlj:利益がもたらされたこともみのかせない｡
○県j臥 相砧.姫島他山特殊改良 (一種)事業
本道路は,姫島村の典端柿板及び金の両部蕗と相の中心部右舷ぷ唯一の道路であるが,路
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面が不良のため交通の支韓をきたしていた｡そのため.路面の笹肺が37年から42年にかけて
総軍某や26.100千円.うち同牡13.050千円 (別表の道路法の規定による)で行なわれた｡
現在では舗装もされ,りっはな道路とIiっている.
0県道,禰臥 姫島港税 (特殊4種)
施行先 般畠村 松顕
45年若工で46年に完了
総事業党15.000千円,うち図倍7,500千円
同法第 4灸の 2.〝資源開発及び塵糞の抜取を促進するために必要な漁港,林道,康地及び
昭力施設等の整備 "により次の'#兼が行なわれた｡
〇第 1種 北浦漁港局部改良弔濃
姫島には北浦,西浦,東浦の三つの漁連がある.北浦港は33年以前に貧弱ながらも,-応
娘低限の漁港施設を有していたため王に改良が集が行なわれた｡同港は,東仙に防波娘がな
いため,東風が髄く当り,しかも港が浅くなり利用に甚だ不便であった｡4釦こ慮風一台風に
は西浦港に避難せねばならない状態だったOそのため.34年から37年にかけて防汲堤の改良
と物懲場,鍵嫌の実施が行なわれた｡蛤'S英や26,867千円うち回田16,976千円 (別表の
漁港法の規定による)で改良の結果.漁港としても遜赴港としても利用価位が大きくなった｡
掛 こ.動力漁船数は,25年から39年にかけて北柵では4坐から38隻-と大幅に増加し,現在
では独英等選者はほとんど動力船となっているQこのことからも,漁港の改良は大いに価値
があり,水勘額も順祝に増加しているo
O西浦執港億築rt兼
西浦港の既設漁港は.S8年に地元漁民か水勘額の一部をJt引貯金し.その缶金で利用者が
勤労奉仕によって修築されたものであったOしかし.姫島姓唯一の避難港であるため利用漁
港数は多く,特に台風時には全漁船,全蔑帆船が入港し,船の大型化とともに,混雑をきた
している｡
また,港内は砂の為浅くなり.その頻医=ま防故堤外側より砂の侵入によるもので,その根
固めコンクリー ト工事の必要があった｡そのため,港口の防改姓の改良とともに,新規の泊
地造成が38年から45年にかけて,総-群集費 143.100千円うち国鞍143,100千円で行なわれた｡
その括果.収容能力は増大し,漁港として避難港として役立っている｡
○金漁港局部改修事業
金漁港は,稲租港,大海港とともに三港あわせて東浦港と総称されているが,実際にはそ
れぞれ独立した役割をはたしている｡L厚遇も,それぞれのil.Eにわかれて行なわれている｡三
港のうち.ます金漁港に38年から41年にかけて,北防波堤の延長,南防波堤の新設及び若干
の泊地,繋留施設を築造した.総事某費27.284千円うち同党13,642千円で行なわれ,完
成後は同港の漁舶だけでなく他港の船も安全にたちよれ漁地面もあがっている｡
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○東浦漁港 (大梅)改修rF避
43年着工で47年完了
総革英世50,400千円うち国鞍50.400千円
C)東浦漁港 (禰蚊)局部改良妨 黄
42年着工で 代年完了
胎ifi糞便30.629千円うち国史15,346千円
○西浦漁港修築工串
46年
総額薬草55.907千円うち田野55,907千円
○大晦農道開設事典
大海農道 (1,0817L)は39年に実施され,粗野jF_焚4.473千円で,うち国や 1,565千円
(別表の道路法の規定による)で行なわれたDこの良滋の周辺は島のうちではもっとも水田
が熊田で存している地区で,受益面敬20.2haの内沢は水田7.7ha,畑 12.5haである｡
○大海線身香農道 (題辞)整備事典
42年着工で45年完了
松平兼費35.924千円うちES)賛23,348千円
○大海怨近攻良工市
45年
総事典費9.798千円うち国費4.899千円
同法.第 4灸3u水巻,風害その他の災害を防除するために必要な国土保全施設等の艶胤
により次の中米が行なわれたb
O地方港湾脱島港海岸事業
姫島港は.南に向いた港で ある為南風を其向から受け.過去,毎年高潮による被害がでて
いるoそのため,高柳に対して背後住家耕地の安食を図るため35年から40年にかけて,港湾
改修率兼と併行して東西防波堤の西側にそれぞれ600mの海岸塵を設ける工事を行なった｡
総革菜焚63.000千円で,うち国兜31.5OO千円 (別表の港湾法の規定による)で. この工
事により高潮の被害はなくIiり,背後の住家,耕地の安全がはかられているo
O北浦漁港海岸-S賞
この地区は,北浦的他のi&奥にあるため.具備潮位の影書をうけやすいが,在来老朽護岸
の高さは大棚砧潮位程度しかなく,度々淡水の破音をうけていた｡そのため39年から45年に
かけて堤防,樋門10ヶ所,乱 筆の延長工.Eを市なった｡松歩兵費 BL610千円のうち園賛
40,800千円で,この工'IrHこより&.水の敏TTj'-は防げるようになった｡
○迫川予防砂193-エ野
迫川の年間土砂の流山がはなはだしく,滋エビ塵砥域,北浦漁港,一般家屋等に被芋を与
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えてきた｡そのため42年から44年にかけて,せき堤の工事が行なわれ.効果をあげているo
費用は.同法節9灸の4｢壮応振興対韻実施地域における災害復旧野菜については,公共土
木施設災害復旧事典費国雄負担法第3集の規定により,地方公共団体に対して国がその費用
の一部を負担する場合にb-ける当按災害後旧事業費に対する国の負担率は同法第4灸の規定
によって耳定した率が5分の4に満たない場合においては同態同条の規定にかかわらず5分
の4とする｡｣との規定により.総工世36,900千円のうち国賛24.600千円で行なわれたo
O大海川砂防工事
大海川は土砂の流出が甚だしく,氾濫により川岸が決蟻し,住民.耕地に被害を与えてき
たため,45年から46年にかけて.縫侭某助34.500千円,うち国歌23.000千円で工事が行
なわれたoLかし. この節英に関しては実際には大晦川の土砂流出はたいしたものでなく,
それよりも不条気による失選者対範としての性格が歯いといえるO
同法.第4集の4〝住民の福祉向上のため必要な教育.併生及び文化に関する諸施設の整
備 ＼､により次の事典が行なわれた｡
○簡易水道申渡
姫島には上水道施投がなく全島各所に散在する井戸によって生活していた｡しかし,井戸
水は塩気が多く,島民は衛生上きわめて不安定な状態におかれていたOそのため人口の多い
本島 (西浦,北浦,南浦.松原部落)を対象に.39年から40年にかけて村唯一の大海JI=こ7
-スダムを集話し,これにより,給水人口1500人. 1人 1日般大給水皿1202の簡易水道
を新設した｡
費用は,同法 9集の6｢国は第 5灸帝1項の群良振興計画に基き新たに簡易水道を布投す
る市町村に対し予昇の範囲内において,政令の定めるところにより.その布投に要するや用
の2分の1以内を補助することができる｡｣の規定により秘事果敢35,367千円のうち国戟
12.332千円で行なわれたO
しかし,現在は大海貯水池の水をダムまで上げて,民家に送っているが,谷の下の水田も
池の水に載っているため史の干ばつが予想される｡そのため現在のダムのまわりの地域を水
源とするダムの拡張計画が進められ,52-53年度に1位4.700万円の予算で眺蛤の見込みで,
現在予井の申甜中である.
以上,種々の離島振興畢英が行なわれてきているが,それは,姫島の長い歴史にとって公共
事業が媒中的に実施された画期的できごとであって,島民は等 しく感謝と勤労意欲に燃えてい
ったQ本島では,稚島振興法による布串柿助のもとに現在までに約15億円に近い振興事業が行
なわれており,その結果郡内でも比較的.富まれた村になってきている｡それは,肝丑を ｢あれ
や.これも｣の総花的野菜として行なうのではなく,｢あれか,これか｣に焦点をあわせて正
点的に実施していったことがよい結果を残しているものと思われますo漁逝高の推移を例にと
ってみてもそのことがよくあらわれていると思いますO (衷3参偲)
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(童3) 姫塩の水場額の推移
漁類艦-J琶額 鴇 .由
30年 36.733.534円 tOOqf
35年 6一.0台7,256 174.5
40年 196.541.GIS 535,ロ
45年 48&053.000 1329.4
しかし,地元負担の!Lf熟 こついては,村財政との関係から見て村民の租税負担能力が低いた
め.村財政が零細でそのほとんどを良店に頗らざるを得ない軽果となっているO昭和46年度姫
島村歳入決算軌 こおける村税と村俵の割合を見てみると,村税がla004千円7.7%であるの
に対して,相似は2LOOO千円10.8%というように大変大きな割合を示している｡計画作成に
あたっては,住民要求が充分に行政へ反映されるよう産澄田体.区長会等の末鵬行政粗放の要
求の上に立って行なわれているようである｡また,鼠興畢某が品の失業対策を含めたものであ
ることを忘れてはならない｡
(3)今後の振興計画
僻見振興の立法椅神にもとづき,姫&,では基幹産頂が水産兼である以上.先ず港湾.漁港の
敬僻が虞点目標として行なわれ,第 1次 (昭和32年～昭和37年),第2次 (昭和38年～昭和47
年)に於いて,港頼.漁港は勿論.避臥 生活環境 (し尿,ごみ処理.水温),文教施投.厚
生施設.医療の併保管はすでに整備してこられたが.野3次 (昭和48年～昭和57年)として,
前述の港湾,漁港の改修1J亨丑の継Fc,離島開発センター.中学校校舎の新篠,離品航路 (ヨoot
扱フェリー ボー トの粗造)の鞄僻による生活路曲の確保等が塵点目標として計画されています｡
① 越取 漁港の改修中共
姫島酪-の港湾であり,益の門戸ともいうべき姫島港は帝1,第2次において改良.改修
手厚業として拡充巷傭されたが,船舶の近代化.大型化に伴いすでに狭港化の傾向にあり.こ
れの解消を図るため.軒3次lこ於て更に改修拡張を行ない船舶の大型化lこ対応する億髄を開
発することが計画されており,また,それぞれの独鈷も近年船舶の大型化による狭港化が問
題となっており漁港範僻が里まれているO
① 艶島朗発センター
50年から1億8千万円の予界で着工されるもので.センタ-の目的は漁 ･腿連の研修施設
缶料壷,また村民の生活改番をめざすものです.軒少年.婦人会を対象としており骨年金な
ども協力して敵村に特有lAlむだ使いを防ぎ.貯卓の奨励をすすめようとする施設です｡その
他にも安い宿泊施設としての役割を果すことになります｡
- 1 1 3 -
(4) その他の振興法
離島振興法以外の坂鼎対茶として,姫掛 ま昭和46年 5月 1日.過疎地域に指定されている｡
なお.この内容についてはよくわかりません｡また.昭和49年には農兵振興法の適用をうける
ようになったが. これは大分県の関係で指定されたもので,曲菜が盛んでない本島ではあまり
意味のないものといってよいでしょう｡夢建内容としては,農道の軽轍と新設,瓶 用瀞地の
増築工事などがあげられます｡
(赤木由理子 ･太田 娘子)
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四 昭和51年度 巡 検 レポー ト
(鹿児島県 ･沖永良部島)
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S
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写411 蔵通し作業 (知名町立地織工養成所にて)
写5-1 余多川流域のミズイモ栽培
写6-1 蟻 片 植
写9-1 サンゴ嘘の破片をつみか
さねた塀と喬木による屋
敷林をもつ民家
写8-1
清塘工場の圧搾室
写9-2
最近建てられた高床式の
民家の例
写 9-3
とりこわし作業中の古い民家
3間×3問のオモテ,向いに
左側に トー ゲラがある｡
写9-5
高倉への出入り
写 9- 4 高 倉
1. 自 然
(1)沖永良部島の地形
(特に段丘とカルス ト地形)
農林省九州蔦政局計画部の諏査した報告 (昭和18年4月)によると.沖永良部島の地形は,
海岸線附近の特徴的な地形と,段丘地形,カルス ト地形が主要である｡
島の中心部には本島最高峰の大山 (2467TL),その東側に越山 (16&6m)の基盤岩蒋出部から
なる二山がありこれを取りまくように,高枕段丘 (130-2007花),中位段丘 (50-loom),
低位段丘 (10-40m.).の三段の顕著な段丘他称を形成 している｡守El氏はこの段丘を5つ
に分類しているが,氏によれば,上述の段丘のうち低位段丘面をさらに3つに分けて全部で5
つとしているb各段丘闇には急斜面が発達しており.特に大山を中心とする100m～130m ま
での斜面は特徴的でこの斜面下には名所に成魚が発達しているO
この島の基盤岩石は先第三系,おもに古生代のもので.損恢石.黒色粘板岩,砂岩を主とす
るもので部分的に輝線岩を伴うO大山と越山の山頂部分にのみ露出している｡基盤馨の上には
第四期の石灰岩が層をなしている｡琉球層群と総称されているもので古いものから版に下城層
新城J凱 油利党層と呼ばれている｡琉球層群の若柳 ま石灰岩を主としており,基盤岩石から共
給された硬や砂の堆坑も見られる｡
カルス ト地形は.沖永良部島はぼ全島において見ることができるO地表地形として覇者なも
のには石灰岩が溶蝕してできる石灰凹地 ドリー ネと,石灰岩の溶蝕による洗い出し現象で露出
する石灰岩桂カレンである｡本島は耕地開発が進んでいるためカレンの大部分が取りのけられ,
海岸部,特に冬の季節風の趨い北部海岸の段丘｣二にカレンの林立したカレンフェル トが見られ
るのみであるO ドリーネは廠めて発達がよく数も多い｡特に大山を中心として高位段丘に同心
円状に発達するドリー ネ群の数は圧倒的に多いb ドリー ネの分布はこの高位段丘が段も多く.
中位段丘ではより少なく.低位段丘では極めて不完全Ii凹地形成初期のものをわずかに観察で
きるのみである｡また大山と越山の中間の凹地では.ドリ-ネが適合してウバーレとなってい
るのが見られる｡
さらに地下地形としては石灰洞が数多くあるのか特故である｡沖永良部島でははば全島,石
灰岩の分布している所に石灰洞が分布 しているようである｡大山をとりまく高位段丘面には地
表水系が認められず,河川は地下の石灰洞内を耽れているo水は湊透して石灰岩と基盤岩石と
の境目を伏流し,鐘乳洞を形成する.大山を中心として地下水系に沿って放射状に形成されて
いるのは,基盤の傾斜に従ったためであろう｡数多くある石灰洞のうちでも,鹿児島県文化財
に指定されている昇竜洞は.高位段丘の下城層に発逮 している同であるo洞の歴史は本島にお
いて環も古い石灰洞群に属しており.鍾乳石 .石仇 石灰華とも著しく発達している｡すでに
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石灰洞としては後期に連しているのか,洞内で天上から水滴が落ちてくるようなことはまった
くといってよいはどない｡洞床か ら0.5-17TLまで地上げがしてあり観光者用の道がつけられて
いるO洞床には.水流は見られず,大小さまざまの凍 (石灰岩)と砂でおおわれているO洞壁
の石灰岩を茶祇色の粘土がおおっているところがずいぶんあったO出口付近では基盤が露出し
ている｡
(赤木 啓子)
参考資料
｢沖永良部島の地形と地質と地下水｣ (九州農政局)
(2) 沖永良部島の海岸地形
① 沖永良部島の地形概要
本島は.総面積 94,51KJで細長く北束から南西に向って幅が次第に広くなる0本島の南西
部に位LTJする大山 (245.97m)が最高点で. これより北東に向って次第に低くなる｡
基盤は先第三系 (古生層粘板岩),花尚閃緑岩で構成され,更新世琉球層群に属するサン
ゴ層 (有孔虫砂岩),石灰藻球屑が基盤を被吐している.しかし,低平な更新世サンゴ他地
域でも,島の北釆部の一部で古生層粘板岩が露出するo
基盤をおおう更新世サンゴ層地帯は,台地状でカルス ト地形を皇するが.海岸段丘であっ
て数面に分類することが出来る｡現海面付近に見 られる完新世サンゴ層地帯では種々の石灰
岩海岸特有の小地形が見られ,サンゴ酷の発達は据藤の段階としてとらえることが出来るO
このことから,本島は隆起傾向の地殻運動,及び海面低下の相接的隆起運動によって形成
された隆起サンゴ櫓である｡
① 沖永良部島の海岸地形
(a) 更新世海岸段丘
更新世の海岸段丘は平面的には本島の大部分を占め概 して平担な地形形態を示すO地形
面にはカルス ト地形が発達し,数多くの ドリーネが散在するはか,昇龍洞,水連洞のよう
な鍾乳洞が見られる｡
更新世サンゴ層で故埋されたこの地域には高度分布の異,3平坦面が見られるが,異時形
成の段丘面で.はば瀬利覚50-60m,新城857TL,下城 130- 140mの各平坦面に分類され
る｡石灰岩地域特有の港蝕によって段丘は破壊が進み,また人工的に平坦化された所もあ
って段丘崖の連続は良好でない｡
(b)完新世海岸段丘 (山低位段丘)
海抜 5-87Lの侵蝕段丘で.更新植段丘と明瞭な段丘崖をもって接する沖墳世 (完新世)
の海岸段丘であるO
高潮時には,海面と海蝕塵を界 して面 し,帯皮分布のよく連続したノッチが海蝕崖に形
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成されている｡寄留乗,ウジシ浜などでは段丘はコースタルカレンを発達させ,独特の魚
観を作っている｡
低潮時には次のような海岸小地形を見ることが出来る｡潮間帯ベンチ (波蝕棚)は狭く
ても100m前後の幅を持ち,海蝕塵とは.海方へ 5-100傾く斜面で接し.潮間帯ベンチ
のよく発達 している所では深さ27花以下のラグーンを持ち,ネグロヘッドが見られる所も
ある｡ (国頭岬等)
低位海面と接する付近の潮間帯ペンチには10m以上の深さを持つ溝 (波蝕滞)が塊っも
走り,いくらかの高みを持つ石灰華樹を載せているものもある｡
(C)垂直海蝕崖
垂直海蝕塵は,田皆一国頭にかけての北南岸に多く分布する15m.以上の比商を持つ急崖
である｡田皆岬では約70mの高度を有し.一般に.更新世海岸段丘が,この急塵を界 して
直康海面と接することが多く東新世海岸及丘は発達か悪い｡ (田皆では発達しない)これ
は地殻連動の影響を強く受けて形成された断層地形であるらしく,本島は小規模な傾動地
塊を示す｡
① 沖積世高位安定海水準の推定
波蝕棚,ノッチ,ケーブ,ネグロ-ソドビーチロック等のサソゴ礁海岸に見られる小地形
を指標として海水準変化を推定することが出来る｡
現地調査でのノノチのリトリー トポイントの払豪では現中等潮位上約 2mに形成されてい
るものが多い｡ (ウジシ浜の観察より)
リトリー トポイントの形成位置については持説があるが,中等潮位においてリトリー トポ
イントが形成されると仮定すれば,沖軸性海水準は顔中等潮位上約2m.に存在したことにな
るOまた本島の海蝕崖ではノッチはl個しか持たないから,かなり安定した海面であったら
しい｡
沖永良部島のノッチを測定訊査 した木庭氏によれば.沖積世高位安定海水準は,現中等潮
位上l.81TL士に3,000年以上安定していたらしい｡
(二間 潤一)
参考文献
木庭元暗 ｢沖永良部島の海岸地形と沖積世高位安定海水準｣ (1974)
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(3)沖永良部におけるビー チロック
(観案することのできたビーチロック)
(D 白浜の海岸
｢砂浜の西端部にあり長さ80m,最大幅14m,海の方-約20Dの傾斜を示す｡すでにかな
り破壊されている｡20cm位の石灰岩の僕10C7n位の古生億の疎を含み,伎状サンゴを多く含む
層を境として,上下の二層に分けられる｡上層の如さは,25cm,下層の厚さは40C7mあり,い
ずれも主として有孔虫の砂よりなるが,下層には大きな裸が多く含まれる｡｣
このうち,実際の観察と写 1-1から確認されるか,考えられることは次のようなことであ
ろう｡
a,一断面しかみることができなかったのだが,それが写 1-1である｡ これを見ると上下
の2屑に分かれているようにみえるが.これは前述のものではなく,上層が比較的硬いIES
によって分けられているように思われるO模式的にみてみると鴛 譲 のように2-の
層の闇をもろい有孔虫の抄がうめいている｡
b,眉の庫さは上部の屑が20-25C7nくらいである｡
C,構成物JiF1-は,参考文献のように有孔虫の砂よりなっていることにまちがいはないと思わ
れる｡ しかし,下層に大きな凍が多く含まれているかどうかはわからない｡
⑦ 大津勘の海岸
｢この島における最大規模のビーチロックが発生し,連続性もよい｡硬さも般大で保存が
よいが,内陸側の一部は,砂利採収男者により境域されている｡長さ400m幅42仇,先端部
oj傾斜は海の方へ100で上中下の3層が区別できる.上層は厚さ40m,枝サンゴ,大きな且
(15cm)サンゴ塊 (5C7m)を含むO中朋は厚さ40C爪の枝サンゴと有孔虫の暦で,中層では上
部にサンゴ片,下邦になるほど有孔虫砂が多くなる.下層は,厚さ20C7n,傾斜は80 で細粒
の有孔虫抄と柿にサンゴの小片を含みきわめて硬いo｣
今回の巡険でど-チロックを実際に測皿し,わりあい時間をかけて調べたのは,この大津掛
のビーチロックである｡
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図4 大 津 勘 (測温地点) I/25.000
このEg日 ,2,3及び,写 1-2,3よりこの地形を主に傾斜の変換点を基準にして,A～
Jの10の区域に区分した｡そしてこの10の区域についてその表面の状態などを中心にした観察
結果をここに笹 く｡
〔A〕ここは,もっとも (我々が測足した区域内では)Hli寄りの部分である. この部分は,朝市
が高くなってくると.海中に没してしまうところで,波にあらわれている時間は比較的長
いと考えてよいと思う｡そのためかどうかはよくわからないけれど.その表面は,階段状の
地形,パラレルバンディング状の地形を皇している｡これは,ビーチロック形成時の層状構
造が,比較的大きな形で表われているのだろう.
また,小ホールが点在 している｡
〔B〕この区域は大体 〔A)の区域と同じような状鰻を示しているが,ここで 〔A〕.と違うこと
がある｡それは,階段上の凸の部分の傾斜が小さな凸凹になっていることであるoつまり,
ミクロケスタ状になっているのである｡そしてこの区域では裏面にサンゴ片や.且殻片が多
くあらわれている｡
〔C)この区域は,ケスタ状の地形というよりも,′トホールが多数ある地形である｡この小ホー
ルは鹿径3-40(刀,深さ4-8C7nであるO有孔虫砂.砂が多くたまっている.
〔D)この部分で傾斜が逆転している｡
ここも小ホールの多い地域である｡
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〔E〕～ 〔G〕砂地である｡
この下にもビーチロックは存在していると思う｡つまりビ-チロック形成後,後方の砂地
より砂がはこぼれて.ビーチロックを覆ってしまったのであろう｡
〔H〕～〔J〕背後の砂地から海岸へおりる急斜面である｡ここは表面がかなり硬化して,デュ
ーンロック状になっている｡ただし, これがチューンロックかどうかは問題である｡
以上のような観集結果から私は,大きく3つの区域に区分した｡
(イ)ビーチロブクが表面に裟われている部分｡ (〔A〕～ 〔D〕)
(ロ)表面を砂がおおっている部分 (〔Eつ～ 〔G〕)
(-)表面が硬化した砂地 (チ.1-ンロック) (〔H〕～ 〔J〕)
現在波による潜蝕をうけているのは 〔C〕の部分までであり,〔A〕～ 〔Clはその表面形
態を刻々と変えている｡パラレルバ ン`ディング状.ミクロケスタ状の地形は.ビーチロックの
層状構造をあらわすものであろう｡
小･+- ルの多数存在する地形であるが.これは.その理由として滴当なものが見当らない｡
しかし,波の蒋蝕作用が関係していることは蔀いないと思うO
〔D〕から傾斜が使方になっているのであるがこれは.囲4を見ると明らかのように,その
背後から谷が流れ出ている｡現在,水はなかったのであるが,かってその谷の溶蝕作用によっ
て,そこに形成されていたビーチロックが破壊されたと考えることができると思うoそしてそ
の後,背後の砂地から砂が運ばれて 〔EJ～ 〔G)の部分を覆ったのではなかろうか｡
叔後にデューロックのことであるが,これは, ｢ビーチロックとその類似地形｣
によるとデューンロックではないとしているB邦書が,吐噂倒列島,宝島において観察 したデ
ューンロックと比してみて.その団結庭などの点においてかなり劣ってはいるが,デューンロ
ックと呼んでもさしつかえないと思う｡
以上.簡単に今回の巡検により得たものを報告したのであるが,十分な時間がとれず,現地
の調査も不十分であったため,十分な報告ができなかったことが残念である.
(城井田二郎)
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2. 知名町における人口現象
一出稼ぎを中心として-
は じ め に
知名町における人口移劫現象の特徴的なものとして.出稼ぎが見られるが, この現象を,資札
醐きとりにより解明していきたいD
(1)知名町の人口
出稼ぎについて見る前に.その背景の人口について概観してみたい｡
(D 総 人 口
･ 国勢調査による知名町の人口は,昭和30年 14.072人.昭和 35年 12.831人,昭和40年
10.991人,昭和45年 8,703人である｡ この期閲の人口減少率を見ると,昭和30年から35年
が,&8%,昭和 35年から昭和 40年が14,3%,昭和 40年から45年が20,8% となり.描
少率がしだいに高くなっており,全Ll的にもかなり蒔率を示している｡その後の人口変化を
町勢壁先でみると昭和 49年を除いて引き続き減少傾向を示し,昭和 50年4月 1日現在,
&372人で昭和45年からの減少率は,3.8%で昭和30年から45年における減少率より著し
く低下している｡
(か 年令別人ロ (表 l参照)
年令別人口を昭和35年.40年,45年についてみると.昭和35年において0-14才屑が
人口全体の40%を示めていたのが,昭和40年37.2%.昭和45年 30%としだいに割合が低
くなってきており,逆に55才以上の老年屑をみると,昭和35年 18.3%,昭和 40年21.7%
昭和45年26%とその割合がしだいに増加している｡ この傾向は壮年層においても見られる｡
以上からみると,知名町における人口減少は,若年層の転出,離島が主要因のように思われるO
① 鹿渡別人口 (表 2参照)
産業別人口を昭和35年から45年にかけて見ると,第 l次産業の割合が減少 し.第2次､
第3次塵浬の割合が相加傾向を示している｡このことは全国的傾向と一致するが.昭和45年
においても第 1次産巣が7害哨弓を示すのは,注目できる｡
① 人口変化と出稼ぎ
以上見てきたように,知名町の人口は若年層の転出により減少傾向を示している｡若年層が
転出により就某紙会を得ているのに対し.出稼ぎは,壮年層が就濃織会を得る手段のように
思われるC
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知名町,年令 (5才階級),男女別人口 (表1)
昭和 35年 昭和 40年 昭和 45年
総 数 男 女 総 数 男 女 総 数 男 女
0-4 1.555 786 7.69 855 432 423 546 280 266
5- 9 2.023 1,017 1.006 1.415 709 706 783 387 396
10-14 1.669 861 808 1.820 901 919 1,283 645 638
15-19 655 348 307 671 346 325 663 330 333
20-24 529 256 273 339 155 184 292 132 160
25-29 717 336 381 491 221 270 295 132 163
30-34 749 360 389 616 309 307 418 191 227
35-39 735 316 419 667 321 346 547 254 293
40-44 612 250 362 648 26畠 380 587 276 311
45-49 610 271 339 537 217 320 558 221 337
50-54 629 281 348 549 242 307 468 179 289
55-59 532 244 288 574 254 320 489 217 272
60-64 504 222 282 471 219 252 465 200 265
65-69 475 206 269 454 196 258 408 186 222
70-74 407 168 239 376 151 225 377 161 216
80-84 121 53 68 141 56 85 161 58 103
90.-94 10 3 7 ll 3 8 21 6 15
95-99 3 2 1 2 0 2 2 1 i
100以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0
L2.831 6.097 6.734 10,991 5,145 5,846 8.703 3,987 4,716
(国 勢 調 査)
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知名町産業別人口 (蓑 2)
総 数 第 1次産業 第2次産糞 第 3 次 壷 井
虚実 柿 漁真 鉱漢 逮 A 卸ノミ 金不 運 電水 サ 公務 分漢狩猟莱 水産暴鰭 設菓 遺業 じ莱小売A 融動保塵険菜 檎逮信業 気･道〟ス業 lどスA 類不能
昭和35年 6,248 5.075 ll 9 6 142 128 295 10 74 13 341 l小 0
昭和40年 4.859 3.630 3 7 6 loo 160 296 14 151 22 355 113 2
(国 勢 調 査)
(2)知名町における出稼ぎ
(D 概 況
沖永良部島において,現在のようIj:形の出稼ぎが始まったのは昭和40年頃からであり,は
っきり資料として現われるのは昭和42年からであるO戦後.昭和30年頃までは,沖縄の米軍
キャンプへ出稼ぎに行っていたC
知名町良美委員会の出稼ぎ希望者名簿によると.出稼ぎ者数は昭和42年頃から次第に増加し
ていき,昭和50年をピークとして.多少の変助はあるが次第に減少 しているO昭和45年度に
は153名であった出稼ぎ者数は･昭和5時 度には約 ‡ の29名と吃-ているo (グラフ1,義
3参鼎) これは,日本経済の動向とだいたい一致するように思われる｡出稼ぎ期間は.さと
うきびの刈り取 りの終る5月頃から12月までが多い期間である｡出稼ぎ先は阪神方面が多 く.
特に神戸が多い｡(表4｢出稼ぎ先別出稼ぎ音数｣参照)部落別の出稼ぎ者数では住吉が崩も多く
昭和43年度から昭和49年度までの7年間にのベ153名が出稼ぎに行っているC続いて出倭ぎ
者の多いのは正名,田皆であり.知名町の西部に出稼ぎ者が多 くみられる｡ これは知名町西部
がさとうきびの単作地襟であることに原凶があると思われる｡
① 昭和 50年庶出稼者について
昭和50年度知名町出倭ぎ労働者台帳によると, 昭和 50年度の出稼ぎ者数は前述のとおり29名
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である｡経営耕地別分類 (表 6)では,この島の l戸当りの耕地面積の平均が昭和49年度に
94aに対し,出稼ぎ者数の平均は129aとなり,出複ぎ者散は比較的広い耕地を経営していると
いえよう｡年令的にはそれほど特徴はないが一宏の中心的存在の人が多い. (表7参牌)
また,昭和 50年度に出稼ぎ締 った人の ‡ の人が昭和45年度から出稼ぎに行っているこ
とが注目されるO(表8参照)出稼ぎ先を辞 しく企業までみてみると, 同じ企業に続けて出稼
ぎに行く人もいるし,毎年遵う企弟に出稼ぎに行っている人もいるが,出稼ぎ者は,相互に情
報を交換してよりよい条件のところに集まる蛾向があり, 出稼 ぎ先を過去の桂&,他の出稼
ぎ者の悩報により選ぶ人が多いようである｡
出稼ぎに行くルー トとしては,まず.知名の曲薬事且金に出稼ぎの登録をして,農薬重点
金から鹿児島県出稼ぎ者擾後協会へ適格,出稼ぎ者手帳を交付 してもらい.出稼ぎに行くの
が一般的である｡このルー トで出稼ぎに行くと出複ぎ先で甲故などに遭遇 した敏合.いろい
ろな特点がある｡
表3. <部落別 ･年度別出稼ぎ者>
住 所 S43 44 45 48 47 48 49 計
知 名 21 5 4 1 5 2 4 37息 子 母 10 20 13 1 4 3 56
大 津 勘 1 1 6 1 2 1 - 12
徳 時 5 1 4 2 4 1 - 17
住 吉 225 7 26 25 31 23 19 153
正 名 - 20 23 30 15 ll 99
田 皆 4 13 16 9 7 6 60
下 城 5 12 2 5 1 2 1 17
上 城 5 4 7 5 - 1 22
新 城 25 12 6 5 2 - 27
竿 津 2 - - - - 2
余 多 - - 1 8
上 平 川 3 6 2 3 - 6
下 平 川 2 2 1 3 ll 1 20
昆 者 1 2 5 I 7 2 3 24
芦 清一 良 1 12 12 8 2 5 - 39
良 貨 81 3 4 3
軒 利 発 1 9 4 10 5 41
小 米 - 1 2 2 - - 5
不 明 - - - l9 - - 20
出稼ぎ希望者名簿より
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出倭 ぎ者散
図 1 年度別出稼ぎ者数
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表 4. 出稼ぎ先別出稼ぎ者数
S43 44 45 46 47 48 49 計
千 粟 県東 京 都 1 4 1 314 1293 1 2 2ll神 奈 川静 岡岐 阜愛 知 27 107 22 36 6718 25815三 重滋 賀京 都 府大 阪 = 416 5 5 14
兵 庫 県 2 5 7 2 l 7 2 26
尼 崎 市 10 4 15 4 9 2 2 46
神 戸 市 2944 8 69 77 56 291 22 290岡 山 県広 島不 明 15 64 165 22114
出稼ぎ希望者名簿より
表 5. 年今別出稼ぎ者数
S46 48 49 計
～2g 2 2 1 5
～39 ll 9 8 28
～4g 13 32 27 72
～59 8 22 14 44
～69 4 5 2 ll
70一 - l - 1
不 明 82 - - 82
計 120 71 52 243
-130-
出稼ぎ希望者名簿より
昭和 50年度知名町出稼ぎ労働者台帳より (良薬萎旦会史料)
表6.経営耕地面税別出稼ぎ者敷
耕地面桜 300未満 30.-50 50-70 70100 LOO-1501500以上 (不明) 総 数
年 餌 1 20-3031-35 36-40 41-45 48-50 51一55 56.-6061才以上 総 数
ト稼醐 解 ; S43 44 45 46 一7 48 49 50 総 数
(3)出稼ぎの実態 -聞き取りを中心として-
① 出稼ぎの理由
まず,出稼ぎの最大の理由は現金収入獲得である｡というのは,出稼ぎをしなくては生活
できち:いというわけではないが,子供の教育史金.虚糞成城の支払金などを得るためには,
年 1回のさとうきびの収入だけでは不利だからである｡けれど,生活のための出稼ぎが全く
ないわけではない｡
次に,現金収入狸得の場を.なぜ島外に求めていかねばならないのかという問題が生 じる
であろう｡それには2つの理由がある｡ます.島内で2番目に有力な農兵である岨芸は,仕
可はきつくないけれど,時間的に忙しく収入も不安定だからという理由で敬遠されているO
また,島内での慮菜以外の仕事は,8時間労働でaOOO円くらいの賃金しかない｡それに比
べて出稼ぎに行けば,12時間労働で7,000円もの高収入礎樽が可能で,非常に有利だからで
ある｡
① 出稼ぎ先での生活
出稼ぎに行くのは,さとうきびの収種が終る5月から12月頃までで,知人からの確実な相和
を ｢って｣として,役場の正式ルー トから出壕ぎに行くのが普通である｡そして,近所の者
と同じ所へ何年も続けて出稼ぎに行く人が多い｡
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仕事は普通,1日2交替制なので夜勤はきついけれど.さとうきびの重労働に比べれば12
時間労働といっても楽Ii:ものだそうだoそして.本社員との待遇の差もあまりないというこ
とだ｡短時間にできるだけ高収入を得るために皆勤であり,休日でも遊びなどはほとんどし
ないという話を佃いた.このようにして必死で働いて家族に送金するのであるが,その金額
が 1ケ月あたり10-15万円というから.自分よりも家族をいかに重視しているかがよくうか
がわれる｡
出稼ぎを終えて島に帰る時の失業保険は,ボーナスのようなものだと許してくれた人がい
た.また,出稼ぎ援護協会に加入していると,死亡した場合20万円の保険金がでるので.ほ
とんどの人が加入しているということだった｡
③ 島に残った家族の生活
島に残る婦人は.腰作濃のあい間に内職として紬を撒っている人が多い｡1反あたり約 8
万円にもなるので,現金収入雛得には非常に有利だということであるo
(む 出稼ぎの歴史
戦争直後から昭和30年頃までは,生活に追われているのに島内に仕事がなかったので,沖
縄で米軍の下請けとして,セメント運搬などの肉休労働をしていたが,あの頃が出稼ぎの始
まりだったようである｡
昭和 44年～47年頃は,200軒中60軒くらいの家で,出稼ぎが行なわれていたというoそ
して, この頃が出稼ぎのピークであったらしい｡
昭和48年頃より.現金収入の手段がタバコ,園芸の方に移って,出稼ぎは減ってきている
のか現状のようであるOそして現在は.都会が不蕊気で仕軒がないので.出稼ぎは減少の一
途をたどっているそうだ｡そのため,将来を展望した時の感想として.あと2,3年たった
ら出稼ぎがゼロになるかもしれないと言っていたo
① lLlは 取りを終えての感想
まず疑問に思ったのが.｢出稼ぎについて困ったことは全然Iilいo｣｢出稼ぎに行っていること
に対してのうしろめたさなどは.全くない.｣などの言盛であった｡出稼ぎには苦しい経験
や困難がつきものであると考えていたので全く意外だったoこの疑問は今だに解消されては
いないことを述べて,聞き取り調査のまとめにしたい｡
(4)ま と め
以上知名町における人口.掛 こ出稼ぎについてみてきたが,出稼ぎという不安定な就業形倍
はしだいに減少を示し,現在では30名張になっている｡また本町の出稼ぎはさとうきび栽培と
深いかかわり合いを持つようである｡
(浮田 玲子.膚田 雅子,原 範幸)
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3. 沖永良部島の漁業の実態
(1)統 計 か ら
① 漁業従事者数
(表 l.) SH年11月 1日現在
区分市町村別最盛期の従事者数 男 女 別 年 令 別 漁 業 就 業 者 数総 数 変 数 雇用者 総 数 罪 女93の 計 29才以下 30.-59 60才以下
和 泊 町 59 59 0 59 59 0 54 5 0
知 名 町 17 17 0 17 17 1 14 2 0
昭和45年の和泊町 (昭和44年の資料がないため昭和45年の国勢鞠査の数を使う｡)の世帯
数は2.528.人口は9.507人,昭和44年の知名町 (これは昭和44年の資料がある｡)の仕芯
数は乙698,人口は9.771人であり,漁家は赦盛期でも和泊町では全世帯数のわずか2%,
知名町では全世積数の0.6%ほどしかなく,従卒音数は最盛期でも和泊町では全人口のわず
か0.6%ほどで知名町では全人口の0.25削まどしかない｡ これより,沖永良部島は漁業のさ
かんな島ではないことと,和泊町と知名町では和泊町の方が漁業がさかんなことがわかる｡
漁業従事者数は昭和48年には54人.昭和49年には57人となっており,昭和44年からいうと48
年までいったん減少が見られるが次の年には3人もふえており.わずかながらUタ-ン現象が見られる｡
① 孤接高について
漁協別魚種別漁連高は (衣 2)に示すとおりである｡
･表 2･) S44年 .月～12月 (慧芸 主昌 ('書芸三
漁種別漁協別あじ類 かつお類 まぐろ類 たい類 さめ叛 ぴなど とび魚 さわら ぶ り
沖 永 良 部 7 3 2 6 5 0 8 21 0
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瀬物類 その他魚 類 魚類計 いか類 えび類 その他の水産動物 水産動物計 且類 ## 其珠 合 計
291 15 96 6 4 2 12l 00 0 108
5.600 2.550 15.782 540 2.800 430 3,770 0 0 0 19,552
みてわかるように,きびなどやぶりは沖永良部島ではとられていないようだ｡きびなどの方
は大畠本島で多くとられており,ぶりは沖永良部島と与論島以外の奄美の島々でとられている｡
奄美諸島の他の漁協と比較すると沖永良部島は,漁歩高では低い方である｡
和泊町の資料では,昭和46年から50年までの漁獲高の推移がわかる｡ (表3)をみるとわか
(表 3)
年 漁堆高It)
S46年 62.4
47年 73.2
48年 87,0
49年 90.0
50年 70.2
るように,昭和49年までは漁独創 ま除々に増加しており,49年には46年
の約 1､5倍にもなっている. この理由には,天候 こ`恵まれたことと,無
動力船から動)3船へ変ったことや網を引き上げるのに機械化されたこと
などの全面的機械化の導入によるものと考えられるo昭和50年にIi-ると
20日まども減少したが,これは天候が寄かったことと関係していると考え
られる｡
昭和50年には.和泊町の挽坪福は,70.2tで金額では76,240.ODOR,
知名町の漁糠南は約67.7tで金額にすると54,719.000円で,沖永良部全
休では137.9tで,130.959.000円となり.昭和44年と比較すると.数皿の方ではあまり増加し
ていないにもかかわらず,金額は6.7倍にもなっている｡これは物価が44年当時にくらべて大
幅に上昇したためである｡
a) 狼男挿類別経営体数
(表 4) S44年12月現在区分 総 数 敷網 刺絢 かつお その他 小型定置 地引網 実 妹 その他市町村別 一本釣 一本的 (待網) 重 箱
和 泊 町 46 0 0 0 32 0 0 0 14
知 名 町 15 0 0 0 9 0 0 0 6
(蓑4)を見れば,沖永良部は結局,その他の一本釣りと.その他の所だけである｡その他の
一本釣りには,代表的なものとしてははたとかまつがあげられる｡
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④ 漁船数について
昭和44年の漁船数は (表 5)を見ればわかるように沖永良部島では 5トン未満の動力船と
1トン未満の無動力船だけであるO昭和44年当時は.5トン以上のものは奄美清畠では大島
本島だけであった｡
(衰5)
トン数別市町村別 動 力 漁 船 1トン以上の無 動力船 tlトン未満の無動力漁船5トン未満 5トン以上 計隻 トン 馬力 隻 トン 馬力 隻 トン 馬力 隻 トン 坐 トン
和 泊 町 4643.16 149 一643.16 149 ll7.28
ところが,和泊町の資料では, (表6)で昭和 46年から49年の漁船数の推移をみると,
5トン以上の動力船が増えていることがわかる｡また動力船の数もかなり増加してきており
無動力船は減少しているOここに漁兼の機械化が進んでいることがわかる｡
(蓑6)
トン数別年別 動 力 船 無動力船 総 数3トン未満 3-5トン 5-10トン 総 数 隻 トン数 坐 トン数隻 トン数 # トン数 隻 トン数 坐 トン数
昭和46年 48 46.00 48 46.00 9 4.28 57 50.28
47 49. 52.29 2 a15 1 7.00 52 67.44 9 4.28 61 71.72
48 53 73,38 4 16.12 57 73.44 2 0.28 59 73.46
⑤ 漁港について
昭和30年10月21日に奄美群島振興事藁の指定漁港として知名が指定され.外かく施設 (延
長メー トル,1.011m),けい留施設 (延長メー トル,188.77花)がある｡ しかし.現在漁
港としては指定された知名港よりも.和泊港の方が.沖永良部漁業協同組合が和泊にある関
係上.また漁家妓港地区 (和泊のような都市的性格を持ったlR蕗の一角に架掃的に集まった
ものである｡手々知名地区がそれであるO)がある鞠床上,活発である｡それに加え.現在
では和泊港より少 し束方に.大規模な大型船の接岸できる施設が建設されたO他に漁港とし
ては./ト規模ながら乗シナ掛 こ面する伊延港 (払たちが上陸する酪 ここか らはしけが出さ
れた｡),島の西岸に位吐する住吉港,知名より釣IkJほど西方に位置する白浜港とがある0
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設備については.だいたいこの奄美群島は珊瑚礁と台風の常其衷帯にもかかわらず,どの漁
港も余りよいとはいえず,漁民の人たちも今後の整鳩を期待 していた｡
(表7) S45年 12月末 単位 トン
工 場 名 所 在 地 製 氷 冷 蔵 凍 結 貯 水 備 考
沖永良部島には,和泊に冷蔵と貯水施設があるのみで,その他の施設の設置が望まれてい
る｡
まとめの時間の関係上 漁業センサスから漁唖高.従車者数,経営体数,坐数の変化をくわ
しく追うことができなかった｡次では加えたいと思う｡
(2)アンケー ト結果
11976年 5月現在-
アンケー トは折り込みのとおりである｡7ンケ- ト番号 1から14の調査項日ごとについて述
べるoなおアンケー ト総数は12人 (これは,面接形式で 1人ずつに対して謁査し,私達の手で
q記録したいため,多くの人々に対してHilく時間がなかったせいである｡)この内分けは,和泊
町にて10人.知名町にて2人である｡
(D 年令 ･住所
0年令 20･24.30,37.40.42.50.54,56.62.才の人々で20代の若者の二人は兄弟で,大阪
に出稼ぎに行き油菜と関係ない戟業についていたが,帰ってきて漁具を埠めた人がこの中の
3人 (20,24,37才の人)おり.37才の人は4咋臥 20,24才の人は2年日であった｡ こ こ
にUターン現象がうかがわれる｡なお.この人々のすべてが男性である｡
o住所 和泊町手々知名6人.和泊2人,知名町小米3人,与論島 (出稼ぎ) 1人である｡
この結果からわかるように,和泊港のほとんどの晩発従事者は,事々知名という部落に住ん
でおり, このことは手々知名が.漁菓築落地区であることを意味するだろうoまた知名町小
米に居住する3人のうち 1人は和泊港を自分の基地として,毎日,和泊に出勤という形で通
って来.漁業を営んでいるo与論島から出稼ぎに来ている人は,深海建縞式はえ縄を主として
いる漁兵曹に履用されている人で,家族を与論島において出稼ぎという形で来ている｡年に
2回ほど与論島には捕るのみだという｡与論畠からなぜ沖永良部島まで来て曲集をやるのか
と言うと,与論島の方が漁業規模が小さいらしく.それに加えて.漁の比内消史の関係もあ
るらしい｡そして又後は深海建術式はえ抱の屈主の腕と才党をたよりにしていたが, この
雇主に雇われている人は全員,彼の腕を信 じ.彼の腕 1つでみんなが輩われているようだo
o出身地 神永良雄3人 与論島6人 不明3人で,弓偏 砧からの人が多く,もともと沖永
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良部島でやっていた人は少ない｡与論島から来た人は,そこでも漁某をしていたそうだが,
やはり小さくて食べていけないので.25年前から30年前の間に家族みんなで沖永良部に移住
してきた人が多いO
⑦ 缶方の家族の趣某は何ですか｡
専業10人,兼業2人で, この兼兼は王に虚実である.自分の妻が魚屋を営む人が4人,紬
轍の人が 1人であり,両方やっている人も中にはいた｡
魚屋についてであるが,だいたい朝7時頃から晩8時頃まで,漁のある時だけ売り,その
売れゆきはよく,くさる心軌 まないという｡家族内では.夫は梅へ漁に出かけ,妻が店で夫
のとってきた魚を売るという形がほとんどである｡和泊町には店が7軒あるが,店を持たな
い独英者は,店を持つ漁糞者に売ってもらっている｡その軌 売り上げの8割を自分がとり
2割を店の人がとるという場合が多い｡
① 母方は漁業の他に何か仕事を持っていますか
ほとんどの人は漁某を主とするが,暇な時 (漁に出かけない時)には農薬 (ェラブユリ,
サ トウキビ,フリージア)をするが,生計はほとんど漁兵でたてている｡
① 漁某の経営方法は何ですか｡
共同5人,個人7人で.個人の人でも時々追い込み網という時には12-15人くらいの共同
でやる｡また刺網の時にも4人くらいでやるC共同5人というのは.深海建舶式はえ縄をや
っている人たちである｡
① どんな漁法ですか
一本釣9人,追い込み胸5人.深海越網式はえ縄 3人で. これは主なのであって, このう
ち二つを兼ねたり,他に刺網,袋細などの漁法をしている｡ (写 3-1,2)
① 虫方はどの海域に行って軌をとりますか
沖永良部近海,沖永良部と徳之島との中間海域が主であり,沿岸独英と沖合漁港の両立と
いう形をとる.そしてまた, この海域と転流との脱休については.規棚主流からの分岐流が
沖永良部島と徳之島との間に横切っているために.沖永良部島の漁業者にとっては, この海
域がよい漁場となっている｡
① どういう種類の魚を採りますか｡
サワラ,ムツ,ホタ,などと答えてくれたがこれについては,2の統計表を参考にしてい
ただきたい｡ (写3-3,4)
① どのくらいの且の魚を採るか｡
この項目について,漁果者は,はっきりとした量がわからず.答え方もあいまいである｡
これは私達の質問が答えにくい内容のものであったためと思われる｡ しかし.年平均約 1i
-137-
というのが普通であり.年間収入は 1人当り平均200-300万円であるという｡このことにつ
いては,2の統計表を参考にしていただきたいO
⑤ どういう舟をもっているのか｡
くり舟を持っている人がほとんどで,中に動力和船型漁船を持つ人が2人いた｡
くり舟について-･･-･木材は杉.大きさは長さ約 8m,巾1mくらい,1-1･5tであるo
舟底は 1本の木をくりぬい
上から 後から 横か ら
[亙二, ▽ 喝 壷 頭 夢 7
エンジン
て作 り上部だけ組合せであ
る｡作りには鉄製の釘でな
く竹製の釘が使われている｡
昔は無動力船で人がかいでこいでいたが,今は全部 4.5馬力のエンジンをもつ動力船であるD
くり舟は糸満の系列を引き,沖永良部LLでなく.沖縄からそのくり舟造り専門職である糸満
という人が作り,完全な形でこの畠に運ばれてきている｡この舟の保存は,サメの油を年に
2,3回ぬることであるが,舟の寿命は約30年である｡ この島で曲集をやっている人はほと
んどこのくり舟を 1隻持っている｡ (写 3-5)
⑬ あなたはどういう組織に属していますか｡
漁集協同組合にすべての漁賀春は入っているが,家族内では父親が入り息子は所属してい
ないらしいO若者は青年団に属す｡
① とった魚をどのようにしていますかD
売るというのがほとんどで,その残りを家族で食べるという形である｡ これはどこでも同
じであると思う｡
⑧ 漁協の仕弔
えさ,永.油の販売であるが,港の設備が惑いから活動といってもあまりしていないO
⑮ どれくらいその活動に参加しているか｡
組合への活動の参加は,だいたいにおいて幹部の人についていくという傾向である｡
④ 組合に対する希望
国や県が港の設備をよくしてはしいという意見が多く.組合に対する直二接的希望としては
若者が漁業をやろうとする意欲をもたせる方法を考えてはしいというのがあるが,具体的な
ものとしては事務所の確保が一番の要求だといえる｡
以上でアンケー ト結果についての説明を終えるが,これで少 しでも沖永良部島の漁業の実
態についてわかると思う｡
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(3)ま と め
ここでは,2,3と重複するかもしれないが.沖永良部島の漁業の特徴についてふれてみた
い｡
沖永良部では漁夫のことを糸満と呼んでいるが.このことはこの島の漁菜の糸列をさぐる意
味で重要である｡沖縄諸島では追い込み網を主とする漁法が行なわれ, この漁夫を糸満と呼ぶb
従って,沖縄の追込み網の糸続がこの沖永良部島 に伝わってきたと言える｡事実,この島にお
いては,漁法の主流が一本釣りと追い込み絢であるo
この漁民のほとんどが沖永良部出身でなく与論島からの移住者である点においては,沖縄か
ら与論島を経て沖永良部に伝わったとも考えられる｡この移住者やその子孫達がこの島での漁業
の主純を占めるということは注目すべきことである｡与論島からの移住者のほとんどが,事々
知名に住みつき,そこにおいて漁韮集落を構成しているC
漁茶従事者の構造では,平均年令45-50代にかけての個が大部分を占めており.若者はほ
んのわずか (2人)であることから.この島においても若者は,都会-と吸収されている｡
しかしながら現在では,全国的ブームといわれるUターン現象が漁業人口に見られる｡
沖永良部島の漁業が小規模であるというのは,島内消丑が中心であり,島外消費がほとんど
ないこと,沿岸漁巌が主であること,一一本的という個人経営が主であることなどによると思わ
れる｡現在,漁業者は,漁藁の大規模化という将来の展望を持っているが,それに対する働き
かけが.組合や公共団体に頼りすぎという面がうかがわれる｡それは,食べてゆけるという現
在の満足感がそうさせているかもしれない｡
(伊丹 恭子,洲本いづみ)
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4.大 島 紬
(1)大島紬の由来
大島紬織物業は.歴史的には旧封建社会の中に成長してきた日本固有の在来産弟であり,そ
の製品は品質の堅靭さと特殊の色合いと雅致に富み.製掛 こ長期間を要することによって知ら
れている｡
大島紬の起源は明確ではないが,琉球の久米島紬に由来するものだといわれている｡ この久
米島紬は,原糸は共綿を手引きしたもので,四百数十年の歴史を有しているが,元来久米島軸
といえども琉球固有の織物ではなく,中国から伝えられてきたものである｡
しかし記銀によれば.我が国においては綿織物よりも絹織物の方が古い時代から存在してお
り,我が国のいたるところで織られていた紬も日本瓦有のものであったことは確かである.た
だ中国から久米島に伝来した紬の方が技術的.品質的に優れていたのである｡といっても当時
の紬は,真綿を紡いで織ったのであるが.現在に比べると品質も劣り,すべて黒無地か白無地
で縞とか餅などはなかった｡
(2)大島柚の移り変わり
① 江戸時代の大島紬
封建制下における大島紬が盛んに製織されるようになったのは.三代将軍徳川家光の頃で
あるといわれている｡島津庸時代に大島紬が発達した理由の-つとしては.島津藩がその製
造を官業として奄美の住民に強制したことがあげられる｡ しかしそれ以前にすでに久米島か
ら伝来していた紬は.生業あるいは副巌として広く庶民の間で製織されていた｡そして大島
本島をはじめ西南諸島住民の南国的性と紬の気候風土への適合性および経済事情 (亜熱帯と
いう高温多湿の気候に的した織物であり,軽快,耐久性,冬季における耐久性)などによっ
て.一般に普及していたものと考えられる｡ しかもこの頃は,奄美大島でも盛んに養蚕が行
なわれていた｡
後世に至り紬は島津常の重要な生産物の-つとなり,官英の形で製織が行なわれ,その経
営形態はマニュフTクチャーであったO最初の大島紬は民間では自家消費か贈答用として製
織されていたが,宮共として生産されるようになって始めて商品化されたのであるQ旧時に
おける製織法は非常に幼稚で,蛮あるいは木皮で染めた色合いで製織 していたが,当時藍は
十分栽培することができず,染料は多 くテ-チ木 (学名車輪梅),クチナシ,ヒル,ハゼな
どの皮を煎じて使用した｡しかし木皮に染めただけでは色合いに面白味がなかったが,本島
大島の笠利村で泥が衣服に染まることが発見され,その後たいていの紬の織物に泥を使用す
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るようになったOそしてそれまでのネズミ色に代わる横餅の紬の生塵が明治時代まで続いた｡
⑦ 明治 ･大正の大島紬
明治十年頃の大島紬の餅染は簡単な餅柄で.夜伽という娯糞をかねた夜なべで併くくりが
行なわれていた｡
西南没後,本土と大島との交通の自由に伴って大島紬の取引が盛んになり,機の技術も向
上し辛作米が織撫lこ代わる合理的な生産方法lこなったO明治三十四年には大島紬同類組合が
組擬され,それまで某紙からつむいでいた糸は約枚玉糸に変わった｡
更に大正時代に入ってからは,すべて正絹を使って粒った大島が作られた｡だから一応
｢紬｣と呼んではいるが,正式には ｢大島耕｣という木綿糸織物なのである｡糸染めについ
ては,組物染料,泥染を特徴としていた｡
① 現在の大島紬
本場大島紬の何よりの魅力は,あの深みのある色詞である.茶梅色を含んだような巣の艶
やかな色は,｢泥大島｣と呼ばれ,大島紬の代表格とされている｡これは前述の如く,奄美
大島に生えているテーチ木という熱帯性植物の幹を刻んで,それをよく煮出した液を染料と
して用い,これを更に泥田の泥でもみ込むことによって独特の色が出されるoすなわちテ-
チ木のタンニン酸と泥土の中に含まれている鉄分を十分に化合されるわけである｡本藍と泥
牡を交互に何度も色攻めしたものは ｢泥藍大曲｣と呼ばれている.
泥染めには相当の根気を要するが.現在では桧生産高の約 2%,泥藍奴は約20%にすぎず
あとは化学染料弛めに変わってきているO大島紬のもう一つの製粒地である鹿児島では.主
に化学染料が用いられているが,｢色大島｣｢白大島｣と呼ばれる現代感'1割こマッチしたも
のが生産され,かなりの人気を得ているようである｡
大出紬は高槻で織られるが,手織りなので根気のいる面倒な仕事である｡一反を綴りあげ
るのに,熟練した人で25日.遅い人は40日位かかる｡織りあがった品物は,その土地の協同
組合 (奄美大息と鹿児島に分かれている)に袋められ,検査を受け.合格 したものには商棟
が貼られ,割り印が押される｡こうしてはじめて肘掛 こ放ってゆくわけである｡
(31実 態
① 聞きとり孤査
沖永良部島には,工場としての形を牡えて紬を細っているところはないOほとんどが家庭
の主如の内政である｡内職として軸を綴っている人に軌 ､たことをまとめてると･だいたい
次の4点にしぼられる｡
a 男ものは1疋で1万七千円,女ものの模様稔りさま1題で7万円｡ 1カ月で約7万円位の
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収入になる｡
b 個人的にIL'･/った人が多く,17年縫っている人もいる｡
C 材料は名勝から,織 りあがったら名瀬へ送り,検査のあと工居を送ってくる.
d 現_立が手に入るからいい収入にlj:るし,同時に家庭のこともできるから-番いい仕事で
ある｡
知名町柚拙工展成所が朗始されたのか昭和45年,和泊町軸綴工養成所が開始されたのが昭
和50年と.紬轍工の養成が公的俄閑ではじめられたのはごく最近であるOだから,内舵とし
て現在家庭で綴っている人は,ほとんど個人的に習った人であると思われるO知名町のごく
限られた範囲でしか仙きとり諏童をしていないので,一概には言えないが,rlflきとり調査を
した屯田では楽しんでとか.ひまにまかせて細っている人が多かった｡
また,知名町,和泊町の紬織工遜成所では,卒英後家臆で内職をするために習っている人
が多く.慮成過程がちがうため,知名町は家区の主婦,和泊町は結婚前の人が目立った｡
そして,糸をはることと模様あわせがむずかしいとは会見が納得するところであった｡
① 知名町軸織工養成所 (知名町投軌 掻済課が管理しているo)
a 設 立
昭和42年からの奄美諸島振興計画事演の一群として.44年に建設が完成 し,45年 4月か
ら開始されたO縫工養成所は,最初各島にひとつという条件で,まず知名町に作られたo
b 目 的
職工の遵成.沖永良部島の振興をはかるため｡
C 経 常
矧戊所で綴った紬の綴り貨の一割で維持｡ (先生-の謝礼等),しかし赤字なので赤字
分は町が負担している｡
d 入 所 祭 格
知名町の住所を有する者｡ (町外の場合は町長の許可が必要であるO)年令は16才以上
無料で髄時入所できる｡
e 過 程
転臼来れば 1年桂皮で卒叢できる｡卒業までに械軌 十の字,模様綴りの3段階で.2
疋 (1疋-2反すなわち4反)轍ればいい｡l疋は約 5万円である｡
f 現 状
入所者は年令22-23才,40.50才 台 の人が多く,本弟はほとんどが腿紫である｡その
ためfn繋期はまったく来ない人が多い.養成所へは知名町のほとんどの部落から来ており,
惑いところでは砥時,余多などから来ている人もいる.
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紬紙工虚成所調べ (濃l)
年 産 4月 1日入所生 その後の入所生 退 所 生 修 了 生
44 14 19 3
45 30 13 ⊥ 29 9
46 8 23 12
47 20 26 21
48 27 20 10 13
49 29 L甘 17 14
(50.5.7)
g 卒 業 後
卒業後 1年間は養成所の紬を綴る｡ (養成所と恭者が契約 しているO)その後は自由で
業者が搬織を貸 して蘇らせる外債の腐食 もあるが.ほとんどの場合は各自で地裁 (1台,
4万 5,6千円)を購入 し,内職として轍っている｡拙策者ははとんど名瀬の業者である｡
抽人口は864人｡
h 問 題 点
習う人が少Iiい｡ (30名収容できるのlこ対 して現在は20名である｡ )
1 そ の 他
o紬は沖永良部では昭和36年頃から織 りはじめ. 4a 47･年頃が虫 もさかんであったO
これは民芸 ブームの駐唾であろうと思われる｡そして最近は下がりぎみの傾向にある｡
o戯農のかたわらに綴る人がほとんどであり.軸を轍る人の背I削まあまり㈱かないO
① 和泊町納擬=養成所 (和泊町役場,経済許が管理しているC)
a 設 立
知名町の養成所に続き,49年に地物が完成し.50年 5月から開始された｡
b 目 的
鍛工の養成
C 経 営
知名町と同 じであるJ
d 入 所 資 格
和泊町の住所を有する者｡ (町外の場合は町長の許可が必要である｡)年令は16才以上
の女子｡無料である｡
e 過 程
1 14 3 1
毎日8:30- 17:00までで2年で終了する｡
f 現 状
入所省は年令16-53才まで幅広く,16-23才くらいの結婚前の人が多い｡ (20名
中既婚者が4名)｡養成所へは和泊町のほとんどの部落から来る｡ (20名中和泊町の人が
4名) 51年 3月31日現在で23名入所,3名退所で20名養成所に来ている｡
g 卒 業 後
家庭で内織として織る｡工場はあるが,これは新 しい職工暴威のためのもので,内職と
して家庭で織る以外にない｡紬業者はほとんど名瀬の共著である｡
h 問 題 点
途中でやめる人 (結賠等)がいるので,紬が製品にならIj:いことがあり,こまっている｡
そのため途中でやめないという条件で入所をE.JLlめている｡
1 そ の 他
家庭での内職がほとんどなので,統計的にみるのが困難であるO
和泊町における過去5ケ年間の大島紬生産状況 (推移)
イ 生 産 状 況 (表2)
笠 織 工 故 生 産 反 数 生 産 金 額 寅者別生産反数町 内 町 外
46 300名 2,100反 58.650千円 960反 1.140反
47 406 2.55日 89,240 1.800 756
48 590 3.540 133,950 2,loo 1,440
49 607 3,642 127.470 2肌 0 1,6 4 2
50 544 3.808 137,088 1.950 1.858
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ロ 品級別,生産反致 (袈3)
区分 S46 全体にしめる S47 全体にしめる S48 全休にしめる品級別 男柄の割合 男柄の割合 男柄の割合
女柄 男柄 (形) 女柄 男柄 (形) 女柄 男柄 (%)
高 級 島 皮70 皮 皮 皮 皮50 皮
中 級 品 100 580 260
並 品 290 1,646 1.978 950 2,280
区分品級別 S49 全体にしめる男柄の割合 S50 全休にしめる男桝の割合
女柄 男柄 (形) 女柄 男柄 (%)
高 級 島 反90 皮 皮100 皮
中 級 島 280 300
弛 品 I.000 2.272 1,0482.360
この益成所は非常に自由な雰囲気だったO出勤も退所も全て自由,来ても用があれはすぐ
外出してもかまわず,暇をもてあますような時のみ来て触っているようだ｡本卦 ま戯選の方が
多かった｡
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(4) 考 察
知名町.和泊町ともに紬轍工養成所があるために,椴工の養成は確実に行なわれていると思
われる｡紬の生産が巌もさかんであったのは.46. 7年ごろで,その後は停滞あるいは下が
りぎみであることは,知名町役魅の経済課で聞いた話である｡ しかし,和泊町の46-50年ま
での生産状況を示す衷 (表2)をみると,生産反致は48年に急激に増加し,その後も少しずつ
ではあるが増加している｡ これは46. 7年頃の民芸ブームで軸が見直され,また価格も以前よ
りよくなったため,職工の数が飛躍的に増加したことが原甑であると考えられる｡生産の内訳
は男ものが圧倒的に多く,女もののはぽ 2倍である｡ (表3)これは男ものは.女ものに比べ
て模様を入れなくていいため,時間がかからず,技術も高度でないことが原因していると思わ
れる｡
現在のところ沖永良部掛こおける大島紬巣は,主婦の内職の域を脱してはいないOその経営
は非近代的で,工場などはなく,ごく例外的に2-3人が集まってやっている所があるくらい
である｡それは紬業者がすべて名瀬の業者であること,紬は機械化できず,個人の手作業よ
り他にないこと.紬を専某にしている人が少li:いことなどが的係していると思われるO本業は
虚英,商業とする人がはと.んどで.それらの仕窮の合い問をぬってとりかかっている場合が多
いため.樽に意欲的に細井を本来としている人はなく,今後もずっとこういう形態で続いてゆ
くのではないかと思われる｡
近ごろ,廉価な韓国産紬が市場に出回ってきているが,日本の伝統産某として,大島紬の技
術だけは守り続けてもらいたいものである｡
(本多 洋子.山崎 敏江,山崎 春代)
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5. 沖永良部島の亜熱帯植物とその利用について
○ ソ テ ツ
<ソ テ ツ>
･裸子枝物 ･ソテツ科 ･雌雄異株 ･常緑樹 ･両半球の熱帯 ･亜熱帯地域に分布
(日本では,沖縄～鹿児島,宮崎南部にその自生をみる｡)
･台風や干ばつに強い耐性を示すはかりでなく.やせ地にもよく生育するが,水分の多い土
地を嫌い.日影に於ては成長が劣る｡
･隔年結実
40-50`7R(岩垂
??????
??
ー〜?
? ? ?
<実>○茶色
;;
3-4cm
(菜)
<戊rE>
断面H
lDET
<唯花>
※雌花の開花時に雄花をとって上に
おいておくと.多数の結実をみる｡
･幹頂に直立,多数のおしべ
･円筒状
･幹頂のまわりに群がってつく
･有柄輩状
･各製片の先はとがって黄褐色
の軟毛をかぶっている
･裂片の下部の縁辺に直接に裸
出した卵子を3-5ケつける
(1)沖永良部島のソテツの分布と形態
① 分 布 (別地図で示す)
① 形 旗
○畦布のソテツジャングルーソテツ佃-
ソテツ畑.･.･-耕作不能なやせ地や斜面を利用して使えた
観光用に,かっての個人所有のソテツ畑を和泊町が貴いあげ,卓備 ･管理 している｡約30
分程度で一順できるコ-スが設けられ,小払の局8剛こは,大きいもので約 3m,小さいもの
で約 1.5m程のソテツが群生 している｡その数は100本を越えると思われる｡中には,珠が
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数個に分かれているものもあり.ソテツの生育の年か ら逆算 してみても. このソテツ畑]がい
かに古いものであるかが想像される｡ しか し,小路を少 しはずれると,ツル畦の植物が上を
おおっていたり,アダン等の木々と混在 している｡ このソテツジャングルの出口にあたる所
は海岸であるが,その海岸の上方の塵には,ソテツの自生群落がみ られる｡
○ 国 威 (国威岬の北pq-)
岬畔ソテツ
こ こには,かなりはっきりとした帖畔ソテツを見ることができる｡ この畑では,フリージ
7,ユ リ,さとうきびが植えられていたO
㊨
㊨
Ir.Jll llの ツ
畑 ⑳
⑳
@
⑳
⑳
⑳
ここの畦畔ソテツは,図のように畑の四方全部にソテツが
柏えられているのではなくて,一方,或は二万,三方とい
うように植えられている場合が多いo又,ソテツは畑の中
の道路に沿った部分や,畑と畑の境界部と思われる部分に
植えられているOその数は一列が15-30本樋度,その高さ
は1-2仇と比較的低い｡一本と一本の間隔は 1仇か.ち
う少 しせまい程度である｡
枯薬が何故もついていて,ほとんど無管理の状態である｡
(兼は約 3年で枯れる｡この葵は燃料として使用される例
もある｡)
辻ひろみ氏の ｢確美大見におけるソテツ利用に欄する地理学的研究｣という論文に於て,
敏之帖金塊珊薪の例のように,畔畔ソテツが畑の四方 ()-!日田)全部にきれいにみられるとこ
ろもあるが,喜界岳阿伝部落の例のように必ずしも四方ではなくて,一辺,二辺の場合があ
ると報告されている｡その理由について氏は,昔から一弘 二辺 にしか植えなかったのでは
なくて,S42-45年の ｢確:美群島戯姓改酋事業｣により,哩抜きが行なわれたことがあり
その時に一部 (一辺, 二 辺)がなくなったものであろうと説明している｡I+永良部島でも.
その当時,畔抜きをしたことがあり,氏の論のとおりであろう｡ 一也 _辺の,抑えられて
いる方向がまちまちであること,抜き去られたと思われる部分をつないでいくと,完全な畦
畔ソテツの形になっていくことからも.それは催かなことのように思われる｡ このソテツが
いっ植えられたのかわか らないが.少なくとも戦前には.年の数だけソテツを柏えるという
習慣があったようである｡
○ 製糖工場附近
畦畔ソテツ
国頭の場合とほぼ同じとみてよいだろうO こ こも,唖畔ソテツが完全な形で残っていない｡
-148-
ただ, このあたりo)畑は庇椿が小さいものが多いので,それに応 じてソテツの本数も少なく
Ii:っている｡海岸線と平行の畦畔ソテツが多く触っているように感じられたが,垂直方向の
ものもいくつ･かあり,勝連性ははっきりしない｡ri]腰の勘合もそうであったが,製糖工濃付
近は,特に枯糞のついたままのソテツが多く,全く無管理の状態である｡もっとも.ソテツ
は昔から.他の作物のように手をほどこす必要のあるものではなかったが｡
ソテツの矧 ま,3年くらいたたないと粘れli:いと言われ,このことからすれば少くとも3年
の周, こ このソテツは人の手にかからなかったと言えようo
① 栽 培 方 法
辻ひろみ氏の論文によれは,雌木と雄木を混措して栽培するとされている｡しかし,ただ
見ただけではその区別はつかない｡ただ,一本一本のソテツは,約 17TLもしくはもう少し狭
い間隔で植えられている｡そして現在では行なわれていないが,実からデンプンをとってい
た頃には,笑を多くつけさせるために雌花が嘆くと.雄花の花粉をそれにつける.すIi:わち
人工交配を行った｡やり方は,雌花の上Iこ雄花をもいで濫いておくのである｡そうすると,
雌花が開いて雄花の花粉がつくので,多数の結実ができるというわけだ｡こうして人工交配
をすると約400-600個 の箕がつくそうである｡ソテツジャングルで見たソテツに紘,20
-30個軽度の結実しか見られなかった ので,人工交配をしないとその桂皮しか結実 しないと
いうことなのであろう｡又,ソテツの増椎は株分けによるが (辻氏),現在はソテツの栽培
がなされないところから,その株分けの方法も実軌 こほどのようにやってきたのかわからな
い｡
① 利 用 形 態
1)食 料 (かゆ)
硝子から取ったデンプンで作るのと,茎から取ったデンプンで作るのと,二通りの方法が
ある｡氏によれば,前者は,種子を半分に割り,中の実を出して, それをよく乾燥させて水を
くり加えて十分洗い,再ひ乾燥し,ひいて初Iこする｡それをまた水でさらし,鑑煉させて
デンプンにし,かゆにするO後者は,茎を切ってまん中のしんの部分を縦に割って,カチ
カチになるまで干し,水につけておく｡それをカマスの中に入れ,上から延をかけて焼酵
させ.洗い出し,乾燥させてひく.その後同掛こ水でさらし,吃燥させてかゆにする｡
かゆの名称について ｢ナリがゆ｣｢ソテツがゆ｣が掲げられていたが,沖永良部で何人か
に尋ねたが,はっきりしなかった｡
このソテツのかゆは,かたくり粉をお吸でといたものを想像すれば,だいたい同じよう
なものであるというOタクシーの遊転手さんの巌によると ｢茎からとったデンプンのかゆ
のほうが,口あたりが良く美味しいO種子から耽った方は,繊維状のものがあって,おい
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しくなかった｡｣そうである｡沖永良部では,明治時代,戦後の食料樫の時代に食していた｡
しかし,水田をもっている赤hlなどの地域の比較的裕福liところでは.食した縫験のない人
が多かった｡
2)み そ
昔,作られていたことは確からしいが,その手法などについては,現在ほとんど作られ
ないため,聞きとれなかった｡
3)重 用
種子の中の果肉,1･.･･できもののうみを出す
化のう止め
薬のつけねのわた･･.･.Li血
慮接,傷口にあてて拾娘 したが,薬の乏しかった時代のことで現在はなくなっている｡
4)肥 料
薬を細かく切って,畑にまく｡現在は.化学肥料を使用｡
5)装飾用
正月用の飾 りに用いるため,本土から探 りに来る｡たいてい畦畔ソテツの中から,形の
良いものを選んでいくらしい｡しかし島民が採って (本土の商人と)売買をするというこ
とはない｡
6)燃 料
乾いた (枯れた)薬を,風呂のたきつけに用いる｡
7)織 維
ソテツの蛮のっけねの,薄展色のねばねばしたわたをとってまるめ,その上を毛糸か糸
でまいて.てまりにして遊んだ｡ このような経験があるのは,60才 くらいのおばあちゃん｡
8)鑑賞用
度蘭樹としての利用価値は高く,一時かなり島外へ出されていたらしいO しかし,自然
保証の立場か ら,これを止めようという動きが高まり,町でもその対策に苦心 している0
-万,島内の家庭では,盆栽として楽しむむきが多い｡高さが50C7nにも満たない.ミニソ
テツを.20-30年もたんせいこめて作っている人が多い｡
9)飼 料
ソテツの実を吃燥させ.くだいて煮る｡30年以上も昔のこと｡
10)翠
船内で緒をした徳之J,占のおじいさんが教えてくれたO
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① 考 察
ソテツの利用形態については,もろもろのは報をつかんで.現地に行ったのであるが,
これすべてかなり古い話で,現在ではソテツを現俸的に利用することはない｡聞きとりをしたほ
とんどの人は,ソテツは背から植わってきたものだから･--という程度の意識しかなく,
その意味についても,他土との境界線 (畦畔ソテツ)であると教えてくれるぐらいであっ
た｡このように.ソテツの利用度が低かったのには.驚き少なからず失望した｡考えてみ
るに,時代による変化はもちろん一番大きいが.沖永良部島は.島全体がゆるやかな傾斜
をなしていて,耕地率も高 く,稲作可髄な所もある｡従って.ソテツへの依存度が他の島
々に対して低かったのかも知れない｡しかし,現在もかなりのソテツ,畦畔ソテツの形跡
が確認される以上,ソテツが過去lこ,かなりなウエイ トを占めていたのは明らかであり,
それは主として,救コウ作物として考えられていたのであろう｡
(2)沖永良部島におけるミズイモ栽培
ミズイモは,沖永良部島において.現在利用がわずかながらなされている亜熱帯組物であるo
私達は,沖永良部島のミズイモ栽培を調査する前に.r鹿児島地理学会紀要第20巻12号J所収
論丸 斉藤赦,坂口彰 ｢首界ETuのミズイモ栽培に園する文化地理的考察｣を参考にし,ミズイ
モ栽培についての予備学習をしたので,ますその要点をまとめてみるO
① はじめに - ミズイモの概要 -
ミズイモとは,｢水草｣となき,また ｢田辛｣とも呼ばれているOテンナンショウ科 (ま
たは,サ トイモ科)に飼するといわれている栽培使物である｡普通,テンナンショウ科の食
用イモは,｢クローイモ｣で総称されているが.鮫錐な発展を遂げた為,植物分類学上の位
置づけで,今でも困難があり,説の分かれる原因となっている｡形態は粗ぽサ トイモに似て
おり.球芸は,独特の風味をしているO東商アilT,オセアニア,そして我国では南西緒島
にその分布が知られているOかっては,島の主血となる重要な自給作物の一つであったO
① 喜界島と,その周辺の南西諸島のミズイモ栽培状況
現在でも水田のみられる南西諸島の島々では広く栽培されているが,その栽培面概は.敬
前に比べて大きく減少した｡省界馬では,昭和30年代以後,サ トウキビ栽培の拡大と共に,
ミズイモ田が排水され,サ トウキビ畑に変わるようになった｡この様な,ミズイモ田のサ ト
ウキビ畑への転換という土地利用の面からと.労助力をサ トウキビ畑に奪われたこと,或い
は,現金収入の増大による自給作物への依存の低下から,ミズイモ田の面鎖が減少 していっ
たものと考えられる｡
さて,ミズイモの栽培されるところである机 もともとは,周年的にかんがい可能な水田
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にのみ栽培されていた｡喜界缶では.水田は殆JiJど排水されてサ トウキビ畑になっているの
で排水の困亜な一角に栽培されているのが現状であるO
次に.具体的な栽培方法であるが,植付の時好】は,宙界点では3-4月,収種は早 くて翌
年の9月で,収穫まで3年を蛮することもある｡植付後の手入れは,鶏糞を入れる程度であ
る｡かっては,ガジ,1マ ルの薬を鋤きこんでいた｡収礎の際,球茎は上部2-3C7nを残して
切りとり.下部を食用にする｡そして,上部2-3(刀と茎,薬は収稚後まもIi-く苗として水
田に植えられる｡
① ミズイモの利用
ミズイモは,現在では主食にされることがなく.種々の機礼を伴いながらn'味されている
のが現状である｡具体的には,正月と3月3日の節句 ･家族の命日などに ｢ウムッチー｣,
｢ウムデソガク｣にして供えるのであるO｢ウムyチ～｣は.伝統的料理で,｢草餅｣また
は,｢芋ダンゴ｣の意味で,ゆがいたミズイモを日に入れ,鬼砂糖と塩を加えて抱き,その
後- ツタイ粉を取粉にして,餅のように丸めるものである｡
また,茎は ｢ズイキ｣として,壬に良筆の野発不足の頓に,抽いためや.穀物に用いるO
以上が ｢喜界島のミズイモ栽培に関する文化地理学的考察｣の要約であるO次に.この文献
等を参考にして,私達が沖永良和島で調査したミズイモ栽培について報告 したいo
l) ミズイモの栽培場所
沖永良部島では.薬.茎等の外形がミズイモと類似したイモ類の植物が多くみかけられた｡
畑でみられたのはサトイモで,乾いた畑に栽培されている点で,ミズイモと異なる｡サ トイ
モは,かなり多く栽培されているようである｡また,ミズイモと同様,水の多いところを
好むもので,クワズイモというのもあった｡これは,野性でその根茎は食用にli:らないが
外観はミズイモとよく似ている｡さて,私達が閏査したミズイモ栽培場所は余多,芋降,
赤感で,余田川流域の水田地帯であり.水の豊富な所である｡これらの場所を調査 してわ
かった執 ま,音界島では,EU一枚全部がミズイモ田に利用されているのに比べ,沖永良部
では.一枚の田の一郎Iこミズイモが植えられているという串である｡しかち,全てのElに
ミズイモが植えられているのではなく,田3-1枚につき一枚位の割合で植えられている｡
これを図示すると次の様になるQ
右楓の様に.一枚のEIの両柾の 1/4-1/2位にミズイモが槌えられていた｡そして.ミ
ズイモの植えてある箇所は,その田の中でも.水の多い所であるO草津部落では.2C何程
水が入っているEiHこ抱えてあった0
2)ミズイモの植付けと収穫
植え付け時馴ま,r川きとり調査では,明瞭な答えは得られなかったが恐らく,世界島の
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ように,3-4月にも植え付けるし.また 5月に入っても植え付けることがある棟である｡
植え付方法は,右図の桜に根茎のほんの一部と,茎とを田に
さすだけである｡そして収極は秋冬～翌年にかけてなされる｡
その収横も,一度に全部とるのではIj:く,必要に応じてとる｡
しかし,一皮火を適すと腐放しやすいため,見分は食べない
為,定期には収機する串がすくない桜である.
3)ミズイモの利用法
沖永良部砧では,各家庭内で自給自足的に利用されている
のみであるCまた過去に主食であったかどうかも,rifは 取り
調査では,その様な語は知らないという答えしかなかった｡現在の利用も,もちろん主食
ではなく,欲しい時に田から収って来て食べる程度であるらしい｡特に正月,節句などに
食べる習慣も聞き取りの範囲では聞かれなかった｡沖永良部での湘理法は,ゆでて,黒砂
糖と共につぶし,それを丸め,キナ粉をつけて餅のようにして食べるものとか,ゆでたも
のに砂糖をつけて食べる紫朴な食べ方をするものもある｡
4)まとめ
沖永良部島のミズイモ栽培,利用の特色は,伝統的食用植物として,し好品的性格をも
ち,自家のみの栽培がなされていることである｡ この事は,栽培場所が水田の中でも,棉
が育ちにくい.水の多い所が多いこと,食べ方も必要時に食べる程度であること,調理方
法が砂糖などを使用し.し好品の似向が強いjiからいえると思われる｡
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○ パ パ イ ヤ
<パ パ イ ヤ> 原産 :メキシコ
`果n 8ilo-
二二
30-60m
o長だ円形でやや角張る｡
o黄色lこ熟 し,果肉はやわらかくて厚く,なかに球
形の盟い音子が多数ある｡
oE生
o哀面は紛白色
<花> 雄花-･･･支白色 2C爪ぐらいで多数集まって.円錘花序 (えんすいか じゃ)をつくる
雌花･･-･黄色でふつう一個ずつ薬液に生 じ.5-6C荊ある｡
･利用 食用 (パパイヤづけ.生食)
兼用又は化粧品魁造原料 (未熟な果菜の乳練からタンパク質分解群発のパパイン
(papaln)を取ったもの｡)
○ 沖永良部の場合
ここではパパイヤは主にパパイヤつけとして加工されているのであるが.それを①栽培
形唐 ①軌道方法 ･過程 ①加工工場の形唐とその問題 ①収益 の4つの視点から考察
してみた｡
① パパイヤの栽培形態
･半栽培.又は庭木として植える｡
･庭の一角.畑のあぜ1.ilど忙教本抽えられているO
･パパイヤを栽培す.5ための仙 ま1い｡
･実は年中みのる｡
パパイヤづけ加工のため,特別にそれを栽培しているということがないのが特徴的であ
る｡
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① パパイヤづけの製造方法と過程
製造方法 ･過程は次に示すとおりで,パパイヤ購入から製品を出荷するまでに.約 l濁
Fl'jJlを要する｡
<製造方法 ･過振>
oパパイヤをJB家より購入
4-5月と10月に只い占める. (1tぐらい)
人手を屠 って,腰家を回り購入するO (背い実のままで)
o皮むき
パパイヤからは白い液がで,これは人の事の皮をむかすほどの毒性をもっている.
o塩づけ
o味をつけた液につける｡
(調味料････-しょう油.iU<砂糖,みそ他)
oパ ッキ ング
真空包装を施し.箱詰めにする｡
(箱は鹿児島.絹本本土で製造されるO)
o出 荷
① 加工工場の形態とその問題
･現在.島内に4工場 (和泊3.知名 1)ある｡
･すべての工場が家内工選的であり,家の一角に仕●JT場を設け,それを工場としている｡
(パパイヤの用入れの時のみ人を雇う｡)
･宮英は7-8年前より始まり,観光土産品として製造している｡
･韮休み,お正月の観光客をあてこみ,Rt中的に出荷するO
(山佑先は仏外,主に与論島にも出荷)
･4軒の店で迎合して.価格の協定を行う｡
組合等はなく,小売店との契約 ･製造方法 ･品質などはすべて各工場にまかせられる0
q) 収瓜について
1箱400- 600円 ぐらいで.1ケ月に約30僻lの売りあげがある｡
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<参 考> 宗前o),</<イヤづけ
○ バイナ リプル
以前は島外にも出荷していたが.現在はほとんど作られてなく,わずかに観光用青果と
して出荷するのみである｡
(,B松 弘子,新田 和美.宗時千恵子)
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6. エラブユ リとフ リージアの栽培について
概 況
沖永良都島ではテッポウユリ (ェラブユI))とプリ-ジアの球根栽培か盛んである｡ことに
ユリの栽培は盛んで,明治後期からの伝統的園芸作物となっているOユリは昭和50年の版売実
掛 こよると全出荷位の44%の 1,416万球がアメリカやヨーロッパ緒庵へ輸出され,56%の】826
1)
万球が内販用に園内の大都分の花押園芸地域へ送られ,全国の約90% くらいを占めているCそ
してフリージアの栽培も近年盛んとなり.ほとんどが国内切花用として出荷され,全国の約70
%を占めているoその他,アマリリス,水仙, リコリス等の花井も栽培が行なわれている｡こ
れらの花井類はさとうきびとならぶ基幹作物であり,重要な位置を占めているC特にユリの占
める位正は大きい (第 1図)0 I)エラブゆり球根生産 ･販売改蕃協議会思料
49年度 JL育蛮物生産IR蛸 (和泊町において )
賓食料 :和泊町A兼長粥肘曲
(1) 生産販売の変遷と現況
G) ェラブユリ
④ 沖永良部島におけるゆりの歴史は明治37年 (1904年)からであり,当時和泊で商売を
していた鹿児島の人で市来崎甚兵衛が野生の球根を貿い果め,100番館と手をつなぎ.永
長都ユリと銘うって横浜に送ったのがはじまりであるOそして,明治38年 (1905年) に
パンテング ･アイザック氏により餌場栽培が奨励され,その後増産されるようにTより,築
者が現地に出張員をおいて取引するようになった1.)そして,多くの消長を伴い朋 ,･ら今日
に至っているO
昭和36年からのゆり栽培の推移をみてみると (第2図).48年までほほほ体調な伸びを
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示しているといえようo栽培面轍も年 々増加 し.また,販売球数も38年度の冬季干害によ
る減収を除けば慣訳に伸びている｡ところが.49年度から販売球数が20-30%ずつ減少
しているOまた,栽培面掛 こついても和泊町のみでは48年度の442Iuが49年度には325fza
に,50年度では215haに減少しているo販売額も全体で48年度の約7偉円が50年度には6
2)
億 l千万に減少しているOこれは48年に石油パニックが足り,輸出の伸びfiやみ過剰生麓
とTAlったことが直接的原因らしいが,それに加えてユリ栽培は近年の面栂の増大に伴って
労働力の不足や連作障害Iilとをおこしたり,また.価格低迷,生産コス トの上昇.需要供
給に左右されるTiどの闇脚をかかえていたので.生産者がユリ叔増を敬遠し,価格のよく
なったさとうきびや新 しい作物に移る傾向がでてきたためと思われる｡ここ数年一帯輩の
減りに伴い減少の傾向にあるが.地元では ｢1んとかして特産のエラブユリを残していき
3)
たい｡｣として対策を考えている｡例えは.輪作体系を整え,栽培の技術の改善を行うこ
とや需要供給のアンバランスを少なくするよう脹売価制を強化する等の対英を考え.価格
アップ等.矧こ実行の段階にある｡また,擬帝も安定に向い,それに従って輸出.屈内とも
需要が増大しはじめ回復のきざしにあることから徐々に上昇すると思われるO地元でも今
後のゆり栽培意欲に期待 している｡
1)沖永良部島におけるテッポウユ リ栽培65年史
2)ユ リtI符組合資料
3)ユリ出荷地合資料
(第2図)沖永良部におけるゆり球板栽培の推移
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国内向け.輸出の販売球数
国 内
昭和 47年 22,872.148
48年 26,924,384
49年 22.507,560
50年 18,255.780
b)ユリ生産収支 (10a当り)の比較
資料)和泊町典薬振興計臥 知名町町勢要覧
注) 47年か らの販売球数.49年か らの栽培面概
はユ リ出荷組合茄料による.
輸 出
23,788,088
23.065,504
20.542.380
14.162,420 更科 :ユ リ出荷組合
昭 和 7 年 昭 和 50 年
生 庵 球 数 15.000球 川900球
生 産 物 収 入支 出種 苗 焚 283円20銭176 6 132,544円28.10
肥 料 15,920円
& # 5,080円
除 草 剤 2.980円
光 熱 .22 2.000円
労 賃 49ー500円
賃 料 々 烈 3.750円
遵搬,その他 3.000円
償 却 費 3.500円
資 本 利 子 乙200円
租 税 公 孫 116円
計 llaO7
以上のように昭和7年頃の収益性をみると本作りの差引利益が 106円60銭で.当時の男
子の貨金が 1円であったことから,当時ユ リは柘めて有利な作物であったことが判るDそれ
に比べて現在は昭和49年にユ リの価格が訂%アップしたにもかかわらず,機械化が進まない
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ことTiどもあって,生産費がきびなどに比べてはるかに高く,所得率もIa4%と低 く,あま
り有利な作物とはいえないO
② フリージア
(第3図)フリージアの生産販売突如
(第 4図)第 3図による販売瓜の 3項移動平均
sH 12 13 日 15 川17 4名 川 5O
(永良部百合生産出荷組合資料)
プリ-ジアはほとんどが国内切花用として販売.消費されており.昭和41年度からのフリ
ージアの栽培者敬の推移をみてみると (解3鼠)はば着実なのびを示しており,50年度には
急激なのびを示しているCこれに伴い販売霊もほほ収萄事こ増加の傾向にあるといえよう (罪
4図)｡フリージアは現金収入の割合がよいため年 相々加の傾向にあるが.プリ-ジアはゆ
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りと異なり全くの施設園芸用の球根で販路が狭く,大巾fi伸びは期待できず,その上,他産
地と競合するおそれもあるので,ゆり同様に常要供給が大きくかかわり.生産過剰にfiると
生産者は被害をこうむる｡49年齢 ま鞍要と供給のアンバランスにより,販売衝が13.375千円
日
と史上投石の実株をあげたので.50年度に急激なのびを示したものと思われるが,そのため
生産過剰となっているO このようなことから現状維持にも努力が必要といわれているD
l)職和50年度良案振興計画大畠郡和泊町
(2)自然条件と栽培との関係
① 対候と栽培との舶係
(衷 1.)月別平均気温および降雨縫 (昭和49年)
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 lO ll 12 年平均
気 温℃ 16.4 163 la6 19.9 23.0 24,8 27.4 28,1 26.0 25.0 21.5 19.0 2乙0
降雨Ta% 123.559.0123.517乙51905239.0 88.0169.5273.0412.5 35.0 90.5 164/7
汽料 :沖永艮郡測候所
沖永良部は東支那海と大平洋に田まれ,黒潮の緋 をう4),気候は亜熱帯海洋i)-C,年平
均気温は20℃前後で年間を通じて温哩である｡表 1.からもわかるように,冬のこの哩かさは
虎も特徴ある気候条件の一つであり,軌 雪を見ることはほとんどない｡降雨且は全般的に
3)
多いてiiJ別には比較的雨足が少なく干ばつに見舞われることがあるoまた,台風の進路にあ
たりその般富も大きJQ)
百合類の生育に適切な気象状蟻は①冬は気候温境で適度の雨があること,①里は通風よく
涼しくて西E]の強く当ら机 ､こと,①生育期間中雨斑が多すぎず,土壌中に適度の湿度.煤
5)
水力のあることOとあげられるが,いずれも条件に適合しているOもともと,テッポウユリの
b)
原生地は奄美郡島,沖轍列島を中心として台将東都から屋久島附近まで分布 していたもので
あるから.気候条件については別に問題fitいと思われるDまた,境地でなければその侮性を
発揮しない早生系テッポウユリ (バ ミューダ･リリー)の産地である,<ミュダ島の気候を見
7)
ても雨足は少いが非常に温境であり, これも栽培の条件に適しているD
い
フ')-ジアは南アフリカ原産の植物であるから,温暖な場所はどよく.また.早軌J)促成
にも有利であるので,沖永良部の気候に大変適しているD
百合もフリージアも冬期温暖.早期促成に有利Tit気候条件を生かし.また,台風期をさけ
る防災作物として正要1地位を占めている｡
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① 土壌と栽培との関係
沖永良部は琉球石灰岩,国頭凍細.古生Ji,花阿智を主要母材とした土壌からできている｡
土佐は花樹岩土壌を除いて,いずれも登板T;土壌で.土塊の反応は石灰岩土壌は中性から故
アルカ リ性で,その他は強酸性が多いo歯酸性の土軌 まユリの生育によく机 ､ので.海岸に
分布する石灰質の砂丘砂の客土を入れることによって土壌反応を矯正 し,また,同時に重粘
な性質を改蕃することにより,ユ リの生育に遜する船賃姓土にする習仮があるD
フリー ジアは土に対する適応性は広 く.砂凍土から粘質土まで栽培できるが,全般的には
やや凪化した重い土に良い球根が生産されている｡このように土壌Iこ鯛しても自然の条件を
うまく利用している｡ 1) 3) 知名町総合振興計画
2) 4)和泊町町勢壁毘
5) 園芸全月 :良林省振興局
6) 7) 花き汎論 塚本洋太郎
8) 神永艮都島におけるテッポウユ リ栽培65年史
(3)栽培状況
① 栽培分布
a エラブユ リ
ユ リ栽培は伝統的なものでほとんどすべての部落で栽培が行なわれている0第 5図から
もわかるように,ユ リ戯塔は知名町よりも和附町の方が盛んである｡50年度の知名町と和
泊町のユリ栽培の面flf比は約3ニ7で.生産球数比も2:8になっている｡ 特に国頭が
中心的で50年度ではユリ栽培面相の10%近くを占めているa
b フリ-リア (第6図)
フリージア栽培も主に和泊町が中心であり,知名町は生産球数が全休の7-8%を占め
るのみである｡和泊町においても特に困帝が主で50年度では和泊町フリージア栽培面相の
約34姥'を占めているO
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① 栽培の現況
a テッポウユ リ球根栽培計画
時 期 主 な 作 業 備 考
9月下旬～10月TtJ｣6 上7 中旬 植え付けIl一†収 穫 鱗片植-.本畑10aあたり2a-3aの割合で植えるo
8月上旬 適地の選択 O過去4年間ユリを栽培していない畑 Oネギ.ニ土壌消毒 ンニクの後作にユリは戯培しないこと o排水の艮
い畑
9月中旬～10月下旬 整 地植え付け準備 晋作.? 日 日 ト
9月下旬10月下旬 種球の選別及び消毒植え付け除草剤散布 ＼生食ままi1..!1..m
ト 一ー一 一一一 一･一 -1 ; 床に5集権
2月下旬 薬剤散布
3月上旬 除草剤散布
3月上～下旬 抜き取り
3月中旬一4月中古ー 薬剤散布
3月下旬～4月上旬 摘 花 つぼみの長さ3m ぐらいのとき手摘み
他の作物との輪作休系
E コ -さとうきび (定植)-さとうきび (抹出) 一飼料作物- (土壌消毒)-巨=]
Ej -ちとうきび (左横- さとうきび (株出,一票x｡大喜一 (土- 香)-Ej
ロ ーさとうきび (- )-さとうきび ･株出)-笠はそ買- (土- 苛)-Ej
昭和になってユ リと他の作物との輪作がはじまったのですが,ユリを構えると雑草がはえ
ないことから,ユリのあとにさとうきびを植えるようにlilり,上のように,輪作休系が近年
改善されましたoこの輪作休系を行なうため,また,ユ リの生産盤を一定にするため,組合
では所有佃の70%をきび,20鬼をユ リ,10%をその他のそ柴をつくるように指苛 しています｡
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b フリージアの栽培
ア 適地の選定
フリー ジアの土地に対する適応性は広く.抄錬士から粘質土まで栽培できるが,全般
的にはやや風化した重い土に良い球根が生産されている｡沖永点罪島の枯質地帯ではよ
く充実し,よく肥大 した球のそろいのよいものが生産されるが.フリージアは特に連作
ができないので,畑の選定に注意する必要があるo現在U)ところ適地といっても.一作
すれば5-7年は作付できないといわれている.
イ 沖永良掛こおける栽培の僻性
フリージア球根の栽培は,柾付9月上～中旬で.収種は4月下旬～5月上旬で百合と
並んで冬胤温暖を利用 した安定した作物であるb温暖地はど球の肥大.促成能力.品質
に摩れているため,今後の栽培技術の向上と優良品櫛の育成によって,フリージアの特
産地として強力に推進 してい く予定であるO
ウ 主斐品種
現在は殆んど費邑系のラインベルトゴールデンイエローが大部分を占め,その次に白色系のホワ
イトマリ-,黄色系の筋 やその他に旭光 ストックホルムメモリ7等が少 栽々培されている｡
エ 繁 殖
フリージアの繋苑は木-T繋鬼によって行72うO
オ 植付,収種
9月上旬 植 付
～中旬
4月下旬
5月上旬 収 棲
種子球の消毒
格付前に束子を渥玲秒につつみ,チューラム剤 (チョノッ
クポマゾールF)の800倍液に30分～1時間浸放 して消毒,
この場合.ネダニ,スリップス等の寄生 した球根はスシチオ
ン乳剤1000倍液の 1時間没辞を同時に行 うO
除 _早
板付 li那 U後水100Lにシマジン120㌢を執 ､て均一に10
a当り散布D
花便摘除
1-2輪咲いてから病等 (首腐備,球根腐敗病,菌核肩,
ウィルスなど)の有無を確証して抜き取り,その後摘花する
が,咲かないうちに清花すると植物体が若返って栄礎生長が
促され,変化球の生 じることがあるので注意する｡
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カ 収穫諏軽
球根の収穫は4月下旬～5月上旬,掘り上げの掛 こ根部を強い掛 こあてると後で球根腐
敗柄を誘発するので,趨力直射日光にあてないようにする｡乾鰍 ま茎薬をつけたまま日蔭
で通風のよいところにひろげ,短時日のあとに茎,梶,米子を取り除き.充分乾燥させて
高温処理場 (キャーリング)に入れるO
梅に雨天直後の収軸は品質低下の原因になりやすいので,晴天のElに収穫するO
キ 高温処理
熊荷貸任者が高溢且処理魅を所有しており,ここに娯められた球根はサイズ別に分けられ
35-45El間450ぐらいの温風をかけられ高温処現される｡
ク WL通,販売
ユリ組合が取り扱っており,ほとんどユリと同様であるO但し,フリージアの場合国内
編壁のみで.今後販路の拡大などいろいろliL問題があり,見通しは決して明るくTitいo
(4)販売,流通
① 工ラブゆりの販売
百合の販売にあたって組合は.流通凍柵として額引商社並びに典荷茸任者を指定しており
指定商社及び集荷IE任者以外の取引は一切行13わないことにしている. (エラブゆり取引規
約参照)
現在指定商社は17社あり,次の通りであるo
新井商店.節-園芸.中村怨臥 タキイ鹿苗,福花臥 大和腿軌 佐伯腿6凱 横浜槻木
鹿児瓜園芸.角怨乱 坂田球菌,春光臥 館山種苗.平和乱 射下段乳 高木商会,請
根屋
なお,新井商店との取引が-HT多いo
百合代金の供託について
指定商社は必要免に伴 う百合代金ならびに荷造軽食を取引3日までに.現金50%,約束手形
(決済矧日8月30日)50%を組合に供託するO
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17商 社
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① 流通機構 (エラブゆり65年史参照)
生 産 者 生 産 者
以前はクr)スマス,独活祭用等アメリカへの輸出が多かったが,最近はオ ランダをはじ
めとして,ヨーロッパ諸国-の輸出が多 くなったO (永良郡百合生産出荷組合缶料参照)
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① 永良郡百合生産出荷組合
沖永良部島では,ユリの生産,出荷.販売にあたって.永良郡百合生産出荷組合が組織さ
れているo この組合は永長都百合の生産技術を改良促進させること.さらに生産物の円滑lj:
取引きを計り,永良都百合の振興発展に寄与することをEl的としている｡同組合の事務所は
和泊町役場経済課内,同文劉 ま知名町役船艇折線内に位置しており,季節によって職員が事
務所に出張するようにlj:っているo組合員は沖永良部島のユリ生軽者からなり.臼的達成の
ために下甑の事炎を行っているo
l)生産振興に関する軒葉として
V) 鍵良品種の改良 (｡) 栽培改尊 をう 栽培地検査の徹底
2)販売改善に関する夢薬として
打) 流通農機の強化 (｡) 販路の拡張 (,う 球根捜査の厳正
3) 生産版売改音に関する事業
4) 緒規約の更新に恥する夢黄
5) その他本組合の目的を連するために必要な草案
(エラブユリ生産出荷組合規約参照)
組合は上記事業を完全に行なうにあたり.エラブユリ取引規約,エラブゆり生産出荷組合
扱査要綱を定め,連反 した者には厳 しい処置をしているOまた毎年エラブゆり生産販売改苦
協議会を開き,ゆり球根価格.ゆり代金供託冊j廉,ゆり取引開始時期などに関して申し合わ
せ確認 しているO
なお,同組合はフI)-ジアもユ リと同様に取り扱っているO
このようにユ リ組合のもとで.エラブユ リの生産は年 順々芸削こ伸び,その生産球数は4500
万球になり,全国の99%,輸出向けは100施工ラブユ リが占めるにいたったO しかし沖永良
部島のユ リ生覆者全員から構成されていた組合から.昭和47年田宮の lグループが独立したo
彼 らはBa産物であるユ リは農協が取 り扱うべきであると考えたからであるoそして,現在 6
グループが組合から独立 し,知名町の生産且の約2苦り程度が頗協が取り扱っているo これは
一部には組合が指定巌者以外ユリを島外に持ち出してはいけないように定めていることから
荷造り業者に有利であるとして,組合と業者 との細君.あるいは常要供給のアンバランス,
すli:わち過剰生産に対する対集がTi:されて:いないため.生産者が直接にその被害を受けなけ
ればならないことが原因であるとも言われている｡ このことは,組合が今後生産振興等の野
菜を行なっていくうえで,解決していかなければ13:らない問題であるといえようO
① 農協におけるゆりの取り扱い
ユリ組合の管理のもとで,全て行なわれていたユ Jjの取り扱いが,昭和47年から一部であ
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るが,殿協がこれを取り扱うようにlitった｡ これは昭和47年に田宮のlグループが段置物で
あるユリは農協が取り扱うのが普通であるといって.組合から独立 し.その取り扱いを段協
に託 したことからはじまったものであるd現在.知名町膿協のみであるが,正名.土平川.
芦満点 (2グループ).知名,田皆の6グループが組合から独立して,知名町の生産丑の約
2割を取り扱うにいたっている｡組合の供dT,制に対 し,虚協では生産者,取引相手相方に有
利fi:直接的取引きを行なっている｡取引き先は主として,福岡,岡山,徳島で13協同志の直
接的取引きと軽済避を通 しての取引きが行Titわれていたが,昭和51年度からはクレームの処
置などの理由で全て経済連を通 しての収引きと1った0-万輸出であるが,農協では輸出は
荷づくりTiどで二重てまになるため取り扱っていない｡農協の方針は帝壁 ･供給のバ ランス
を雌持するため,従来のつくれば売れるから丑より質とし,ユ リ栽培指導も同時に行lilって
いる｡知名町では殿協を正当と甜め,組合と共にユリの取り扱いを行なっているが,今後ど
うはるかは問題であるD
? ? ?
??????
7. さとうきび栽培 について
沖永良部島においてさとうきび栽培は中心とIi:る亜漢であるOさとうきびは気温が高く.雨且
の多い所において栽培されるO この点において沖永良部島は気取も年中高 く,雨丑も多いので条
件によくあてはまる｡
私たちが翫生した地域は,知名町知名,葡利党.虚子母,住吉,正名,田宮であるO
弛査方法としては,上記の地域の良家を各地竣2-3軒を選び,一軒ごとアンケー トについて
答えてもらった｡その鮭.同じ地域内で同じ刈り取り虻にはいっていない家を選んだo
次に馳査 してわかったことをのペるC
l
(1)さとうきびの栽培について
G) さとうきびを中心に栽培する理由
知名町において,田畑の耕地は衷 1-1からわかるように.畑の方が圧倒的に多い｡これ
は,ほとんどの店家が稲作をやめてさとうきびや他の作物を栽培しているということである｡
巾でも,さとうきびは,ほとんどの良家で栽培されている.その理由として,
a･価格が他の作物にくらペて安定 している｡
b･刈り取り期は忙しいが,他の峠は時々草をかるだけであまり,手がかからない｡
C･昔から栽培されているので習慣的に栽培する｡
という三つの理由があげられた｡aほどの良家でもいわれたことで.鐘済が安定 し,一定
の収入が期待できるためらしい｡bは兼業良家にとっては都合がいいし,専業鹿家にとって
は他の作物をうえることができるため▲栽培されている理由となったらしい｡Cは歴史的に
も古くから作られているからであろうと考えられる｡
特に私たちは理由としてbがあげられたのにはやどろいた｡夢前に調べた時,刈り取りや
草取 りは大へん労働がきつく,糞な.手のかからない栽培ではfiいと考えていたからである0
位家の人にとっては,刈り取りはえらいが.あとの作糞は菜だからよいと考えていることに
はほんとうにおどろいた｡
② さとうきびの栽培方法について
さとうきびの栽培方法として3度載ある0番結え.&縫え,株出しである0番植えは,3-
4月に植えられ.翌年 3-4月に刈り取られる｡ (表 1-2)夏植えは.7-9月に植えら
れ.二年目の12-4月に刈り取られる｡ (表 1-2)株出しは,E植え.暮植えで一度収穫
した後.その根を株として利用し.毎年収穫する方法であるQ
それぞれの特徴を考えてみると次のようになる｡
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(表 1-1)耕地両横の推移 (単位 a)
区分年度 田 価 計 -戸当り
42 16,600 166378 18乙978 78.8
り 16,237 168626 184.863 82.5
H 18018 169108 185.126 83.6
45 16.096 168635 184,731 87.38
46 15.944 165375 181.319 8&96
47 16,800 164603 181.403 90.2
48 17,432 166052 183.484 94.2
49 16,762 164500 18L262 94.0
50 16.559 167906 184.465 97.0
(表 1-2)さとうきびの栽培
準 備 植えつけ
l 刈り取り
根切り･肥料
(表 1-3)夏植え,春偲え,株出しの数倍 (50年12月1日現在の見込み数危)
E 植 え 春 植 え 株 出 し
面 相 生軸 10a当り収量 面 相 生産轍 10a当り収見 面 相 生産児 10a当り収血
a t 晦 a t ′ a I K9
30,58426.133 8.545 5.222 2.760 5,266 48.227 30.557 6.336
合 計
面 楢 生 宜 lOa当り収量
a I Kg
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a 春植えは.一年ごと収棲できるが,表 1-3をみると.他の方法より収棲丑が少ないO
また,植えつけ糊と刈り取り期がはば同時期とlJ.-るc
b 星組えは,収秘まで一年半～ほぼ2年かかり.収軌 ま一年おきになる｡ しかし.収横丑
は他の方法より多い｡
C 株出しは,毎年収穫できるが,年 々収横堤はへっていく.
このような特長がみられる｡衷1-3をみてみると.知名町においては,抹出し,題植え
春癒えの順になっているQこれは,上記三つの特長を考えて,株出し抜が一番街単でよいと
決定 し,栽培をしているのだと思うO弛恵によると,検出し法は二～四年ごとに他の方法に
かえなくてはいけないらしいOそのため夏植え.膚植えが利用 されるようであるOただ盃植
え,者植えだけをするのでなく,どの戯家も株出し+克植え (蕃植え)の形がとられている｡
株出しの場合には棺に,根切りをし,肥料を入れてやら1いといけない｡根切りをするこ
とで肥料をよく吸収させて収穫地をあげるためである｡どの殿家も トラクターで根切 りをす
るそうである.,
① 品種について
沖永艮郡島において.さとうきびの品種は以酌は大茎種であったD これは,株出しができ
にくく収穫畳が少ないという欠点があったためで.現在では,NCO310F]j･が使用されてい
る｡
このNCO310号は.分結力が強く.株出しは何回もでき,糖度が高くやせ地でも育ちや
すく,El滑りに強いという性質があり,出家にとっては重みどおりの品BLである｡
④ さとうきびにおける被著について
a 野ネズミの嘗
この野ネズミは,さとうきびの一番あまい中心奄分をかじるため.さとうきび栽培盛家
全体にとっては般大の級である｡野ネズミがかLったさとうきびは.収穫はほとんどなく
fitることになるO
以前は野ネズミ退治にイタチを放したらしいが,効果がなく,昭和49-50年にかけて田
皆,住吉地区で大破害をこうむったため.現在では毒人のおかしやえさをまいて駆除 して
いるoこの駆除は,さとうきびの節が2-3師のぴた時に第 1回めが散布され,刈り救り
まで 3回程度まかれるo
また,野ネズミのすみかとならないように枯れ葬取りも行なわれているD
b 害虫による被害
さとうきびの害虫としてテンチバクとよばれる3-5mぐらいの黒い小パエみたいな虫
が新芽の頻と藁の剛 こつき.しんを食べてしまう.そのためきびは,赤黒 くなり枯れてし
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まう｡
チンチJ<クの発生をおさえるために町が中心とTilって,薬剤散布のEIをきめて,散布を
行 っているが,あまり効果がないようである｡
また.手入れをよくしていTilいと東亜 しやすくなるので,手入れに励むそ うであるO し
かし,一部の人はあまりチンチ/<クの晋については蚤大雫 とは考えていないようであったo
c 艶僚肩による故嘗
あまり黒療病は発生 しTiいが.昭和49-50年ごろからめだつようになってきた｡この病
気にかかると.胞子ができなくTiり.さとうきびにならない｡ 5-8月,10-11月に発生
することが多 く, さとうきびの糖度検査の調査員などによってみつけられることが多い0
防除策としては,薬剤散布がなされている.
d 台風による被害
被害としては,大規模な被害 となる｡直接の被害として,さとうきびが倒れてそこから曲
ってはえるので,刈り取る時非常に困るということであるO
間接的には,きびが倒れると野ネズミが発生し,野ネズミの書が増加するD こちらの方
が戯家の人にとってはこまるということであったO
対応策として.増土 (右図)をして倒れにくくす
ることしかliいらしいO
(表2-I)さとうきびの栽培面fuk,生産ft
(ただ し 50-51年は50,t2.1現在の見込 み 数 堤である)
年 期 見 地 春 植 株 出 合 計 生産且 10a当り収 鬼
40- 41 17,8 1 3 6,847 101,490 126,150 76,426 6058
41-42 l6,641 5,607 91.171 113,4】9 78,101 6,886
42-43 23,86ー 5,915 80,275 110.051 70,096 6.369
43-44 24,997 6.352 79.861 112,010 66,582 5.987
44-45 22.666 5.251 79.509 107.426 69,012 6.42
45- 46 24.807 4.189 71.257 loo.253 62.648 6.248
46- 47 24,749 3.959 6之784 91,492 55,129 6,025
47-48 18.899 6.050 60,361 85,310 53.234 6.240
48- 49 18.396 2.117 52,910 73,423 4綿00 6,617
49- 50 24,564 4,120 49,821 78.505 45,45B 5.790
50- 51 3D,584 5.266 48.227 84.033 59,440 7.073
(kg)
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(表2-2)ゆり生産の状況
面 倍 販売勧
42 a 千円2,574 19.570
43 3.015 23.754
44 3,719 32.140
45 5.000 47.500
46 7.000 6&319
47 lU,000 103,073
48 17.100 19瓦000
49 15,520 225,000
(表 2-3)葉たばこの生産状況
表2-4 さとうきびの代金表
年 期 政料代金総面 良家一戸平均 t当買上価格
40-41 円 円 円466,199710 203.532 尽110
41-42 日払5絹690 233.242 6.140
42-43 134,60U.674 200,184 6.200
43-44 418448,000 206,000 6.300
44-45 u5.127.000 23U.000 6.450
45-46 日&7的000 225.000 6.605
46- 47 373.864,000 203,000 6.778
47-一8 3日.23如00 256.000 7,030
一8-49 一組OOu.GOO 384.000 川oo°
年度 耕作組合員 耕作面概 坐 10a当り平 均 且 10a当り生 産 節 】Oa当り最 高 盤 生産総額
49 一9人 lOha 26.422Kg 283柑 30U.906円 415kg 28.131千円
(衰2-5)さとうきびの純利益
単価 16,100円 10aあたり7t収襟できたとする｡
(収 入) la100×7=lla700
(諸経費) 刈り取り貸 3U,000
肥料 (8俵) 11.000
テープ代 1,000
客 土 4.000
6a700 ' 純利益 66,700円
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e 雨水について
雨水がたまると根がくさってくるOそのため,背水田として利用していた畑は排水口.
排水溝を作り,できるだけ水はけをよくしている｡
(2) さとうきびの生産量,栽培面積,価格
① さとうきびの生産Jilと栽培面械
表 2-】をみると,昭和40-50年まで年をおうどと生産良がへっている040-41年では,
生産憶が76,426トンであったのが,49-50年には45458トンと約 2/3まで減少 しているO
また,栽培面積をみてみると (表 2-I).40-41年では 126】50aだったものが,49-50年
には 780505aとなっているQ全畑耕地面柄の3/4からl/2にさとうきびの栽培面軌 ま減
少 しているのである｡
Ti:ぜ.坐臥 面椅ともに減少したのか理由を考えてみたD
a ゆり栽培,たばこ栽培がさかんになった (表 2-2,2-3)a
b 価格がゆり,たばこの方が高いため,さとうきびから転作する｡
C 町自休がたばこ栽培に力を入れはじめている｡
d さとうきび栽培は,労働力の割には利益が少ない.
以上 4つが考えられるo
b･dについては.さとうきびの価格の項でのペることにする｡
aについては,表2-2,2-3をみてみると.ゆりは特に47年ごろから生産面横,生存
丘.販売額がふえているDたばこは49年から試作がはじまり,出協中心に栽培をふやす努力
がはらわれ.住吉～徳時の間.芦倍艮～尾者の間に恭たばこの乾燥場も完成している｡そ_07
ため43hoも栽培されるようになっている｡
特に生唾瓜 に彩筆を与えているのは.ゆり栽培であると思われるo Lかしこれから後にお
いては.ゆりよりたば この栽培がさとうきび栽培を後退させる重い要因となってくるであろ
うO
昭和49-50年は,生産泉.10a当りの収穫血ともに低いが, これはこの年には,ネズミ,
嘗虫.台風などの般吉が大きかったため不作となったということであるO
昭和50年】2月 1日現在の見込み数瓜 によると,50-5】年は生唾且59440トン,10a当りの
収穫血は7.073kgということであるO この数字は刈り取る直前の数字であるから信用度が高
いと思 う050-51年は,過去10年間で10a当り収種Ji_tが一番よい.また,不作であった49-
50年や,比較的豊作であった48-49年にくらぺて生産免もふえている｡
これは,害虫.同気とめだった発生もなく,台風の被害も少なくて.また夏があつかった
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ためさとうきびが豊作となったことによるo股家の人がしみじみ ｢今年はよかった｡いつも
豊作TrLlらいいのに｣と言われたときには,沖永良部のさとうきび栽培も大変な苦労があるの
だなあと感じたO
② 価格について
さとうきびの価格は,政府により決められていて.買い上げ価格となっているQ以前は糖
度により価格が決められていたが.現在では lトンいくらときめられている｡
表 2-4に示 しているように昭和40-41年 6.110円であったものが現在では 16.100円とな
っているo相に47年～49年の差がはげしい0)紘.flL､上げ価格の大幅値上げをEl的とした大
規模な陳情団が47年に派過 された結果である｡
しかし日本にとってキューバなど外国から安い砂糖を輸入するほうが得である｡ しかし,
自国の産業も育成,発展させTよいといけないということで買い上げ価格をあげているが.限度
があるOこのため.出家ではさとうきび以外の作物栽培に経済的面をたよろうとし,ゆり,
たば この栽培が増加 しているのであろう｡
さとうきびの利益を考えてみると,10aあたり7トン取れたとして計界すると (表 2-5
を参牌),純利益は67.000円ほどとなる｡利益は12万円くらいである｡一方,ゆりでは毎
年価格変動がはげしいが,5-15万.最近では10-15万円くらいDたばこは試作段階で3u万
とlilっているCたばこも政府の員い上げがあるので価格は安定しているOたから,さとうき
びから,ゆり,たばこへ転作する人がふえて くるのはしかたがないことであろうD
(3)さとうきびの肥料について
① 化学肥料
農協が中心となって販売しているO尿乗きび配合の肥料を使っている人が多い｡10aあた
り6-lo侯 (l俵20Kgl.360円)を畑に入れている. やせ地,株出しの場面は多めに入れて
いる｡
盟脇に8月に注文し,12-1月頃に配遷してもらう｡そして,肥料を入れるのは刈り取り
のすんだ2-6月に入れるO代金は直接農協にあるさとうきびの代金を払いこむ口座から引
かれるD引かれる時馴ま次の年のきび代金から引かれる｡6月までは保管料 (血協において
おく)は触料であるが,その後は利子がつけられる｡利子の掛 ま7分ということでもあるが
この点はよくわからないO
① たい肥
金肥よりたい肥を入れる方が効果 的であり,たい肥を加えると金肥を入れる軌 ま少なくて
すむ0
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a 牛のたい肥
L飽家 1頚の牛が曹適であるが,かっていない所も多いO牛はたい肥にするだけのために飼わ
れていて,労働力にはならない｡牛がいない出家では,たい_胆のかわりに金肥を入れている｡
b 再発糖案のたい肥
爾栄掩業が腺と協同開発 して地力をあげることを目的としているCたい肥は.さとうき
びの葉とさとうきびのしぼりかすに雨栄楯某の砂糖をつくった廃液をかけて作る｡
このたい肥は,1反当たり3.200円.それに輸送戟2.000円 (刈り取り後.帝栄糖薬-運
んだ帰りの トラックだと1.000円)の5,200円かかる｡ この値は,多くの良家にとっては高
い値であるo特に牛のたい肥を使用していた戯家が多いので.いくら畑の地力をあげてき
びの収確がよくても事が出せないというのが本当の所だろう｡
また.この肥料は,畑の一部に山のように栂みあげたままに トラックはするので, これ
を畑一面に広げなければいけない｡これには大きな労働力がかかり.不便である｡
以上のことから.両党糖集のたい肥を利用している良家は少ないo
③ 客土について
鹿児島県の補助弔薬の一gとしてなされているCその年の補助金の額により個人負担は変
わってくるが,あまり市いお金ではないO客土を入れる割合は,10aにつき35msである｡知
名町町役場耕地課がとり扱い,実額に入れるのは.陶尭組合が請負っているQ畑に客土を入
れてもらおうとすると次のようになる｡
a 耕地談に連絡する (現象の人)o
b 排他湖から捌】発組合へAl紹するo
c 開発組合が畑の面概を調べる｡
d 車で迎搬し,畑へ広げてくれるQ
この 4つの手順をふむ｡①①の時は証拠として写掛 ことる｡これは,県の補助率箕のため
明確にLliくてはいけないからである｡
客土は島外からもってくるのでなくて,島内の越山 (阻 1参照)からである｡客土を加え
ると,太陽掛 こよる土地の乾腺が防がれて生育しやすくなるということである｡客土を入れ
る時期は.刈り取り後,肥料を加える時期と一致 しているO
(4)土地所有について
役場軌 'G帰故を通じて自作曲である鎧家が多いb地主制はあったのかどうかはっきりとはし
ないが,どうもあったとしても鞠かったようであるC
小作掛 こついては.現在小作をしている人は,土地所有者が高齢のためとか.内地へ什撃を求
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めて出ていったためとかいう場合にたのまれてやっているのが多いようであるo したがって力朗
孫をみてみると.土地所有者の方が小作の人より力が弱いということが言える｡小作料として反
当たり1万-1万5.000円ぐらいが普頑o)ようであるD かっての小作料は軽費を差し引いた収横
の半分を物納又は2/5を物納であったらしい｡
(a)刈り取り班について
沖永良部良のさとうきび栽培に威して.虫も特故のあるものとして,刈り破り柾の構成があ
げられると思われるO
刈り破り鑑は,l,2月初めから4月兼までの他 (ただし,キビの糖度が18度以上になる,
ならないにより.多少すれることはあるが)佗,小組合を中心として,キビの刈り取り掛 こ構
成される組織であるD刈り取り柾が構成される以前は,結束を中心として,刈り取りが行なわ
れていたが,桁楯=場が伐箕を開始してからは.合原町に.迅速にキビを集めるため,新たに
刈り取り班が屈成された｡
沖永良部島では,キビの刈り取り卿 こけ.この掛 こかつては結束により,現在は刈り取り班
で,必要な労働力がまかなわれているので.ほとんど島外労働力は使われていlilい｡
① キビ作従事者
ほとんど夫婦の2人で,おこなっているところが多い｡年令は.40才～60才くらいであるO
若年労働者は島外に就職する者が多いせいかあまり見うけられない.中にはXljり取り期など
の忙しい時だけに,手伝いに帰って来る者もある机 数は少ない｡
② 刈り取り敷地成単位
知名町では,ます大きくA日_l地,8田地,C団地.D田地の4つに分けられる. (図 1参
考) これらは,さらに次の地域に分けられる｡
oA妊卜地.･･竿勘 余多,監者.芦柵良.恩F,強制党.大山戯秦,対策本部
｡B団地-知名.良子母.大津凱 徳時,佳肴
oC団地-正名,田皆
｡D団地-下城.上城.新城,久志換.上平川.下平川
虫も小さい単位は,それらの中をまた,細かく分けた小組合であり.また,重要な単位であ
る.しかし,これらは必ずしも一つの小組合につき,一刈り取り姓が構成されているわけで
はない｡人数などの馳係から組み合わされているので,′)､組合2つで一班を構成することも
あるし,また,1つの小組合で2つの刈り取り鑑を構成することもあるo
ところで.この小組合とは.役場からの通達.堤出物の回収などが行なわれる小さTil地区
ことのBi位で.-つの行政区他を基準としているd
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① 構成人数と平均年令
-つの刈り取り碇の構成員数は.10人～16人程度までであるoI)-]性はそのうちの 3分の l
の割合くらい しかいIiいD平均年令は,はっきりと調べて1-くてつかめていないが,50代の
人が多い｡そして.20代,30代の構成員は柿である｡
① 労働時IT日
刈り取り姓の労働時胤は,それぞれの刈り取り班によってまちまちであるo Lかし,ほと
んど労働相削ま,8時間～9時FLaである｡けれど,キビの収機は.遅 く1よると糖度が落ちてい
くので,できるだけ早く刈り取 りを決められたElに済ませてしまわなくては1よらないので,
時によっては,残糞となることも少なくはない｡
説査した刈り取り柾の労働時間を示してみると,以下の様になるO
屋 子 母 18:u
瀬里覚第 8姓
住吉第 7粧
住吉第 8乾
田皆第 6粧
各-｣.:あJ =oo
8:30 10:0
-1=払-
いりX
8:30 12
1- -- 1
8:50 12
EL##3k I
･;･ 再
9:00 12
｣一一→
は,休憩時間をあらわしている｡
作濃開始時間,休憩PIi間等は,それぞれの刈り取り碇の12月初めの集まりの隙に決められ
る｡
① 賃 金
ほとんどの鮭は.時間給になっているo El給にせず,時間給にしたのは,女性が多いので
時間給の方が都合がつきやすいのであろう｡
貸金は,性別と労働の布類 (刈り取り作弟,運搬,キビの薬の取り除き等)により輿Iilっ
ている｡男性は,王に労働のきびしい刈り取り作薬とキビの運搬に従軍し,どこの班でも男
性の賃金の方が高 くなっている｡これに刺 して,女性は,決して刈り取り作業には従事LIil
いことになっている.女性はキビの迎轍とキビの薬を取る仲井に従事しているが,キビの迎
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搬作業の賃金の方が良いのが一般的である｡
m査 した刈り取り碇の唐金を示すと以下のように1Jころ ｡
o瀬 里 'il 男 400円 女 300円
o藍 子 母 男 300円 女 (運 搬) 290円
(薬の刈り収り) 250円
o住吉欝7粧 日当 男 2.600円ぐ320円) 女 2.100円,
｡住吉第8班 日当 男 乙6OO円 女 2.000円,2.200円
o正 名 男 300円 女 25t】円
oEl皆第6班 男 400円 女 300円,350円
① 姓長の選出について
刈り放り班の薮長の仕LJfは,刈り取る畑Iの幌序に従って,工場の遵総員からの指令を受け
た時,各々の家へ遜頼することである0時に.収仔通りの畑が糖度18度に凄していない時は,
次の畑へLgす遵箱もするし,糖度がおちそうな時は.早 く刈り取れるように連絡員と手続き
をとることも,班長の仕野の一つであるO
このような仕事を持つ慶長は,それぞれの刈り淑り鹿によって様々な方法で選出されるが
毎年変わることが原則のようになっていると患われる｡
鞘査 した姓の選出方法を示すと,以下のようになるo
o葡里党欝7堆-39年のキビのとれrl.hIの多かった頓に,毎年まわるo
o頗 里 覚 -･くじ引きでするが.掛 こしたい人がいれば.その人がする｡
o良子母第 5粧･･･話 し合いによる｡
o住吉第 7姓 ･･12月初めの話し合いの時の くし引きで,毎年変わるo
o住吉第8敢 ･-ヰ ビ栽培商機の多い人で,碩年変わる.
0円 皆 2組 -･くじ引き
o田 皆 13組 -順 番
① 械成期間
172月初めから4月終わりの頃まで,刈り収り鑑は構成されるO刈り取り薮が柄放される前
に,その刈り取り班ととで一度#･し合いがもたれ,劫】の刈り取りの頗序,班長の選出などに
ついて決定される｡それ以後は刈り取り鉱としてまとまった話し合いがもたれることはほと
んどない｡
期間は4ケ月はとであるが,刈り取り作藁は,毎日行TilわれているのではTよく,会社 (雨
栄糖菓)からの指令がきた時である｡その刈り凝り作兼のない時間は,自分の親せきなどの
応援に出かけたりすることもある｡
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⑧ 刈り取りまでの順序
a 刈り取る日は,雨栄楯箕のその地区の担任から,2El前に溌長のところへ連熊が入るO
その超絶は,A地区のOtというものであるo
b それを受けた鑑長は,その姓で決められている畑の順序に従って,刈り取る畑の順序に
したがって,刈り取る畑を決め,鉱員のところへ避緒をする｡
一つの刈り収り班で刈り取 られる地は, 1日平均8t刈り取られるのが曹面であるO工場
の圧搾能力が,一日1.000tであるので,40部落に割りふりをされて,一つの碇では約8t
になる｡けれども山盛籾には.8t以上刈り取られることが多々ある｡
⑨ 刈り放られる畑の順序について
舶初の項は.キビの楯牒がまだ低いので,fEl当見による甑重から.砲健の高い畑から刈り
取られていくが,その後は,くじ引きなどによって決定されるところが多いO このJrFi序が決
まった後の刈り取りで.中に糖度の低くて,担当員から注意を受けるような時には,そU〕畑
をとばして,次の畑の刈り取りへといくことがある｡
刈り取り作業は.日程が組みこまれていることと,糖度の関係から.雨の日とか風の日だ
からといって.休むということはしていない｡
⑲ 刈りJqり斑の規則について
別にこれといって,明確に決められてはい1いが,道徳的なことが中心とされているよう
である｡
ほとんどの刈り取り狂で共通 していることは,まずか)時間を厳守すること｡(｡)無断欠席す
ることはできない｡ぐう白分の畑の刈り取り作貨が済んだ後も,全員がすむまでは必ず出るO
ということがあげられる｡
これらの規則は.班員の中で黙認されているものなので.守 らなか ったからといって,節
があるようlj:ことはないけれども.自分の順番になったIl寺に.守っていなかったなら,他の人
から同じ事をされるような雪があるようであるo⑬刈り取り柾と結束について
刈り取り粧結成前は,各自の何人かの親せきと組んでの倍額関係にもとづいたもので,こ
れによって.刈り取り作業が行なわれていたが. これでは.合Iq!的にキビを工場に集めるこ
とができなかったので,新たに,刈り取り鮭が絹成されたO
ここでの結束が.どのような結びつきであったのかは,調査が不十分なために不明であるD
結束と刈り取り鹿とのちがいについて.たずねてみると,次のようになるQ
o結 束 打)信頬朗係 (王に義輝)に基づくO
(｡)一日でも出られなかった様な場合には,気まずい思いをする0
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そう 労働力の焚用負担はないが,桁神的負担が大きい｡
o刈り取り珪
打)一応冶束形式ではあるが.安本をかけている｡
P)人夫貴を本人が負担するので.椅神的負担はなく合理的である｡
※この人夫貴は,刈り取り後2-3日中に個人個人に渡される｡
(6)刈り取り班以外の刈り取り作業について
刈り取り薮に入っていない人は.開架地文へキビを出荷することはできないので.それぞれ
の地区の小型製糖工場へキビを出荷している｡小型製糖工場へのそれぞれの地区の処罪且は,
糞 1の通りである｡
(鼓1)小型製糖工場処理血
部 落 名 松 元 宗 岡 田 畑 態 田 計
良 子 母 150 812 5ー0 60 218
大 津 勘 100 100 200
徳 時 一0 loo 152
住 吉 200 365 一0 605
一 正 名 50 118 40 208
田 皆 1 5ー 32 45
上 平 川 30 30
下 平 川 lO 0ー
芦 的 長銀 貫潮 里 党 160且
糞 1からでも,推測できるよ うに.小型処楯工場の圧搾能力は低 く.小型製糖工場へ出荷 し
ている氏家数は/少ないと思われる｡
① なぜ刈 り収り鑑に加わらfiいのかとい う質問に対 して
O個人的に.いつも出せるとは限らないO糖度が高い時に刈り取れないのでb
o工脇が合併 されてから.刈 り取りの休みの日が多い｡
oあまりにも作付面積が広いと,刈り取り狂だけでは刈り取 りが無理になってくるので.最
後には.人夫を雇うようになってくる0
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o休憩時間等の接待於もバカに(よらないo
o他に職某を持っていると.仕姫で刈り取り班の作業の時に出られない.
o途中から刈り取り嫌に入ると,XLJり取る順番は-帯地後にまわされるし,16万円の小型
脱用機を買わねばならない｡
と.それぞれに答えはちがっているが,刈り取り柾の短所が, これらの答えの中から,考
えることができる｡
② 刈り取り期の人夫
刈り取り吸に入っていない人は,普通家族で刈り取り作業を行なうが,それで足りない時
には,休みの刈り取り班の人に刈り取り作集を依頬するoその軌 人夫圧は,女300円 男
400円くらいで,だいたい刈り取り姓の昏金に準じているo
① 刈り取り班と刈り取り班外の人の鯛係
刈り収り数は′い組合を単位として,10人～16人復旋のグループで刈り取り作藁が行なわれ
雨柴糖類へ出荷しやすいように,決められた日に担当者と社長を通 じて,合理的に刈り取ら
れるD
これに対して刈 り取 り堆 以の人たちは.家族で刈り取り作業を行なう｡刈り取り斑では
広い作付面相を持っている人.膿築以外の仕野を持っている人たちにとっては,刈り取りの
Elが決められてしまうので,不都合なため,親方と直接契約がしやす く,刈り取りたい時に
刈り取れる小型製糖工場へ出荷 しているO
ところで,これからXIjり取り班へ入ろうとする人たちは,小q･J脱用機を買うことを約束さ
せられたり,刈 り取る肌の順番が巌後に7'iったりするので,なかなか刈り取り班に入るとい
うことは価恥でないらしいD
(7)サトウキビの回収
① 雨栄楯葺のキビの回収
爾栄糖箕のキビの回収は.刈り取り姓による刈り取り作業の後,迅速に行なわれるDその
ために次の様な手順が取られている｡
a 畑で-束20Kgくらいに束ね,遇に椅みあげておく (刈り取 り攻の作寮)o
b 会社までの輸送は,倫送組合のクレーン車で拡接工場まで運ばれる｡会社のクレーン車
もあるにはあるけれど,数が少ないので,輸送舶合に輸遠をまかせているo
c 工場で圧搾されるo
d キビの出荷した収入は,戯協の各人の口座に5日後に振り込まれる｡
このサトウキビの回収には,仲良人は一切入っていないで.XLlり取り班と会社の間で直接
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行なわれている｡瓜協が,一部関与 しているが･これは会社からの収入の振り込みを扱って,
その手数料を引いているだけである｡ したがって.この間での押収は見うけられないD
工場へ直送されるが.-週間も刈り取ったままおくような場合 (めったに1よいが),キビ
が赤 くなると値引きされるので,その様な場合には,班長,推進員の話し合いで,早 く出荷
できるように話し,軸むこともある｡
② 小型製糖工巌の回収
小型製糖工場-収める良家が,キビを刈り取ると.エ壕へ連綿するoすると,畑まで直接,
小型製糖工場から運搬にやって来るOこの際も. この間に仲買人の存在はない.そして, こ
の収入は南栄機業の時と同様に,良協の各々の口座に撮り込まれる｡ ここでも仲買人による
搾取などほ見受けられTcL-いC
l
(8)製糖工場の操業開始の目安
製糖=場の操業開始は.知名町役場の経済課のさとうきび生産皿の見込み (表 2)を基準と
して始められるO
さとうきびの生藍丘の見込みは.2月,4月.6月,8月.10月.12月に諏査される｡ 2月
～6月までは.机上で行1まわれ,それから12月に菜枕を出すようにIilっている0
4月に操糞が終わると,5月に綴済課により,良Lgから株出し面砕,春植え面相の申告がと
られる｡6月に,指導員による現地調登が行なわれ.申告の蔽諸がとられる｡10月には,硯場別に
調査が行なわれ,春植え,£抱え,株出しの10a当たりの収優良が調べられるo このRt計が-
応基準とされる012月に台風などによる減収,増収などの最終的li'娘計が出される段階となり
ここで,今年度の突崩がLtiてくるわけであるO この12月の出超のキビの見込みにより.製糖工
場側が操業見込みをたてる｡そして凍薬が開始されていく｡
(9)終わ りに
製甑熟 ま,沖永良部島の息鯛産雅であり.その原料を提供するさとうきび栽培は,五輩lil役
割を持っているO
より多くのさとうきびを生産するために,品屈改良が行なわれ,栽培方法が改善され.肥料
の研究がなされ,また連作による被等を軽くするために,客土を入れるなどのいろいろな努力
がなされてきた｡
また一方.さとうきびの増掛 こ人々が意欲を持っているように.さとうきびの収入を安定さ
せ,向上させるために,政府貝上げ価格に対する陳171がなされたりして.現在,さとうきびの
価格は安定し.少 しずつではあるが上向きである｡ しかし,実際には,栽培期間が長く.詩経
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坪をのぞくと,さとうきび栽培は,あまり串が良いとは言え馴 ､｡そのため収入のよいたばこ栽
培,ユリ栽培を行なう人々もでてきている｡このたばこ成増,ユリ叔培は,連作を防ぐために
なされている場合もあるQ
さとうきび栽培において,徳之島等では,地王制が強かったらしいが.沖永良部島ではそれ
ほど地主制は強くなく,自作腿が多く.結束で,以抑 L 刈り取り作菜が行なわれていたQ現在は
雨栄糖菜の操業開始とともに,能率的に刈り取りを行ない,回収するために,12月～4月の間
小組合を単位とした刈り収り庇が解成されるが.これは,注目すべきものであると思われるC
でも,まだ刈り取り姓に人らないで,小型製糖工機と直凍契約して.家族で刈り取り作業を行
なっている農家も少なからず存在 していることも.忘れられてはならないQ
調査の反省としては.断片的にただ項目だけを桐原したという感 じが強く,深くつきつめる
ことができlitかったので.もう少し地域をしぼって.ゆっくりと調査をしたらよかったのでは
ないかと思っている｡
沖永良部島の人々から,様々な興味軌 ､話を聞かせてもらえる積金と.沖永良部島でのいろ
いろな経験は,得がたい舟直なもので,忘れることはできないであろう｡
?
?
?
OI
- f F
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8. 糖 業
(1)最近の塘業事情
砂糖は日本においてはさとうきび.ピー ト両者あわせても,年間 300万 tの哨王寺･Etに対し,
自給率わずかは%と大部分を輸入に頼っている0両頂諸島においてはその有利lAt気候を利用し
て,さとうきびがほとんどの島で栽培されているo
(2) 沖永良部島の梼業
本島においては300年前から果糖の製造が配韓されている.昔はすべて各般家が個 々に精
糖を行っており.その後小型工場の発達をみるQこれは金持や迅協によって経営されていて,
価格は同一であったo個人工魅では即現金で買取り,島協は砂糖売却後に金が入ることとlAlり,
腿民階層の分化をここに見ることができようoその後,大手教本が島に導入され,大型工場に
よる製糖が始まるQ
現在 ,本島には簡栄糖業 (樵)の一社と多少の小型工場が存在する｡
奄美興産,帝国物産の2大工場による両極時代が続いたD以前の小工場は大工掛 こ権利,機
械を売収され合併されていった｡さとうきびの値段を上げて小工場を倒すだけの力はTよかった
から,価格娩争によっての独占は不可能であった｡以後はこの二社の自由競争であったが,政
府の行政指導により,-島一社の完全独占企誰となったO
_ 神永良稀掛こおける戯薬は.近年多核化 し,たば こ,ユリなどの割合が高 くなってきている
が,益酔作物はlilんといってもさとうきびである｡さとう:yぴに豊作貧乏はないといってよいO
工掛 ま100日稼動すれば採界があうといい,本島では70日分しかとれず,作っても作っても高
く売れたD又価格の安定を計るための法律も作られ.価格が決まり,暴 落の心配もなく,さと
うきびの栽培は全島にわたって行なわれるようになったO
今日の多様化に伴なって.栽培戯家は減少.最近横J_,'イであるが,全社がつぶれることは島
の経済にも悪影響もあり,作付面積の定野化がすすめられている｡
昭和50年度のきび買入価格は16,100円であり,本島では楯度に関係なくt当た!二)16,100円で売
出されているD作付面軌 ま9万 tあまりで,10a当たり約6tの収凪があるo
(3)南栄塘業
木見の大型工場はこの一社であり.以前は知名,和泊の2工場であったが,今は和泊工場の
みである｡
以下.行栓を過って説明することにする0
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xJ｣り収は各良家が行い.これは刈り取軒が編JLされて行い,道路まで出すo退路からが会社
の負担であり,金紙の轟のみでは迎ひきれないので神永良滞各地区の協同逓送組合の車によっ
ても遊ばれる｡
エ樹に遊ばれたきびは山のように積まれて.処理されるのを待つ｡
本工鵜はほとんどがオー トメーション化されていて,グラブバスケットにより,カッターは
逆ばれ.一定の長さに切断された後の処理がスムースに行えるようにするOその後シ,=レッダ
ーでくたかれ圧搾室に選ばれ,ここで搾り汁がつ くられるO汁は次の行程に進み,カスはこの
工場ではボイラーの燃料に使われ,尭屯と後述する効用臥 結晶缶の熱血の軒として使われるO
汁はジュースヒーターによりその痕度を滞められ.ライミング ･タンク及び遵続沈槻軌 こよ
り不純物は取り除かれ,純度の高い原汁が上すみ液として効用缶室に運ばれ.不純物 (特にき
びかすである)はラビロックフィルターによりケーキ状にされ.搬出される｡
効用缶室に運ばれた原汁は】4%であるが,第1から節4までの四韮効用缶を経ることにより65
%までに濃備されるD ここでは前述のパガスボイラーによる蕗気による熱により恐擬される｡
ここでも意気が出. これは ドレーンと呼ばれ.40-50度であり.圧搾室の第4ミルにかけられ
滋後まで砂糖を回収する努力がなされるO
結晶缶室で初めて我々は砂糖を見ることが出来る｡ これは罷略で,結晶は睡めて大きく.
ザラ白状である.第 1缶からuJ.来るのが一番鹿で最も上質であるD この残り密と第2缶の密に
より2番糖.次に3番栃が作られ,2番糖までが製品となる｡これは次に樽型され分密楯にな
り,散糖宴で白糖を我々は初めて見ることが出来る｡
これはコンテナバックに入れられ,包炎宝でミシンがかけられ,製品倉掛 こ入れられ,輸送
船によって静間の親会社に運ばれ,そこで完全に和魁され,普段我々の口に入る砂楯とされるC
結晶缶ELCよる3番楯と凍密は九州内にある某ウイス十一会社に逮られ,ウイスキーの原料と
して使われ.ケーキ状のカスは会社仏の空地に柑まれ,廃密がかけられ,数ヶ月ねかされて肥
料となり,きび栽培農家に,輸送費込みで t当り5千円毘度で趣家に売渡され,出家の土壌改
良に一役買うことにTより.会社も持ちつ持たれつの頗係となるO
前車でも述べた通り,本島のみのさとうきびだけでは年間横井はおろか,半年撰集もむずか
しい状況であり,従業員を雇う上からも対応策が必要である｡
今までにパイナップルの缶詰,養魚などが試みられたがいずれも失敗に終わっていて,現在で
はキクラゲの栽培が行われているb これは知名工場で行われており,かなりの成果を上げてい
るようである｡
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(4)小型載積工場
ここでは知名町の工場について述べる夢とする0本町には.正名,大韓軌 屋子母.瀬利覚
の4工場が現在操業中である｡
その処理能力は200-60Dtと規模も小さく,家内工場的であり,年間数十 日しか稼動して
い Tiい□
さとうきびを持ってきて峨まれれば魁糖をするのであり,その過程は極めて簡単であるo搾
汁 (これは皆は牛であったが,現在では機械で行われる)を沈毅させ.上意液を著詰めて砂糖
を取り出すO これは格製されておらず,黒板であるoこれは黒糖酒の原料として,又お典子と
してお茶受けに用いられる｡黒糖というが.線色をしており,小石大であり,白糖のようTiし
つこさはIilく,□あたりは実に良い｡美味.食すべLD
(5)終わ りに
今回の巡検に2年生ながら参加することが出来,1パー トをまかせられたのであるが,不慣
れ11こともあり十分に調べきれていないiB.をここにお詫びする｡
? ? ?
????
?
?
参考文献
1975年町勢要庇 ｢知名｣及び ｢わどまり｣.又,多数からの朗き取りによる｡
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9. 奄美群島における民家の形態
民家の形態は,当弦地方の,自然的 ･社会的 ･准演的な状態をいわば象徴的に表現した地方文
化の指標として古くから注目されてきた.我国の古代における住宅の様相を少なからず残存せ し
めている奄美群島の民家は馴こ地方的ldl文 化の捻合指倭としての価値をもつばかりでなく,それ
自体日本民族の於藍な文化財としての意義をもつといえよう.
ここでは,同一敷地内にそれぞれの洩能をもった散棟の建物が一定の配列をもって建てられて
いる｡軌はいずれも小規模であり,本土の民家における各部屋を棟に独立させたものとみてさし
つかえない｡
シュイン (ウイヤ) 主人の居間及び来客の応接用
ナカヤ 家族の居間
トー グラ 愈fLr部屋と炊･#機
その他, トー ブラを食事部屋と炊事場を分けて4棟にしていたり.隠居部屋が独立 した棟とな
ってこれに加わる例もみられるOこれら,いわば ｢生活挟｣ともいうべき諸株と共に,高倉 .納
屋 ･畜舎等各種の付r;i建物が同一敷地内に建てられているo
(I)生活諸株の平面形態
中心は トー グラで,これにナカヤ,シュ
イン等が増致された｡ トー グラは2周x2
間,又はa5問×3間ほどで,炊軒をする
土間と企uj:用の床からなる｡ この2つが独
■立した枚をなす場合もあるが.前者を原初
形態とみるべきで,小規模な民家では常に
この形である｡住宅規模が大きくなるに
従ってナカヤ,シ3.インが加わるOこれは
8畳か6畳はどの部屋を中心Iこして小さな
1■ーJー台所 (寄 金 卜 ブラ(午)
ウイヤー
群星が付肺しているOウイヤには周囲に3尺の張出しを作り,これを緩及び床間に用いている
が.ナカヤにはこれを欠くものが多い｡また小規模な住宅の場合,二つを兼用する場合が多く
みられる｡ 一.
(2)生活諸株の屋根型とその素材
屋 根-.･･･茅野寄棟形式 (与論畠では四角錐形)
野のかわりにサ トウキビの非やソテツの糞などの使用される場合もある0
枚飾り･･-･･0割竹で棟を包み.その瑞を棟の両側に差込み,棟下に竿竹を入れてこれを縄で園
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